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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あの人たち………」

　霧きり深い山を下っていく行列を眺めながら、少女はか細い声で呟つぶやいた。

「ん？　どうした？」

　少女を抱きかかえるようにして、声しよう聞もん姿の初老の男が尋ね返す。

「あの人たち……どこ行くの……？」

　少女は行列から目を離さず、独り言のように問う。

「あれはな、祖そ霊れいとして現世に里帰りするところなのじゃよ。毎年二回、盆と正月にはああやって里帰りするのが常なのじゃ」

「………」

　初老の僧の返答に、少女は黙だまり込んだ。その目は相変わらず、山を下って現世へと赴く魂たちを見つめたままだ。

「どうした？」

「ん………」

　少女はフルフルと首を振る。何でもない、と言いたいらしい。だが、何か思い悩むところがあるのは、表情からも明白だ。

「お前も、彼らと一緒に里帰りがしたいのか？」

「…………」

　少女は沈ちん黙もくしたまま、小さくコクリとうなずいた。

「ならば、早く冥めい府ふに赴いて、きちんと死者としての手続きをすますことじゃ。現世に渡るためのパスポートは、籍せきのある者にしか発行されんでな」

　男は少女の肩を軽く押した。

「汝なんじはすでに石を積み終えたのじゃろう。なら、いつまでもこんな所におらんで、さっさと死し出での山を登って閻えん魔ま庁へ……」

　そう言うと、山頂へ続く道へと歩き出す。

　だが、少女に衣の袖そでを引っ張られて、男はすぐに足を止めた。

「……どうした？」

「…………」

　少女は答えず、ただ首を振る。

「なんじゃ？　まだ冥府には行けんというのか……？」

「……………」

　無言でコクリ。

「じゃが、石塔を積み終えれば、賽さいの河原にとどまる必要は最も早はやないはず……」

「うん……」

「では何故なぜ……？」

「行く前に……ちょっとだけ現世に……」

　そう呟つぶやきかけて、思い直したように再び首を横に振る。

「……ごめんなさい。……何でもない」

　男は困って頭を搔かいた。

「何でもないと言われてもの……。何か、現世に気になる事でも残してきたか？」

　思案しつつ問う男に、少女はおずおずとうなずいた。

「うん……。だから、まだ成仏……ダメ……」

　申し訳なさそうにうつむいて、小さな頭をフルフルと振る。

　それを見て、男の顔は苦い表情を浮かべた。

「そうか……。確かに未練を残したままの魂が冥府に入って成仏するわけにはいかぬ。現世に戻り、残した想おもいを晴らしてこねばならんのだが、しかし……」

　そこで少し言葉を切り、眉み間けんに皺しわを寄せて目の前の川を眺めた。

「しかし、いったん川のこちら側に来てしまった以上、パスポートもなしに現世へ渡る事は出来ん。現世へ戻れねば未練も晴れん。どうしようもない」

「うん……。だから、もういいの……」

　うなずく少女に、男は深々とため息をついた。

「未練があるなら、何故川を渡る前に引き返さなんだのじゃ……。本来、想いが晴れるまでは、幽ゆう霊れいとなって現世にとどまるべきものを……」

「ごめんなさい……」

「い、いや、謝あやまらずともよいが……。しかし難なん儀ぎじゃな。このままでは、成仏をあきらめてずっとこの河原にとどまるより他ほかないではないか。じゃが、石積みの業をきちんと終えた汝なんじがこんな場所にとどめ置かれるというのは、あまりに不ふ憫びん。何とかならぬものか……」

　雨あめ露つゆをしのぐ場所さえない荒涼たる河原を眺めて、僧姿の男はもう一度深く息をついた。

　その困りきった顔を見て、少女は男の袖そでを引っ張る。

「あの……私、ここでも大丈夫だから……」

　安心させようと一いつ生しよう懸けん命めいなその瞳ひとみを見て、男はしかめっ面を思わず緩ゆるめた。

　しゃがみ込んで少女に目線を合わせると、頭を撫なでながら優しく言葉をかける。

「無理をすることはない。汝が父母は娑しや婆ばにあり、なればワシを冥めい土どの父母と思って頼ってよいと、以前にも申したじゃろう？　遠えん慮りよいたすな。いかなる手段を講こうじてでも、必ずや汝の未練を晴らさせてみせようぞ」

「ん……」

　少女は遠慮がちにうなずくと、僧姿の男を見つめ返した。その顔に、微かすかに気兼ねの色が浮かぶ。

「ごめんなさい……。いつも、わがまま言ってばっかり……」

「なに。気にするな。汝がワシを冥土の父と慕うてくれるなら、ワシにとって汝は我が子。ワシはどこまでも汝の味方じゃよ」

　男はそう言って笑うと、大きな手で少女の頭を撫でた。

「ありがと……」

　少女は少しはにかみながら、小さな微笑を返した。




　それからおよそ半日後。

　三さん途ずの川とレテ川の合流する国境沿いから、監視の目をくぐるようにして、一艘そうの小舟が漕こぎ出した。小舟はすぐ、むせるような濃こい靄もやの中に飲み込まれるように見えなくなった。

　僧形の男はそれを見送ると、思案顔で一つうなずき、やがていずこへともなく姿を消した。
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　ごぉぉ～んんんん……。

　冷たい冬の夜空を震ふるわせるように、寺の鐘かねの音が遠く響ひびいた。

　ごぉぉ～んんんん……。

　大晦日おおみそかの夜である。

　騒さわがしい紅白歌合戦も終わり、世間は行く年来る年を見ながら打って変わってしみじみしている時間帯に、町外れの賀か茂も家の玄関チャイムを鳴らす者があった。

「はーい。どなたですか？」

　賀茂是これ雄おがガラッと戸を開けると、同級生の佐さ々さ木き律りつ子こ。晴れ着を着てめかし込んでいる。

「おぃっす賀茂くん。こんばんわー。今年も残すところ後十二分程度だねー。一年間、色々お世話様」

　振ふり袖そでの手元をまくって腕時計を見ながら、暮れの挨あい拶さつをする律子。

「まあ、挨拶はいいから入って玄関閉めろよ。寒いから」

　賀茂は律子を中へ入れてから尋ねた。

「んで、こんな夜中にどうかしたの？」

「うん。えっとね、今からみんなで二年参り行かない？　誘いに来たの」

　そう言って律子は振袖を広げて見せた。行く気満々である。

　しかし賀茂は面めん倒どうくさそうに呟つぶやいた。

「二年参り？　うーん、行ってもいいけど、外寒そうだし、どうしよっかな……」

「寒いからってアンタ、ウチの真ま央おちゃんみたいな事を」

　律りつ子こは呆あきれた顔をした。ちなみに真央というのは、律子の家にいる猫ねこ又また娘である。

「あれ？　そういえばみんなで行こうって言いながら、真央は連れてきてないのか」

「連れてこようと思ったんだけど、あの子、寒いからってコタツの中で丸くなって出てこようとしないんだもん。前に一回、無理やり引っ張りだそうとしたら、床に爪つめ立てて抵抗してさー。お陰で床がボロボロになっちゃって。それ以来、力ずくで引きずり出すのはやめてるの」

「相変わらず本能だけで生きてるな、アイツ。あれでも一応、魂は人間のはずなのに……」

　賀か茂もはため息をついた。狐きつねだった頃ころにしばらく真央に飼われていた賀茂にとって、真央は自分の家族同然。身内が迷惑をかけているかと思うと、恥ずかしいような肩身が狭いような気分なのである。

「でも、もうしばらくしたら這はい出してくるはずよ。神社に行く途中でウチ寄って拾ってったらいいんじゃない？」

「這い出してくるはずって何で？」

「出がけにコタツの設定温度、最高まで上げてきたから。そのうち暑さに耐え兼ねて、自分から出てくるはずよ。熱中症で死にたくなければね」

「イソップの『北風と太陽』か……」

　賀茂は感心したものやら呆あきれたものやら、複雑な気持ちで再び息をついた。

「んで、どうする？　賀茂くん以外の人も誘いたいんだけど。あぶでる様とか」

「ちょっと待って。呼んでくる。いや、それより上がってもらったほうが早いか」

　賀茂は律子を玄関に上げると、居間へ連れていった。

「こんばんわー」

　声をかけて部屋に入る律子。

　ぶかぶかのドテラを被かぶって、コタツでうつらうつらしていた少女が振り向く。賀茂家に居候している悪あく魔まっ娘こ、桂かつらたまである。学年は賀茂や律子の一つ下だが、小柄で童顔のため、年ねん齢れいよりかなり幼く見える。

　突然の来客に、たまの眠そうな目がパッと輝かがやいた。

「律子さん！　こんばんは。どうしたんですか、こんな夜遅くに」

「いやー、みんなで二年参りでも行こうかと思って。っていうか、たまちゃんだけ？」

　たま一人しかいない室内を見回して、律子が尋ねる。

「あ、えっと、賀茂さんのお父さんは、これから新しい歳とし神がみ様を迎えに行かなくちゃって出てっちゃいました。それでお母さんは、歳神様をお迎えする支度をするとかって台所に……」

「歳神様……？　何それ……？」

　律子は不思議そうな顔をして、賀茂のほうを振り向いた。

「歳とし神がみ様っていったら、要するにその年の神様だよ。新年には必ずお迎えするのが、ウチの家の伝統で……。初はつ詣もうでとかでお札をもらってくるのと、大体同じ事なんだけど」

「ふーん。まあ、そんな事どうでもいいや。それより私のあぶでる様はどこに？」

　律りつ子こは賀か茂もの説明を聞き流して部屋の中を見回した。

　ちなみにアブデルというのは、賀茂の守しゆ護ご霊れいである熾し天使である。天使だけあってその美び貌ぼうは人間の比ではなく、それに目を付けた律子は、アブデルの元ファンクラブ会員番号ナンバーワン、現側室一号を自称しているのだ。

「あれ？　そういえばアブデル義兄にい様いませんね……？　さっきまでいたのに」

　今いま頃ごろ気づいて、キョロキョロと見回すたま。

「うとうとしてる間に出てっちゃったんでしょうか……？」

　賀茂が口を出した。

「アブデルは多分トイレじゃない？　このところ腹の調子が悪いって言ってたし」

　ちょうどそう言ったところに、トイレから戻ってきたアブデルの長身長髪眉び目もく秀しゆう麗れいな姿が現れた。律子を見つけて眉まゆをひそめる。

「む？　年とし増ま女の律子ではないか。こんな夜更けにどうした？」

　律子は反射的にシナを作って答えた。

「あ、はい。実は、今から皆で二年参りに行こうかなー、と思いまして、それでお誘いにあがったんですの」

「あ、そういえば二年参りってなんですか？」

　脇わきからたまが素朴に尋ねる。賀茂が答えた。

「除夜の鐘かねを聞いてすぐにお参りに行く事だよ。年の暮れから年明けにかけて、二つの年にまたがってお参りするって事で二年参りっていうんだ」

「日が昇ってから行くのとは、また違った風情があるわよ。餅もちとか祝い酒振る舞ってたりする神社もあるし」

　律子が言い足す。

「んで、どうする？」

　賀茂はアブデルとたまの顔を見回した。たまが賀茂に問い返す。

「賀茂さんは行くんですか？」

「んー、どうしようかと思って。行ったら行ったで楽しいだろうけど、外は寒いし出かけるの面めん倒どうだな……とか思ったり……」

　そう言った賀茂の頭を、突然アブデルが張り飛ばした。

「何を軟弱な事を言っている！　初詣だぞ！　行くに決まっていようが！」

「な、何でアブデルが初詣にそんな熱心なんだ……？　キリスト教系のくせに……」

「そんな事、いちいち聞くまでもなかろうが！　正月の神社といえば、巫女みこさんの園！　三さん箇が日にちの間の巫女みこさん数は、平常時の優に十倍以上、所によっては瞬しゆん間かん的に百倍を超える事さえあるのだぞ！　これぞまさに、エデンの遥はるか東の果て、極東ジパングに花開く禁断の楽園ではないか！　男たる者、寒さごときにへこたれている場合ではない！」

　アブデルが行く気満々なのを見た律りつ子こが、突然ガーンとショックを受けた。

「し、しまったーっ！　あぶでる様が最初からそんなに行く気あるんなら、初めから『二人で行きましょう』って誘えばよかったーっ！　『二人で』って言ったら警けい戒かいされるかも、とか余計な事を考えたばっかりにっ！　馬ば鹿か馬ば鹿か、私のお馬鹿さんーっっっ！」

　頭を抱えて絶望的にうずくまる律子。

「えっと………」

　賀か茂もは対応に困って少したまと顔を見合わせた。

　しばらく沈ちん黙もくした後、おもむろに話を修正する。

「と、とにかくそれじゃ、今からみんなで出かけるって事で決定と……。母さんに一言言って、それから着替えてくるからちょっと待ってて」

　賀茂はそう言うと、自室に引き返した。アブデルとたまも外出の支度のために立ち上がる。

　律子は玄関に戻って待っていると、およそ数分で三人は外出の用意をすませてきた。

「お待たせしました」

　首に巻いたマフラーに顔を半分埋めた状態で、たまが律子に声をかける。

「んじゃ、行きますか」

　さっきの取り乱しようからケロッと元に戻って、律子がガラガラと戸を開けた。

「お邪じや魔ましましたー」

「行ってきます」

　台所にいる母・裕ゆう子こに声をかけて、賀茂たちは家を出た。




「そういやさ、みきちゃんはどうしたの？　あの、巫女装束一着しか服持ってないっていう貧乏な子。家にはいなかったみたいだけど」

　歩きながら、ふと律子が尋ねる。

「あ、みきさんですか？」

　だぶだぶのコートに身を包んだたまが答えた。

「みきさん、年末年始はちょっと遠くの大きな神社でバイトしてますよ。松の内の一週間は泊まり込みだって言ってました」

「あー、なるほど。彼女、巫女さんなら本職だもんね」

「そうですね。でも巫女さんのお仕事っていっても、お札売ったり境内のお掃除するだけだって言ってましたけど」

「ふーん、そうなの。せっかくだから、あの子の好きな藁わら人形でも売ればいいのにねー」

「いや、みきさんの藁わら人形はマジで人死ぬから……」

　賀か茂もが、真剣な顔で呟つぶやいた。以前、出合い頭に殺されかけた経験のある者としては、シャレにならない話だ。

　律りつ子こが話を切り換える。

「ところで、どこの神社にする？　大きいトコ行くんなら、大晦日おおみそかだから電車も動いてるけど。みきちゃんのバイトしてる神社とかに遠征してみても楽しいかも？」

　乗り気の律子に対して、賀茂は面めん倒どうくさそうに答えた。

「まぁ、別に近場でいいんじゃないか？　電車賃もったいないし、ご利益なんて正直そんなに変わらないしな。ちなみに今年の恵え方ほうはえっと……」

　大まかに言うと、恵方とはその年の歳とし徳とく神じんのいる方角で、これは十じつ干かん十じゆう二に支しの十干のほうに従って変化する。初はつ詣もうでの時は『恵方参り』といって、その年の恵方にあたる神社に参拝すると良いとされるのだ。

　賀茂が干支えとを数えながら考えていると、アブデルが遮った。

「ちょっと待て。名のある神社やら方位やらよりも、もっと優先すべき事がある」

「え？　あ、そういや一応アブデルは『天使』って立場なのに、神社なんかにお参りに行くのはマズいか……？　行くなら教会のほうが……？」

　賀茂が気づいて呟いた。

「でもさっき、巫女みこさんの楽園がどうこうっておっしゃってなかったっけ……？」

　律子が賀茂に軽くツッコむ。

　アブデルは二人に向かって、

「なに、別に神社で構わん。ただし俺おれとしては、天あま照てらす大神おおみかみを祀まつっている神社だと色々都合がいいのだ」

「天照大神？　それならたくさんあるから大丈夫だと思うけど。でも、なんでまた……？」

「よく聞け。まず、日本では本ほん地じ垂すい迹じやく思想によって、神道と仏教は習合している事はお前もよく知っているだろう？」

「一応は……」

　賀茂はうなずいた。

　大ざっぱに説明すると、仏様は人々を救うために『権現』という仮の姿で現れるとされている。そして日本の神様は皆、仏様の権現の一種だとする考え方を、本地垂迹思想という。ちなみに権現の正体にあたる仏様は、『本地仏』と呼ばれる。

「で、天照大神を祀っている神社がいいっていうのと、本地垂迹とがどう関係……？」

「よく考えろ。天照の本地仏は何だ？」

「えっと……大だい日にち如によ来らいだったっけ……？」

「そうだ。そして大日如来といえば、かつて宣教師ザビエルたちは主を『大日』と呼び、また戦国時代の民衆には大だい日にち如によ来らいと主は本ほん地じ垂すい迹じやくの関係にあるとされた。すなわち、日本において大日如来とは我が主の権現に他ほかならん。という事は、天あま照てらすイコール大日イコール我が主！　つまり、天照は我が主の日本における仮の姿となるわけだ。これなら、一神教で他の神を崇あがめるわけにいかない我が身でも、何の心配もなく詣もうでる事が出来る」

「な、なんちゅうこじつけ……。っていうか、デウスを大日って訳したのは、ザビエル本人が間違いだって取り消したって聞いたような記き憶おくが……」

　呆あきれながらツッコむ賀か茂もだが、アブデルは平然と言い返した。

「何を言うか。そもそも真理なるものは常に唯一絶対なのだから、全すべての宗教は究極的には一つに結びつく。ならば、日本における最高神が仏教における最高の如来であり、かつ我らが唯一神の権現であったとして、何の不思議がある？　むしろ必然と言うべきだろうが。ザビエルが訂正したとすれば、それはザビエルが間違っているのだ」

「う……、そ、それはそう……なのか？」

「当然だ。限られた知性しか持てぬ人間のたわごとと、神とその被造物に対して完全なる理解を有する熾し天使の俺おれの言う事と、どちらが正しいかなど考えるまでもなかろう」

「まあ、本人が問題ないって言うんなら別にいいけど……」

　どこでもいいと言われるよりは、行きたい場所の候補があるほうが、決まるのが早くていい。賀茂はそう考えて、適当に受け流した。

　それから一行は途中で律りつ子この家に寄り、暑さで意識朦もう朧ろうとしている真ま央おを拾ってから、町の真ん中付近にある神社へ向かった。




「ふぃ～っ……」

　二年参りの人でごった返す行列に揉もまれて、賀茂は額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　町の中心部に位置する、伊い勢せ神宮系列の某ぼう神社。アブデルの要望どおり、祭神は天照である。

「夜中だってのに、すごい人出だな……」

　賀茂の言葉を受けてアブデルがうなずく。

「うむ。これだけ多くの同志が存在するのであれば、日本の未来は明るいな」

「同志って……？」

「決まっておろう。無論、我らと同じ『神の僕しもべ』たちの事だ」

　ちなみにアブデルが神と言う場合、それはほとんどの場合『美少女』と訳される。それというのも、無限者たる神はあらゆる属性を持ち、従ってそこには必然的に『美少女』としての全ての属性も含まれるが、アブデルは特にその部分を重要視しているためだ。従って熾天使アブデルの言説を正しく理解しようと志す者は、『神の僕』も上記の解釈に則のつとって『びしょうじょおたく』と翻ほん訳やくせねばならない。

　アブデルの言葉の正しき理解者である賀茂が、反射的に嫌な顔になる。

「我『ら』って、ボクまで含めるな。っていうか、何でこの人たちが神の僕しもべ……？」

「いいか？　まず、当然知っているだろうが、天あま照てらす大神おおみかみは女神にして太陽神だな？」

「うん。それが？」

「焦るな。次に、正月とは何か。それは、冬に力の衰えた太陽が、冬至を過ぎて再び『若返って』力を取り戻す、その節目だ。新年祭とはすなわち『太陽の若返り』を祝う祭りであり、この初はつ詣もうでという慣習も元を辿たどればそこへ行き着く。これも分かるな？」

「うん、まあ一応」

　賀か茂もはうなずく。

「……で、それがどう……？」

「分からんか？　太陽は新年を迎えると若返る。つまり、太陽神・天照大神は正月を迎えるにあたって、若々しく生まれ変わるという事。すなわち、今の天照は清らかな美少女姿を、我々の前に晒さらしてくれるという事ではないか！」

　アブデルは握った拳こぶしを歓喜に打ち震ふるわせた。

「彼女が初々しく無む垢くな美少女でいるのは、この時期をおいて他ほかにない。この、一年でたった一度の貴重なチャンスを逃す事が出来るか？　出来まい！　見よ！　彼女の姿を一目拝もうと、この地に集った彼らの姿を！」

　大きく腕を横に振り、群衆たちを示すアブデル。

「……そんな事考えて初詣に来る人なんて、絶対にいないと思うけど。っていうか、天照にこだわったホントの理由はそれか」

　賀茂は呆あきれ返った調子で呟つぶやいた。

　それから襟えり元もとをバタバタと引っ張って、服の中に溜たまった熱気を逃がす。

「しっかし、これだけ混むと暑いくらいだな。冬だってのに」

　その賀茂の後ろから、ガチガチと奥歯を鳴らしながら声がした。

「暑いってどこが？　寒くて凍え死にそうだよ私」

　律りつ子この家で拾ってきた猫ねこ娘、鍋なべ島しま真ま央おである。被かぶっているブカブカの帽子の下には、猫のままの耳が隠れている。

「凍えそうって、そんな薄うす着ぎで来るから……。だからもっと厚着してこいって言ったのに」

　セーターだけで上着も何も着ていない真央を見て、賀茂が呆れたように言った。

　真央は不機嫌そうに口を尖とがらせる。

「だって、家出た時は涼しくて気持ちいいなーって思ったんだもん。しょうがないでしょー」

「しょうがないって、涼しく感じたのはコタツでのぼせてたからだろ。時間が経たてば冷えてくる事くらい、頭回るだろ普通」

「なっ、なによーっ。のぼせてたんだから、普通に頭働かなくてもしょうがないじゃないっ。そんな事言うんなら、ごんも最初っから言ってくれたら良かったのに」

　ごんというのは、真ま央おが賀か茂もを呼ぶ時の愛称である。狐きつねとして真央のペットだった時の名残なごりなのだ。

「だから、最初からもっと厚着してこいって言ったろ。なのに、暑いからやだって突っぱねたのは真央じゃないか……」

「そっ、それは……っ、そうだけど……っ」

　真央は返す言葉に詰まる。そして、へくちっ、と小さくくしゃみ。

「うぅ[image: ～][image: ～][image: ～]……。寒いぃぃ[image: ～][image: ～]……」

　ずずーっと鼻水を啜すすりながら、真央は腕を抱いてぶるぶると震ふるえた。

　隣となりでやり取りを見ていたたまが、見かねたように自分のマフラーを真央に差し出した。

「あの、よかったら使いますか？」

「え？　いいの？」

　ちょっと驚おどろく真央。

　たまは笑顔で答える。

「だって、年の初めから風邪かぜ引いたら大変ですから」

　そう言うと、着ていたコートまで脱ぎ出した。

　真央はそれを見て、感激の声を上げた。

「うっわー、優しーっ。ごんとは大違いだね。ありがとーっ」

　賀茂に当てこするように大おお袈げ裟さに感かん謝しやしながら、嬉き々きとしてコートとマフラーを受け取る真央。

「ん～、暖かーい。助かったぁ……」

　マフラーに顔を埋めるようにしてホッと一息ついてから、ふと気になって尋ねる。

「でも、それだとたまちゃんが風邪引かない？　寒いの平気なの？」

　真央に言われてハッとするたま。

「あっ、そ、そう言えばそうですね。今はまだ平気ですけど、そのうち冷えてくるかも……。えっと、じゃあ、私が寒くなってきたら返してもらって、それで真央さんが寒くなったらまた貸すっていうのは……？　かわりばんこに……」

　たまがそう提案しようとしたところで、真央が大きな声を上げた。

「えーっ!?　せっかく貸してくれたくせに、また返せって言うのっ？　やだよ私。寒いの苦手なんだからっ！」

「ええっ？　そ、そんな……っ！」

　予想外のわがままな真央の反応に、たまはショックで顔を引きつらせる。

　そのたまに向かって、真央は追い討ちをかけるように口を尖とがらせた。

「大体、なんで貸してくれた物を返さなきゃいけないの？　冗談じゃないよ」

「そ、それはそうですけど……」

　コートをギュッと握り締しめて体を背ける真ま央おを見て、オロオロとうろたえるたま。

「っていうか、借りた物は返すのが当然だろ……。たまちゃんも『それはそうですけど』とか肯定してどーする……」

　賀か茂もが呆あきれながら、二人に公平にツッコみを入れる。

　そこへ、賀茂の隣となりでたまと真央のやり取りを見ていたアブデルが、やおらコートのボタンを外しながら言った。

「よし。ならば仕方ない。新年早々風邪かぜを引かれても困る。たまちゃんは俺おれがこの懐ふところの中で暖めてやるとするか。この俺の愛の温ぬくもりでな」

「そ、それも下心丸見えでなんだかな……。けど、風邪引くよりはマシか」

　賀茂も消極的ながらうなずく。人格的には適任とは言いがたいが、体格的には、一番大きいアブデルが懐の広さも一番余裕があるだろう。

　だが、アブデルはたまに声をかけようとして、ハッと思い直したように口を噤つぐんだ。

「……いや、ちょっと待て」

　そして賀茂を引き寄せると、くるりと背を向ける。

「どうした、アブデル？」

「……賀茂よ。落ち着いて考えろ。たまちゃんが風邪を引かぬように暖めてやろうと俺たちは考えたわけだが、果たしてそれがベストな行動なのか？」

「ベストってそりゃ、アブデルの懐って考えたら多少問題ありだけど、風邪引かないようにしてやるのがいいに決まってるんじゃ……」

「うむ。確かに、ここで彼女を懐に入れてやるのは悦よろこばしき状況ではある。だが冷静に長期的な展望に立てば、敢あえて彼女が風邪を引くのを見過ごすほうが、結果的により一層悦ばしい結果を生じるとは思わんか……？」

「は……？」

　怪け訝げんそうに聞き返す賀茂に、アブデルは真剣な顔で言った。

「いいか？　何ら後ろめたい事なく堂々と彼女を懐に抱ける機会を、みすみす見逃すのは確かに惜しい。だが、たとえこの場で彼女を懐に抱いたとしても、その状況が続くのは精々で家に帰り着くまでの数十分。夢幻にも等しい儚はかない幸福でしかない。しかし、風邪となれば話は別だ。少なくとも丸一日、上手うまくこじらせれば一週間は持続する。しかもその間、おかゆを口に運んでやったり、手を握って励ましたり、おでこをくっつけて熱を計ってみたり、汗を拭ふいてやったり、着替えをさせてやったりと、イベント盛り沢だく山さんではないか。まともな良識を持つ者ならば、どちらを選ぶのがより賢かしこいか、一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。そう思わんか」

「……あのな。自分一人の歪ゆがんだ楽しみのために、人が風邪引くのを黙だまって見過ごすってのは、まともな良識を持つ者としてちょっとどうかと思うんだけど……」

　賀茂が呆れて諫いさめたが、アブデルは動じない。

「何を言う。俺おれ一人のためではない。いいか。彼女をコートの中に入れてやっても俺一人しか喜びを享受出来んが、看病となればお前も参加が可能だろうが。俺は神より遣わされた熾し天使として、少しでも多くの人間が幸福に与あずかれるよう常に考えているのだぞ。公共の幸福を配はい慮りよするのも、正しい良識の在り様だ」

　アブデルは小さいが断固とした声で言い切ると、賀か茂もの返答は待たずにたまのほうへ向き直った。そして、実に申し訳なさそうな調子で口を開く。

「すまない、たまちゃんよ。俺の懐ふところで暖めてやろうと思ったのだが、残念ながらこのコートは体にぴったりフィットしすぎていて、人を入れてやるだけの余裕が……、むっ？」

　途中で目を見張ると、言葉を吞のむアブデル。

　よく見ると、いつの間にかたまはコートとマフラーを取り戻していた。

　その隣となりの真ま央おも律りつ子この振ふり袖そでをぬくぬくと着込んでいる。

　そしてその傍らには、薄うす手でのシャツにスパッツ姿で寒そうに震ふるえている律子。

「い、一体これは……？」

　ショックで一いつ瞬しゆん硬直するアブデル。

　律子が澄すました調子で説明した。

「真央ちゃんに私の晴れ着を貸す代わりに、たまちゃんのは返すように説得したんですの。ウチの猫ねこが人の物を取るのを見過ごすわけにはいきませんし、かといって薄着のままほっといて風邪かぜを引かれても困りますから」

　そう言って、ニヤリと含み笑いをする。

「……これで風邪を引く可能性が一番高いのはこの私。看病してもらう権利もこの私のものだわ。ふふふ……」

　鼻をグスッと言わせて、律子は一人呟つぶやいた。

　その時、遠くで微かすかにドーンという音がした。

「ん？　今の除夜の鐘かね、何か変な音しなかった？」

　真央が音のしたほうを向いて、帽子の下の耳をピクリと動かした。猫の耳は人間の五倍の十万ヘルツまで聞き取ることが出来る上、方向を判別する能力も人のおよそ六倍近い。

　真央の向く方向に耳を澄ませると、再びドーンという音。そして、遠くの夜空に小さく光るものが見えた。

　律子が、ああ、とうなずく。

「真央ちゃん、除夜の鐘じゃなくて花火よ、あれ」

「花火？」

「うん。確か千葉ネズミーランドに対抗して、今年から年とし増ま園えんでも、新年祝いのカウントダウン花火大会やるって聞いたから、多分それじゃない？」

「でも、このクソ寒いのに、日本の夏の風物詩をこれみよがしに打ち上げるなんて、何考えてんの？　季節感も何もあったもんじゃないよね」

　人一倍寒がりの真ま央おが、背中を丸めて憎々しげに花火を見上げる。

　律りつ子こがいい加減な憶おく測そくを述べた。

「きっとアレよ。園内には暑いくらいに暖房入れて、気分は夏真っ盛りで花火大会って感じじゃないの？　真夏にガンガンクーラーかけておいてから、コタツですき焼き食べるのと一緒で。サイコーの贅ぜい沢たくの一つでしょ、そういうの」

　しかし真央は花火が気に食わないらしく、ぶつくさと文句を続ける。

「でもこんな深夜に花火なんて、すごい近所迷惑だよ」

「だからそれはさ、貧乏でストーブも買えず寒さに震ふるえてる庶民にも、少しでも常夏気分を分けてあげようという、主催者の暖かーいお慈悲で……………って、なんか言っててムカついてきた。対抗してかき氷でも買ってきて、一気に食べて頭痛くなってやろうかしら？　どう思う？」

　律子は賀か茂もやたまにも目をやって、夏場同然の薄うす着ぎ姿を誇示しながら尋ねた。

「何にどう対抗してるんだ……？」

　賀茂が呆あきれたようにツッコむ。

　それから、花火への八つ当たりを諫いさめようとばかりに口を開く。

「っていうか、確かに花火っていったら夏のイメージが強いけど、でも正月に花火やったって実はそれほど変じゃないんだぞ」

「そうなの？　何で？」

　真央が不思議そうに聞く。

　賀茂は丁寧な口調で説明した。

「そもそも夏場の花火ってのは、ご先祖様の霊れいがあの世とこの世を行ったり来たりする時の目印として、お盆の迎え火とか送り火から発達したもんだろ？　実は正月ってのもお盆と一緒で、死んだ人の霊が帰ってくる時期なんだよ。盆と正月に里帰りするのは、死んだ人の霊も同じなんだ」

　今度は律子が口を挟む。

「そうなの？　初耳だけど。っていうか、正月に法事なんて聞いた事ないわよ私。冬に出る幽霊なんてのも」

「いや、最近はそうなんだけど、元々はお盆だけじゃなく正月にも魂祭りをやってたんだよ。昔の人の本に書いてた」

「昔の人の本って？」

　ちょっとだけ興きよう味み深そうな律子。

　賀茂は即答しようとして、ふと度忘れしている事に気づいた。

「えっと……。割とメジャーな古典なんだけど。教科書にも載ってそうな……。何つったっけ……」

　喉のどまで出かかっているはずなのに思い出せず、もどかしそうに頭を搔かく賀か茂も。

　その時、背後から突然声がした。

「吉よし田だ兼けん好こうの『徒然つれづれ草ぐさ』十九段『をりふしのうつりかはるこそ』でございますね」

　振り向くと、巫女みこ装束に身を包んだ勘解由かでの小こう路じみきである。

「彼の生きていた鎌かま倉くら時代後期には、正月の魂祭りはもう、東国にしか残っていない廃れた風習でしたようですが。他ほかにも平安時代の和泉いずみ式しき部ぶが『十二月のつごもりの夜よみ侍りける』と詞ことば書がきして、




　なき人の　くる夜と聞けど　君もなし　わが住む宿や　たまなしの里




　と詠よんでおりますし、大晦日おおみそかに戻ってきた亡き人の魂を祭る事は、かつては当たり前の習わしだったようです」

　みきは、静かな表情で淡々と語ると、チラリと律りつ子こに目をやった。

「……また、冬に出る幽ゆう霊れいなど聞いた事がないとの事ですけれど、『四よつ谷や怪かい談だん』の最後は雪の場面でございます。有名な怪談ですから、普通の日本人なら誰だれでも常識として存じていましょうけれど」

　澄すました顔で己の教きよう養ようを見せつけると、袖そでで口元を覆おおいながら小馬ば鹿かにしたような視線を送る。アブデルを『お兄様』と呼び慕うみきにとって、アブデルにつきまとう律子は敵というか悪い虫なのだ。

「っていうか、何でみきさんがここに？　バイト先はいいの？」

　突然の出現に、賀茂が驚おどろいて問う。

　みきは憂うれいを湛たたえた顔で胸に手をあてた。

「実は今日の夕刻頃ごろ、何故なぜか急に胸むな騒さわぎがいたしまして……。占いましたところ、何者かがお兄様を誑たぶらかしに現れるとの結果が出ましたゆえ、これはバイトどころではないと、取るものも取りあえず駆けつけた次第でございます。来てみましたら案の定、この薄うす汚い売ばい女ためが……」

　そこで言葉を切り、律子にメラメラと敵意のこもったまなざしを向ける。純情一いち途ずなみきは、敵意を燃やす時にもひたすら一途である。

　律子はその視線を受けても全然気にならない様子だったが、傍らで見ている賀茂のほうが怖くなって話を変えた。

「ところであの、みきさん。話変わるけど、その亀かめは……？」

　みきが手元に提げたビニールの袋には、小さなミドリガメが三匹ほど入っていた。

「あ、これは……。私のご奉仕いたしておりますバイト先の神社に、亀すくいの屋台がございまして」

「亀かめすくいってまたマイナーな……、っていうか季節外れな……」

「亀は長寿の象徴でおめでたい動物ですから、正月の縁えん起ぎ物のおつもりだったのでは？　ともあれ、店の方に頼んで譲ゆずっていただいた亀を用いて占ったところ、先ほど申しましたような徴しるしが……」

　たまが、ビニールの上から亀を覗のぞきながら尋ねた。

「亀さんを使った占いなんてあるんですか」

「ええ。亀き卜ぼくと申します。春しゆん秋じゆう左さ氏し伝でんに『卜ぼく人じん曰いわく、筮ぜいは短く亀きは長し』と申しますように、国家の命運など重大事を見るには最も適しております」

　みきにとって、アブデルに近づく女がいないかどうかは国家の命運並みの重大事らしい。

　たまが興きよう味み深そうにみきに尋ねる。

「どうやって占うんですか？　歩かせてどこに向かうかとか？　……あ、動いてますよ。ちっちゃい～」

　袋の上から指で突っつくたま。

　みきはそんなたまを微笑ほほえましげに眺めながら説明した。

「いえ。甲こう羅らを火で炙あぶり、ひびの入り方を読んで占うのです」

「へぇー……って、えっ？　あっ、あの、甲羅を火で……？」

　たまは一いつ瞬しゆん普通にうなずいてしまってから、言葉の中身を理解して戸惑った。

　だがみきはそんなたまの戸惑いには気づかず、ニッコリと微笑しながら袋の中の亀を一匹取り出した。

「ええ。ほら、このように」

　そして、甲羅の間に指を入れると、たまの目の前でバカッと割ってみせる。

「……っ!?」

　いきなりスプラッターな行為を目にしてボーゼンとするたま。

　それを無視して、みきはにこやかに解説を続ける。

「……このお腹なか側の甲羅を六角形に切って形を整えまして、このように刃物で筋を付けてから、ライターで炙ります。すると、熱で膨ぼう張ちようしてひびが入るのですね。その形を見て……。あら？　たま様、どうなさいました？」

　たまが絶句してプルプル震ふるえているのにようやく気づいて、みきは不思議そうに首を傾かしげた。

「年明け早々巫女みこの手にかかって殺される長寿のシンボルってのも、なかなか縁起悪いわね」

　律りつ子こが遠い目で笑った。

　そんな事をしている間に列は進み、やがて賀か茂もたちは参拝をすませると混雑を避さけて裏口から外に出た。




　みきはバイト先の神社へ戻るからと言って別れ、賀茂たちも家に向かって歩き出す。

　ふと、律りつ子こが足を止めた。そして唐突に提案する。

「帰る前に、ちょこっと花火見ていこーか。まだ終わってないみたいだし」

「あ、いいですねぇ」

　先ほどのミドリガメ惨殺のショックからようやく立ち直ったたまが、殊こと更さらに明るい調子で同意する。

　たまがうなずいたのを確認すると、律子は近くの墓地公園の入り口を指差した。

「よし。んじゃ、そこ入って」

「ええっ？　りっ、律子さん。い、いきなり何言い出すんですか……？」

　さっきは明るい調子で同意したたまは、一転、怯おびえた声を上げる。

　律子はたまとは対照的に、のんびりした調子で答えた。

「いや、何って、そこの墓地からの眺めが一番いいと思うのよ。視界開けてるし、高台になってるし」

「ででででもっ、お、おおお、お墓ですよ？　こんな夜中に……」

「うん。せっかくだから、肝試し大会も兼ねてさ。さっきの賀か茂もくんたちの話だと、お盆と正月って似たようなもんなんでしょ？　だったらお盆定番のイベントとして……」

「いっ、いいいい嫌ですっ！　駄目ですっ！　おばっ、お化けとか出てきたら、どど、どうするんですか……っ！　お正月にも死んだ霊れいが帰ってくるとか、幽霊出るとかって……」

「だから肝試しになるんじゃないの。何言ってんのよ、もう」

　呆あきれたように笑う律子。

　しかしたまはぶんぶんと首を振る。

「絶対駄目ですっ！　幽霊なんて見たら、夜に一人でおトイレに行けなくなっちゃいますっ！　私、今みきさんがいないから、夜は一人で寝てるんですよっ！」

　半泣きになって抗議するたまを見て、律子は面おも白しろそうに言った。

「たまちゃんも子供ねー。大丈夫大丈夫。幽霊なんて非科学的なもん、ホントにいるわけないって。迷信に決まってんじゃん。ねぇ、賀茂くん」

「い、いや、ねぇって言われても……」

　話題を振られて戸惑う賀茂。大体、たまは悪あく魔までアブデルは天使で真ま央おだって元の体は猫ねこ又まただ。十分に非科学的な存在を三人も前にして、幽霊だけ迷信だと断言されても困る。

　だが律子は賀茂の返事など待とうともせず、たまの首根っこを引っ摑つかんで駆け出した。

「ほらほらーっ、そんな事より、早くしないと花火終わっちゃうぞーっ」

「いやぁあぁあぁっ！　離してぇえぇえぇえぇえぇえぇ………っ！」

　墓地の奥の闇やみへと消えていく二人をポカンと見送りながら、真央が呆れて呟つぶやく。

「……律りつちゃん、このクソ寒いのにあんな薄うす着ぎで元気だね」

「ああやって無駄にカロリー消費する事で、体温上げてるんじゃないか……？」

　賀か茂もがそう言うと、残された三人は律りつ子ことたまを見失わないよう、急いで後を追った。




　霊れい園えん内の小道を通って坂を上がると、中ほどに水場があって柄ひ杓しやくや桶おけが置いてある。そしてそのすぐ横に、休きゆう憩けい所のベンチがあり、律子とたまの座っているシルエットが見えた。

「あ、おーい。こっちこっち」

　律子が気づいて手を振る。

　賀茂たちが到着すると、律子は得意げに目の前の空間を指差した。

「ほら。どうよ、このロケーション。ドンピシャでしょ？」

　振り向いてみると、正面に花火が上がってくるのが見えた。ちょっとした丘になっている上に立ち木の類たぐいもなく、確かに視界は良好だ。月は雲に隠れ、街灯もないため、互いの表情も分からない暗さだが、花火を見る分にはかえって都合がいい。

「ちょっと遠いけど、いい場所だな」

　賀茂がそう言う間に、また一つ新しい花火が打ち上げられる。火の玉状で中空まで昇り、一いつ瞬しゆんにして無数の光の粒がパッと円形に広がると、闇やみに溶けるように消えていく。

「さっきのミドリガメの魂も、今頃ごろあの花火に導みちびかれて成仏してんのかしら？」

　律子が呟つぶやく。

「うーん、そうかも……。でもこの時期の花火なら、迎え火としての意味合いのほうが強いだろうから……」

「って事は、あの花火に引き寄せられて、あの世からやってくる奴やつらのほうが多いって事？」

「うん。まあそういう事」

　賀茂はうなずいてから、キョロキョロと闇に浮かぶシルエットを見回した。

「それにしても町の中とは思えない暗さだな。ちゃんと全員いる？」

　律子以外が口を開いていないので、ふと不安になって尋ねる。この暗さでは、一人くらい消えていても気づかない。

　律子が賀茂の言葉に応じるように提案した。

「番号でもかけてみる？　んじゃ私一番」

「二です」

　たまの声が続く。

「それじゃ三番」

　と真ま央お。

「じゃあボクは四で」

「五だ」

「………六」

「よっしゃ。六人ね。私とたまちゃんと真央ちゃんと賀茂くんとあぶでる様と……あれ？」

　律りつ子こはそこで首を捻ひねった。

「ちょい待ち。みきちゃんって、神社出たとこで別れたわよね……？」

「はい。バイト先のほうの神社に戻るからって」

　たまが答える。

「って事は、全部で五人のはずなんだけど。でも、小さな声で『六』って聞こえなかった？」

「え？　あ、すみません。私は花火に気を取られて気づかなかったです……」

「あっそう。他ほかの人は？」

　律子の問いに、今度は賀か茂もが自信なさそうに答えた。

「うーん、言われてみれば聞こえたような気もしなくもないけど……。アブデルは？」

「ん？　ああ、すまんが注意していなかった。さっき神社で参拝してからずっと、俺おれの頭は偉大なる天あま照てらす大神おおみかみの魅み力りよくで真っ白だったものでな。まさに、『皇祖のパワーで驚おどろきの白さに！』という感じか」

　右う翼よくの人に聞かれたら怒られそうな事を呟つぶやきながら、アブデルは感嘆の吐息を漏らした。

「う～ん……。変ね。空耳かしら？」

　律子が再び首を捻る。

　その時、真ま央おが声を潜ひそめて言った。

「私も聞こえたよ。たまちゃんの後ろのほうから声したと思う」

「え？　やっぱり？　誰だれかいるかどうか、真央ちゃん見える？」

　律子もつられてヒソヒソ声で聞き返す。

「暗くて見えないけど……。匂においもしてないし……。でも、声は絶対に聞こえた」

　真ま面じ目めな調子の真央の言葉に、全員俄にわかに緊きん張ちようする。

「で、でも、こんな夜中に、しかもお墓なんかに、い、いい、一体誰が……？　ゆゆ、幽ゆう霊れいさん……？」

　律子のセーターの袖そでを握り締しめながら、たまが声を震ふるわせる。

　真央が真剣な口調で否定した。

「私の経験から言えば、幽霊じゃなくて犬マニアの変態だと思うよ。以前、夜のお墓で犬マニアのおじさんに襲おそわれた事あるし、その同類だよきっと」

「一回きりの特殊な経験を一般化するなよ……」

　一応賀茂が律りち儀ぎにツッコむ。

　律子が、声に真剣味を増してみんなの影を見回した。

「ちょっと、念のためもっかい番号いくわよ。一」

「に、二です」

「三ばん」

「四」

「五だ」

「……六」

　やはり、消えそうなか細い声がした。

「聞こえたっ！　聞こえたよね、今の！」

　帽子を脱いで耳を剝むき出しにしていた真ま央おが叫ぶ。

　すかさず反応して、ガバッと立ち上がる律りつ子こ。

「そこよ！」

　叫ぶと同時に、いつの間にか拾っておいた石をたまの背後の空間に投げつける。

　ゴッ！

　石は何かに当たって跳ね返り、ベンチの前に転がった。

「手て応ごたえあり！　殺やったか？」

　アドレナリン出まくりの笑みを浮かべ、律子は反応を窺うかがって息を殺す。

　その時、風が上空の雲を押し流した。

　雲間から月が顔を覗のぞかせ、さっと周囲を照らし出す。

　そして、闇やみの中から一人の少女の姿を浮かび上がらせた。

　小柄で華きや奢しやな体にボロを纏まとい、生気のない顔をして、額ひたいから血を垂れ流している。

　緩ゆるくウェーブした髪が、風に乱れて顔にかかった。

「………」

　少女は無表情に二、三度まばたきすると、そっと髪を搔かき上げて額に手をやった。そして、手に付いた血を無言のまま見つめる。

　しばらくそのままじっとしていたが、やがて顔を上げるとたまを認めて小さく微笑した。

「……っ！」

　その顔を見て、たまが声にならない悲鳴を上げた。目を見開いて、あわあわと震ふるえながら虚うつろに呟つぶやく。

「ま、まさか……」

　その様子に、全員が一いつ斉せいにたまのほうを向いた。

「ちょっとたまちゃん。まさか……知り合い……？　やっばー。石ぶつけちゃったわよ……」

　律子が頰ほおを引きつらせて、突然現れた少女のほうに目をやる。

　そして、おや、と首を傾かしげた。

「あれ？　その顔、どっかで見た事が……」

　少し考え込んでから、律子はポンと手を打った。そして独り言のように呟く。

「そうだ。確か以前、たまちゃんのお友達の葬式に行った時だわ。確か、ともちゃんとか言ったっけ」

「ともちゃんって、その名前、死んだたまちゃんの親友の？」
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　賀か茂もが驚おどろいて問う。

　律りつ子こは平然とした調子でうなずいた。

「そう。その遺い影えいの子そっくり」

　真ま央おが、怯おびえと警けい戒かい心の入り混じった視線を少女に向けた。

「ってことは………幽ゆう霊れい？」

　真央の質問に対し、少女は人見知りするような上目遣いで、コクリとうなずいた。

　その途端。

「いぃぃぃぃぃぃぃやぁぁぁぁぁぁぁっっ！　出たぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　それまでじっと凍りついていたたまは、弾はじけたようにわたわたと泣き転げた。

　そしてその場で目を回すと、そのままパタリと気絶。

　幽霊とはいえ、親友との再会に際して余りに失礼な態度のたまだった。
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　たまが目を覚ましたのは翌日、すなわち元がん日じつの昼だった。

「あけましておめでとうございます……」

　食堂に下りると、半分寝ぼけた状態で目をこする。

「あ、起きた？　すぐ食べるなら、一緒に用意するけどどうする？」

　雑煮を温め直そうとしていた賀か茂もが、手を止めて振り向く。

「あ、はい。ありがとうございます。お願いします」

　たまはそう言って頭を下げると、顔を洗いに行こうとして、賀茂しかいない事に気づいた。

「あれ……？　お家うちの人たちは？」

「ああ。同業者の寄り合いで年始祝いがあるからって、さっき出かけた」

「そうですか。こんな元旦から大変ですねぇ。アブデル義兄にい様もいないですけど、一緒に行ったんですか？」

「いや、隣となりの部屋で昨日の幽ゆう霊れいの子を看みてる」

「あ、そうですか……」

　たまは寝ぼけた頭でうなずいてから、ハッとして立ち止まった。

「って、……え？　ゆ、幽霊の子って……」

「うん。ほら、昨晩の。何か具合悪いらしくて、昨日たまちゃんが気絶した後、あの子も一緒に倒れちゃってね。仕方ないから家まで連れてきたんだ。ともちゃんって言ったっけ？」

「あっ、あの……っ、いい、今、家にいるんですか……？」

　たまはギョッと青ざめる。

「あっ、あの、私、そのっ、どっ、どうしたら、えーとつまり……」

　あたふたとうろたえながら、早くも目を回しそうになるたま。

「そんなに怖がらなくても大丈夫だって」

「こっ、ここ、怖がってなんか、ななななないないないですよ？　だだだって、その、あの、生きてる時からともちゃんは一番仲良しのお友達でしたし、だからその、ゆっ、ゆゆゆ、幽ゆう霊れいさんになっていたって、ぜん、全然………」

「……全然説得力ないんだけど」

　顔面蒼そう白はくでどもりまくるたまに、賀か茂もはポリポリとほっぺたを搔かいた。

　そして、うーん……、と困ったようにうなる。

「あの子、多分たまちゃんに会いに来たんだろうから、会ってやったほうがいいんだろうけどな。この様子じゃ、ちょっと無理か……」

　そう呟つぶやく賀茂に向かって、たまは慌てて言い返した。

「あ、会うですよ！　会うですとも！　せ、せせせっかく会いに来てくれたお友達ですなのに会わないは失礼です！　お友達として気さくに新年のご挨あい拶さつを交わしてみせるですとも！」

　小さい拳こぶしをぐるぐる振り回しながら、言語中枢のシナプスがショートしたような口調で喋しやべるたま。

「ホントに大丈夫……？」

「大丈夫れす！」

　絶対に大丈夫じゃない顔で、たまはそう言い切った。

「じゃ、軽く挨拶だけでもすませとく？」

　賀茂がそう言って立ち上がる。

「あ、ちょ、ちょっと待っててください。すっ、すぐ戻ってきますから……っ」

　たまはそう言い置いて、ドタバタと自分の部屋へ走っていった。

　そこに、居間の戸ががらりと開いて、アブデルが顔を出した。

　賀茂が振り向く。

「あ、アブデル。どう、あの子の様子？　寝込んだ理由とか分かった？」

「うむ。黙だまりこくったまま一言も喋らんから詳しくは分からんが、どうやら生前の病やまいが実体化する際に再現されてしまっているのが一つ。それともう一つは、この世で実体化するだけの霊力を備えておらんにもかかわらず、無理して実体化しているために、かなり消耗しているらしい」

「実体化か……。そういや昨日も石ぶつけられてたしな。そうまでして実体化する理由ってなんなんだ？」

「おそらく、何か身体からだを持たねば晴らせぬような未練があるのだろうな。幸い、お前の母親が魂の離散を防ぐまじないを施していったおかげで、今はかなり落ち着いている。だが、病弱な身である事は変わらん」

「幽ゆう霊れいのくせに病弱……」

「そうだ。たまちゃんに風邪かぜを引かせて看病ライフを楽しもうという我々の計画は残念ながら挫ざ折せつしたが、天は代わりにあの病弱娘を与えてくれたのだ。思い切って賽さい銭せんに五百円張り込んでまで祈った甲か斐いがあったな。なんと清すが々すがしい新年の幕開けだろうか」

「無む病びよう息そく災さいとか祈れよ……」

　賀か茂もは呆あきれてため息をついた。

　そこへたまが、何か片手に握って駆け下りてきた。

「お待たせしました」

「何取りに行ってたの？」

「あ、は、はい。えっと……」

「思い出の品か何か？」

「あ、い、いえ……、その……、昨日神社で買ってきた御守りを……」

　もにょもにょと語尾をごまかすと、恥ずかしそうにうつむくたま。やはり親友だろうとなんだろうと幽霊は怖いらしい。

「……でもこれ、『学業成就』の御守りなんだけど」

　たまの手に握られた御守りを、ちょっと呆れた顔で眺めてから、賀茂は隣となりの居間への戸を開けた。

　コタツが壁かべ際ぎわに移動され、そのあとに敷しかれた布団に、昨夜の少女が上体を起こして座っていた。首には、麻あさ紐ひもに歳としの数だけ結び目を作って輪にした物がかかっている。昨晩、帰宅した時に賀茂の母が施してくれたまじないだ。

　賀茂が布団の少女に声をかける。

「おはよう。もう起きても大丈夫？」

　少女は青白い顔で、コクリと無言でうなずく。軽くウェーブした髪が、パサッと肩から胸へ落ちた。アブデルの言うとおり、完全に実体化している。ずっと実体化しっぱなしでは、人間霊にはきついだろう。

　賀茂は、部屋の入り口で立ち止まっているたまを手で招いた。

「たまちゃん。ほら、おいで」

「は、ははは、はひ……」

　たまはガチガチになって震ふるえながら、目をつぶってそっと室内に足を踏み入れた。

　少女は顔を上げると、たまの姿を確認した。そして懐なつかしそうに小さく微笑ほほえむ。

「……たまちゃん。……久し振り」

　囁ささやくようなか細い声。よほど注意して耳を澄すまさないと聞き取れないほどの音量しかないが、響ひびき自体は普通の人間と変わらない声だ。ホラー映画などで霊れいが語りかけてくる時に特有の、エコーのかかったおどろおどろしいものではない。

　それを聞いて、たまの緊きん張ちようが少しほぐれた。思い切って目を開け、声のしたほうを見る。

　ほとんど実体化した彼女は生きている人と変わりなく、明るい所で見れば何も怖い事などない。生前のまま戻ってきたようだ。

「ともちゃん……」

　たまは恐怖心から来る緊張が一気に緩ゆるんで、布団の脇わきにへたっと座り込んだ。

「久し振り……」

　そっと幽霊娘の手を取る。懐なつかしさで、涙るい腺せんがジワッと緩んだ。

　その様子を見て大丈夫そうだと判断した賀か茂もは、隣となりで難しい顔をしているアブデルに声をかけた。

「どうした？　何見てんの？」

「ああ、いや。この彼女のパスポート、先ほどもちらっと見せてもらったのだが、少し気になるところがあってな……」

　アブデルは手にした赤い手帳のような物を賀茂に示した。

「パスポートって、何これ？」

「知らんのか？　いったん三さん途ずの川を越えて冥めい府ふへ帰化手続きを終えてしまった霊は、現世へ戻る際にはパスポートが必要なのだ。一週間以上の長期滞在をする場合にはビザも取得せねばならん。そうでないと、有効期限が切れると同時に強制送そう還かんされてしまうのだ」

「い、今時のあの世ってそんなふうなのか……」

　一度あの世行きになった経験のある賀茂だが、意識を失っている間にさっさと畜生に転生させられたため、その辺の様子は初耳だ。

「まあ、この世とあの世は合わせ鏡かがみだからな。互いの世相や社会の仕組みを反映して、時代ごとに様子を変えていくものさ」

「ふーん……。こんなの持ってる幽霊、初めて見たけど……」

「当然だろう。普通の幽霊はあの世へ行けず、現世にとどまっているのだからな。この世にも属さず、あの世にも属さない難民が、パスポートなど所持しているわけがない」

「ああ、そうか」

　賀茂はうなずいてから、再び尋ねた。

「で、気になるところって……？」

「ああ、実はこのパスポート、作りも本物だし、閻えん魔ま大王の印に込められた霊気も間違いなくヤツ自身の物なのだが……」

　アブデルは中をめくって、指で示した。

　本人の写真の隣となりに所属国として『西さい方ほう極ごく楽らく浄じよう土ど』とあり、発行年月日などの記載された下には手書き文字で本人の名前がある。

「ここに本人のサインがあるだろう？」

「ああ、『西さい園おん寺じ朋とも』って書いてあるヤツ？　ともちゃんって、こういう字を書くのか。で、このサインが……？」

「うむ。これに込められた霊れい気きがな、何故なぜかやはり閻えん魔ま大王のものと同じなのだ。本来ならば、ここは書いた当人の霊気であるはずなのだが……。更に些さ細さいな事のようだが、こっちの『出国』の判も、係官のものではない」

　ページをめくって、出国手続きで押される判を示す。

「もちろん、こちらの判は閻魔大王のものであっても大した問題ではないのだが。しかし、出国ゲートでヤツが判を押している様子は想像出来んしな。……どうにも解げせん」

　顎あごに手を当てて首を捻ひねるアブデル。

　その時、幽霊少女・朋が申し訳なさそうに何か呟つぶやいた。

　アブデルと賀か茂もにはその声は届かなかったが、たまが朋に耳を近づける。そしてうなずくと、代わりにアブデルを呼んだ。

「あの、アブデル義兄にい様」

「ん？　たまちゃんよ、どうした？」

「ともちゃんが、パスポートの事で何か……」

　そう言いながら、朋を振り返る。

　朋はアブデルの視線を受けて、オドオドとうつむいた。そして消えそうな声で囁ささやく。

「………、…………、……」

　全く聞こえない。しかもうつむいているため、唇の動きで発言を推測する事も出来ない。

「すまないが、もう少しだけ大きい声で言ってくれんか……？」

　アブデルはそう言うと、しゃがみ込んで朋の口元に自分の耳を近づけた。

　朋は突然接近してきたアブデルの顔にちょっと戸惑った様子を見せてから、再び蚊かの鳴くような声で言う。

「あの……、それ……贋にせ物もの……」

「贋物だと？」

　思わず大きい声を出したアブデルに、朋はビクッと肩を竦すくめる。そしてそのまま黙だまり込んでしまった。

　たまが間に入って尋ねる。

「あの、贋物ってどういう事……？」

　朋はたまの顔を見て少し緊きん張ちようを緩ゆるめると、消えそうな声でたどたどしく答えた。聞き落とさないよう、たまは急いで顔を近づける。

「あの、私……、未練残したままうっかり三さん途ずの川越えちゃって……。それであの、そのせいで、賽さいの河原で石積み終えてもちゃんと成仏出来なくて……。でも、三途の川越えちゃってるから勝手にこっちに戻れなくて……。それで……」

「それで未練を晴らすため、贋にせパスポートを手配して密航してきたというわけか」

　アブデルが顔を離しながらうなずいた。

「……ごめんなさい」

　うつむく朋とも。

「いや、謝あやまらずともよい。迷える魂を救済するのは、神の僕しもべたる我らの務め。たとえ不法滞在者であろうと、未練を残して彷徨さまよう者を見捨てたりはせん。遠えん慮りよなく頼るがいい」

　アブデルはそう言うと、穏おだやかだが力強い笑みを浮かべた。もちろん『神』には『びしょうじょ』と振り仮名が振られているわけだが、初対面の朋にはそんな事は知る由もない。

　朋はアブデルの厚意にすっかり恐きよう縮しゆくして、おずおずと頭を下げた。

「あの、何の話してんの……？　贋物って……？」

　アブデルとたまが障害となって、朋の音声の可聴距離まで接近出来なかった賀か茂もが、疎外されたように尋ねた。

　たまが振り向いて、おおまかにかいつまんで解説する。

「えっと、パスポートが贋物で、未練が残ってるからって事で、こっそり密航してきちゃったんだそうです」

　それだけ言うと、たまは再び朋に顔を近づけて不思議そうに尋ねた。

「あの、ところで賽の河原で石積みって……？」

　賀茂も今度は仲間はずれにならないよう、アブデルとたまの間に無理やり頭をねじ込んだ。

　朋はちょっと賀茂に緊きん張ちようの目を向けてから、たまに視線を合わせて小さく口を開いた。

「あのね、お父さんやお母さんより先に死んじゃった子供はね、賽の河原っていう所に集まって、石を積んで塔を作るの」

「へー。なんだか楽しそう……」

　たまの脳裏には、爽さわやかな秋晴れの空の下、河原で石遊びに興きようじる無邪気な子供たちの幸せそうな図が展開された。

　しかし朋はフルフルと首を振る。

「違うの。大変なの」

「え……？　大変って……」

「見回りのね、獄ごく卒そつさんがいてね、『残された親がどれだけ悲しんでると思っとるか』って怒るの。何かね、親より先に子供が死んじゃうのは『逆ぎやく縁えんの不孝』って言って、悪い事なんだって……。親が先で子が後なのが、年ねん齢れいからいっても自然な順序だからって……」

「そ、そうなんだ……。ごめんなさい」

　ハッと口に手を当てて謝あやまるたま。

　脇わきで聞いていた賀か茂もが、小声でアブデルに囁ささやく。

「……賽さいの河原って、十歳に満たない子供しかいないんじゃなかったっけ？　確か『賽の河原和わ讃さん』にも『十にも満たぬ幼子が……』って……」

「ああ、昔はな。だが今の『児童』の規定は十八歳未満にまで引き上げられているから、それを受けて賽の河原も受け入れ限度を十八歳までに拡大したのだ。少子化と乳幼児死亡率の極端な低下によって経営がジリ貧に陥っていた賽の河原にとって、この受け入れ枠拡大は渡りに舟だったらしい」

「経営って……」

　あまりの俗っぽさになんだか呆あきれる賀茂。だが、地じ獄ごくの沙さ汰たも金次第、という言葉もある。あまりあの世に幻想を持つのはやめたほうがいいのかもしれない。

　賀茂は喋しやべるのをやめて、再び朋ともとたまの会話に耳を傾けた。

「……それでね、石を積むのは『逆ぎやく縁えんの不孝』を犯した償つぐないなの。子供は親が死んだら供く養ようしなきゃいけないはずなのに、先に死んじゃって供養出来ないから、代わりに河原で石塔を積んで供養にするんだって」

　朋は囁くような声で続ける。

「だから、サボってたら怒られるし、出来が悪いと壊こわされて最初からやり直しだし……」

　朋はちょっと言葉を切って、自分の指先に目を落とす。その細く繊せん細さいな指は、無数の血まめや擦すり傷でボロボロになっていた。

「ともちゃん、その手……」

　たまは思わず息を吞のんだ。

「え？　あ、これ……？」

　たまの視線に、朋は少し恥ずかしそうに指を隠した。

「これね……。朝から晩までずっと石を積んでるとね、指の皮が擦り剝むけてきて、手が血で真っ赤になっちゃったりとか……」

「そ、そう……」

　痛々しい指先から、生々しく様子を想像して、たまは思わず自分の手をギュッと握った。

　朋が自分の手を眺めて、微かすかに苦笑する。

「なんだか見慣れちゃって気にしてなかったけど、やっぱりちょっとみっともないね……」

「そ、そんな事ないよ」

　たまはブンブンと首を振る。

「そ、それよりあの、ごめんなさい。私、ともちゃんがそんな苦労してたなんて……」

「ん……。気にしてないよ」

「そうじゃなくて私、あの……」

「……？」

　キョトンと首を傾かしげる朋とも。たまはちょっとためらってから、思い切って口を開いた。

「あの、ごめんなさい！　ともちゃんが死んじゃったのって、私のせいなの！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……！」

　ガバッと凄すごい勢いで両手を床につき、何度も激しく頭を下げる。

「私、実は人間じゃなくて、本当は悪あく魔まで、それで知らないうちに漏らした妖よう気きが周囲の人に害を及ぼしちゃってて、私、いつもともちゃんとべったりだったから、それで……」

「ん……」

　朋は、ロックコンサートの最前列さながらにヘッドバンキングを繰くり返すたまの頭を見つめて、二、三度まばたきをした。

　それからふと何か思い出したように、小さく口を開けて呟つぶやく。

「あ……」

　たまはその声にピタッと頭を止めて、朋を見た。

「ともちゃん……？　どうかした……？」

「ん……。あのね、知ってたよ。たまちゃんの事……」

「え？　し、知ってたって……？」

「悪魔とか、妖気の事とか……」

「えっ？　な、何で知ってるの……？」

　たまの顔に狼ろう狽ばいが走った。

　朋は相変わらず呟くような調子で答える。

「あのね、聞いたの」

　賀か茂もが割って入った。

「聞いたって……、誰だれから？　どこで？」

　声が微かすかに緊きん張ちようする。たまの友人ということで油断していたが、死んだ理由がたまにあると知って戻ってきたのなら、恨んで化けて出た可能性も考こう慮りよしなければならない。そういえば、『四よつ谷や怪かい談だん』のお岩いわにしろ『吉き備び津つの釜かま』の磯いそ良らにしろ、最後は実体化した手で憎む相手を物理的に殺傷している。賀茂は霊れい視しの『眼め』を開き、朋の霊気の様子を注意して『見』ながら、返事を待った。

　しかし朋は、慣れない賀茂を警けい戒かいするように、口を噤つぐんでしまった。

　たまが慌てて執り成すように言う。

「か、賀茂さん。あの、ともちゃん人見知りするほうなんで、あんまりその、怖い顔すると……」

「え？　こ、怖い顔なんかしてた？　ゴメン……」

　素直に謝あやまりながらも、ちょっとショックな賀茂。

「な、なんかやりづらいな。ここまで気弱だと、何やっても怯おびえさせそうで……」

　苦手意識を顔に出して呟つぶやいた賀か茂もの腕を、アブデルがグッと摑つかんだ。

「何を言う。そこがいいのではないか。触れたら壊こわれそうな弱々しい装いでこちらの保ほ護ご欲をくすぐりつつ、その裏には驚おどろくべき芯しんの強さと健けな気げっぷりを秘める。このギャップこそが病弱娘の真骨頂！　守るつもりが守られて、己の無力さに打ちひしがれつつも、相手の崇高な魂への尊敬に涙で頰ほおを濡ぬらすのが、この手のキャラとの付き合い方だ！　俺おれはもう、『あそこのお兄さんってちょっとシスコン気味よね』と後ろ指を差されてしまうくらいに世話を焼きまくるつもりだからな！」

「ま、まあ、世話を焼いてあげる事に異論はないからいいけど……。っていうか、芯が強くて健気って、どこら辺が……？」

「馬ば鹿か者。こんな会ったばかりのうちからそれに気づかれてしまっては、ギャップで落とす事は出来んだろうが。最初は付き合いづらい厄やつ介かい者として登場するのが、このタイプの基本ドクトリンだ。騙だまされるな。大変でもちゃんと相手をしてやれば、その苦労の分だけラストでの感動も大きくなるのだからな」

「騙されるなって、自分の妄想的願望を押しつけるのはちょっとどうかと……。っていうか、ラストでの感動って……？」

　そんな会話をしている二人をよそに、たまが賀茂の事を朋ともにフォローする。

「あの、ともちゃん。賀茂さんはいい人だから怖がらなくても大丈夫だよ。未練残して成仏出来ないんだったら、きっとお手伝いしてくれるし。だから、聞かれた事だけでいいから答えてあげて」

　朋は、たまを上目遣いで見つめて呟いた。

「……賽さいの河原で。……地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつ様に聞いたの」

　朋が口を開いたのに気づいて、アブデルと賀茂は慌てて可か聴ちよう範はん囲い内に顔を寄せる。

「地蔵菩薩様……？　って、あの、道端に立ってるお地蔵さん？」

　たまが首を傾かしげる。

　朋はコクリとうなずいた。

「あのね、地蔵菩薩様は地じ獄ごくで苦しんでる人たちをみんな救うまでは、自分も極楽へは行かないって決めてるんだって。それでね、賽の河原で親のいない子供たちのために、自分が親代わりになってあげるって……」

「あ、そうなんだ……」

「うん。『パパ』って呼んでくれって。それでね、獄卒さんにいじめられてたりすると、必ずどこからか現れて助けてくれるの。すごく優しくていい人だよ」

　少しはにかんだように微笑する朋。

　ところが、脇わきで聞いていたアブデルが突然激げつ昴こうした。

「あっ、あの変態野郎、そんな事を……っ！　よりにもよって、『パパ』と呼んでくれ、だと？　純真無む垢くな病弱娘を誑たぶらかしおって！　許せん、あの外道！」

　賀か茂もが慌ててアブデルに言う。

「おい、ちょっと『誑かす』って……。子供たちを庇かばってるだけだろ？」

「何を言うか、この馬ば鹿か者が。いいか？　地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつといえば、閻えん魔ま大王の本地仏。そして獄ごく卒そつどもは閻魔の手下。つまり獄卒どもは、地蔵菩薩の命令で子供たちをいじめているわけだぞ！　自分の手下に絡ませておいて、ヒーローとして助けに入るとは、世界中で行われている伝統的なナンパの手口ではないか！」

「そ、そう言われてみたら、そうだけど……」

「それにしても賽さいの河原とは、閻魔大王のヤツもまた、うまいところに目を付けたものよ……！　確かにあそこは年ねん齢れい層的に文句なしだ。くそ羨うらやましいヤツめ！」

　妬ねたましげに吐き捨ててから、アブデルはハッとした。朋ともがギュッと布団を握り締しめ、抗議するようにジッと睨にらんでいた。

「……地蔵菩薩様……いい人だもん」

　すねたように口を尖とがらせ、朋は微かすかに涙を浮かべて呟つぶやいた。

　それを聞いた途端、錯さく乱らんしたように頭を抱えてのけぞるアブデル。

「ぐはぁっ！　俺おれも一度でいいからこんな子にこんな事言われてみたいぞぉぉぉっっ！」
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　しかし朋ともは無言でジーっとアブデルを睨にらんだままだ。それを見て、アブデルは慌てて我に返る。

「いっ、いかん！　気に入っている男の悪口を言えば、嫌われてしまって当然ではないか！　こ、この俺おれとした事が、下らん嫉しつ妬とに我を忘れるとは……っ！　一生の不覚！」

　アブデルは朋の側そばにしゃがみ込むと、誠実そうな表情を浮かべて謝あやまった。

「すまない。確かに少し言いすぎた。実は、地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつのヤツと俺は旧知の間柄でな。その気安さから、ついうっかり侮辱と取られかねん発言をしてしまった。だがあれは親しみの心から出た軽口の類たぐいであって、決して君の大事な『パパ』をけなすつもりではなかったのだ。許してくれ」

　朋は、その言葉に顔を上げると、不思議そうにまばたきした。

「……地蔵菩薩様と、知り合いなの……？」

　警けい戒かい心が解けたように、少し表情が緩ゆるむ。

「うむ。ヤツとは幕まく張はりの頃ころから、ともに数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けた戦友だ。ヤツが君の『パパ』ならば、俺は君の『義兄あに』といったところか」

「……？」

　よく分からないといった顔で目をぱちくりさせる朋。

　賀か茂もがさっさと話題を戻した。

「とにかく、その地蔵菩薩様に自分の死んだ原因を教えてもらったって事か」

　朋はコクリとうなずく。

「必ず教えるようにしてるんだって。原因が分からないと、死んだ事に納得出来なくて成仏の妨げになるからって……。それでたまちゃんの事を……」

　朋の視線を受けて、たまは再び頭を下げた。

「あ、あの……ごめんなさい。私のせいでともちゃん……」

　朋はフルフルと首を振る。

「ん……。気にしなくていいよ。だって、たまちゃんだって分かってなかったんだし……」

「そ、それはそうだけど……、でも……」

「私のほうこそ、簡単に死んじゃったりしてごめんね……。クラスで死んだのって、私だけだったんだってね……。もともと心臓とか丈夫じゃなかったから、持久力なくて……」

　申し訳なさそうにうつむく朋。

　賀茂は、朋の一連の発言に『恨み』の念が『見え』なかった事を確認して、小さく安あん堵どした。自分を死なせた張本人を目の前にして一切恨みが湧わかないのも、ある意味ちょっと異常だが、どうやらお人好よしの権化らしい。類は友を呼ぶというが、さすがたまの親友である。

　隣となりのアブデルが、高揚した声で賀茂に囁ささやく。

「……き、聞いたか、賀茂よ。被害者の身でありながら、病の原因であるたまちゃんに逆に謝あやまってしまう、明らかに正常な範はん囲いを逸いつ脱だつした優しい気遣い。ちゃんと現状認識が出来ているのかと一いつ瞬しゆん疑ってしまうほどに純粋な健けな気げさを。やはり俺おれの目に曇くもりはなかった。これこそまさに病弱娘の鑑かがみ！　俺はもう、切なくて涙で前が見えんぞ！」

「切ないとか言いながら嬉うれしそうだな……」

　呆あきれた声でツッコむ賀か茂も。

　しかしアブデルは、賀茂の言葉は無視して急に愕がく然ぜんと青ざめた。

「ハ……ッ！　だが待て！　病弱とくれば、『死に萌もえ』。そして死に萌え娘最大の見せ場は死に別れ……！　ということはつまり、プレイ前からバッドエンドは確定という事ではないかっ！　なっ、何たる事！　何という悲ひ劇げきだ……！　所しよ詮せん人一人の一生など、運命の荒波に翻ほん弄ろうされる無力な木の葉に過ぎんというのか……っ！」

　ぶるぶると体を打ち震ふるわせて悲嘆するアブデル。

　賀茂はそんなアブデルを困った目で眺めた。

「あのー、死に別れも何も、彼女、もうとっくに死んでるんだけど……」

　歯を食いしばって男泣きしていたアブデルは、それを聞くと突然カッと目を剝むいた。

「何だとキサマ！　もういっぺん言ってみろ！」

「え……？」

　胸むな倉ぐらを摑つかまれて、戸惑う賀茂。

「いや、あの、だから彼女、すでに死んでるでしょ……？」

「賀茂キサマっ！　世の中、言っていい事と悪い事がある！　必死で生きようとしている彼女を前にして『すでに死んでる』などと、よくもそんな心ない事を……！　取り消せ！　今すぐ取り消せ！」

「い、いや、でも……、必死で生きようとしてるも何も、彼女幽ゆう霊れいじゃ……」

「好きで病気してるんじゃない！　幽霊のように衰弱した彼女の辛つらさが、キサマなどに分かるかぁぁっっ！」

　アブデルは零こぼれる涙をきらめかせながら、かなり本気な勢いで賀茂を殴り飛ばした。

　呆あつ気けに取られて見ていたたまが、慌ててアブデルの腕を摑む。

「あっ、あのちょっと、アブデル義兄にい様……っ！　落ち着いてください！」

「ん？　……ああ、すまない。彼女が色白・無口・体力不足と、見事に三拍子揃そろった病弱娘だったあまり、つい我を忘れて興こう奮ふんしてしまった」

　アブデルは一転穏おだやかな顔に戻って、軽くたまの頭を撫なでた。

「驚おどろかせて悪かった。謝あやまろう」

「……で、こっちへは謝しや罪ざいなしか……」

　賀茂が体を起こしながら呟つぶやく。

「まあそう怒るな。死に萌えといえば、今のようなやり取りはお約束。どのみち、いずれは避さけられん展開だ。男たるもの、約束は守らねばならん。分かるだろう？」

「……約束と『お約束』って、微妙に意味違うと思うんだけど……」

　賀か茂もは、殴られた頰ほおを押さえて長々と嘆息した。

　たまは、よく分からないながらも一応喧けん嘩かは収まったらしいと見て、再び朋ともに語りかける。

「ところであの、ともちゃんは何で現世に戻ってきたの？」

「え……」

　朋は不安そうな表情を浮かべた。

「……あの、私……、戻ってきちゃ、迷惑だった……？」

　オロオロと視線をさ迷わせながら、消えそうな声で呟つぶやく。

　意表を突く問いに、たまは慌てて否定する。

「え？　ちょ、ちょっと。違うの、ともちゃん。そうじゃなくて……っ」

「昨日も会った途端に気絶してたし……」

「あっ、あれはそのっ、暗い所でいきなりだったから……っ。最初からともちゃんだって分かってたら……」

　真っ赤になって弁解するたま。しかし、死んだ朋だと分かってから気絶した事実をみんなに目もく撃げきされている以上、言い訳にもならない。

「脅かしてごめんね……。たまちゃん、幽ゆう霊れいとかそういうの苦手って、知ってたんだけど……、だから出来るだけ生きてる人と変わらないように、ずっと実体化してようって頑張ってるんだけど……、でも最初だけは、ああやって声かけて、みんなに気づいてもらわないとダメだから……。怖がらせちゃってごめんなさい……」

　しょんぼりとうつむく朋。

「え？　ちょ、ちょっと待った」

　賀茂が口を挟んだ。

「怖がらせないようにって、もしかして実体化してる理由ってそれだけ……？」

「え……？」

　朋はキョトンと賀茂を見つめると、恐る恐るうなずいた。

「……あの、ずっと実体化してると無駄な体力消耗するし、こうやってたまちゃんとも挨あい拶さつすませた以上、もう普通の霊体に戻ったほうがいいんじゃない？」

「ん……。でも戻り方知らない……」

「知らない……？」

「……普通の人みたいになる方法しか聞いてこなかった……」

　うっかりした顔で呟く朋。

「聞いてこなかったって……」

　ちょっと呆あきれた顔になる賀茂。

　朋ともは叱しかられたように首を竦すくめる。

　それを見て賀か茂もは慌てて言った。

「ま、まあでも、このまじないの紐ひもで魂つなぎ止めとけば、滞在期限の一週間くらいは保つから平気だよ。それまでに未練が断ち切れて成仏すれば問題ないわけだし」

　それを聞いて、たまが話題を戻す。

「あ、そうだ。未練。さっきも聞こうとしてたんだけど、ともちゃんの未練って……？」

「あ、うん……えと……」

　少し遠えん慮りよするようにうつむく朋。

　たまはそんな朋の気持ちをほぐすように、明るく問いかける。

「ともちゃんは大切なお友達だし、成仏するために私が手伝える事だったら何でもするよ。だから遠慮しないで、何でも言ってみて」

「ありがと……」

　朋は控え目な微笑を浮かべた。

「で、未練って……？」

「え……。んとね……たまちゃんが……」

「私が……？」

　ちょっと驚おどろいた顔で首を傾かしげるたま。

　しかし朋は、ちょっと考えてから取り消した。

「ん……、違った。じゃなくて、たまちゃんの……」

「私の……？」

「……あれ？　違う……。えっとね、たまちゃんと……じゃなくて………。たまちゃんを……じゃなくて………。たまちゃんに……じゃなくて……。あれ……？　えっと……」

　朋はしきりに首を捻ひねりながら考えていたが、やがて目をぱちくりさせて止まった。

「あれ……」

「どうしたの……？」

「……どうしよう」

　朋はボーっと虚こ空くうを見つめてボソリと呟つぶやく。

「忘れちゃった……」

「え？」

　たまが声を上げる。

「わ、忘れちゃったって……？」

　そのたまに頼りない顔を向けて、朋は呆ぼう然ぜんとしたように言った。

「私……、何で帰ってきたんだろ……」
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「しっかし参ったなぁ……」

　今朝けさの雑煮の残りを火にかけながら、賀か茂もは呟つぶやいた。

「現世に戻ってきた理由を度忘れする幽ゆう霊れいがいるとは……」

　パジャマから部屋着に着替えて手伝っていたたまが、食器を出しながら言う。

「賀茂さん」

「ん？　何？」

「あの、思ったんですけど、ともちゃんの記き憶おくを霊視して探るって事は出来ないですか？」

「うーん……。それはちょっと難しいだろうなぁ……」

　賀茂は餅もちを電子レンジに入れながら答えた。

「まず、人の心を『見る』のがそもそも難しいし、もし『見れ』たとしても、度忘れした記憶は普通辿たどれない」

「そうなんですか」

「うん。記憶ってのは情報が連れん鎖さした複合体なんだけど、度忘れってのはこの連鎖が断絶しちゃってる状態なんだ。普通に霊視して辿れるのは、ちゃんとつながりが保ててる記憶だけだからね」

「はぁ……。あんまりよく分かりませんけど、無理なんですか……」

　がっかりしたように肩をおとすたま。

　賀か茂もはコンロにかけた雑煮をかき回しながら、独り言のように呟つぶやく。

「それよりも、普通に過去を辿たどっていって、現世に戻ってくる時の様子を『見て』みるほうが可能性あるんじゃないかな……。行動に伴って外に現れた『意図』なら心を覗のぞくような苦労はないし、確定された過去だから本人の記き憶おくともあんまり関係しないから。問題は、あの世の様子まで『眼め』が届くかどうかだけど……。でもまあ、アブデルやたまちゃんならいけるか」

「なるほど！　分かりました！　じゃあ、ちょっと見てきます！」

　たまは張り切った大声でそう言うと、賀茂が止める間もなく、勢いよく朋とものいる部屋へ飛び込んでいく。

「あ、たまちゃんちょっと……！」

　過剰に『見え』すぎる『眼』を持つたまが下手へたにあの世を覗いたら、余計なものまで見てしまう。必要なものだけ選び分けて『見れ』るような器用な技術は、たまは持ち合わせていない。

「大丈夫かな……」

　不安そうに隣となりの部屋へ目をやりつつ、温まった雑煮をお椀わんによそう賀茂。

　レンジから取り出した餅もちを雑煮の椀にほうり込んでいると、たまが真っ青な顔で目を回しながら戻ってきた。

「はぅ……。『見て』……きました……」

「……大丈夫？　顔色、真っ青だけど……」

「だ、だいじょぶです……うぷ……っ」

　血の気のない顔に脂汗を浮かべて、たまは口を押さえる。どこかの地じ獄ごくで罪人が責め苦を受けているスプラッター場面でも見てきたらしい。言わんこっちゃないと内心呆あきれる賀茂。

「で、ともちゃんが現世に渡ってくるところは、ちゃんと『見れ』た？」

「あ、はい。それはちゃんと……」

　たまはうなずいてから、口ごもった。

「でも……」

「でも？　何かあった？」

「えっと、実は……、川を渡ってくるところはちゃんと『見れ』たんですけど、肝心の未練が何なのかは全然……」

「あれ？　川を渡る意図みたいなのは『見え』なかった？」

「あ、いえ、『見え』たんですけど、そこで表に現れてた意図っていうか意思って、『頑張って現世に戻ろう』っていうのと、『国境警けい備び隊の獄卒さんに見つからないようにしなきゃ』っていうのと、後『帰省ラッシュの魂の中に紛れてしまえば』っていうのしか……」

　うなだれて首を振るたま。

「うーん、そっか。まあ、仕方ないな……」

　賀茂はちょっと頭を搔かいてから、たまを元気づけるように言った。

「でも、霊れい視しなんてしなくても、本人に思い出してもらえばすむ話だよ。近い記き憶おくを思い出してたら、ふとした弾みに断絶した記憶がもう一度つながる事はよくあるからね。とにかく、彼女がやりたい事とかを片っ端から試していけば、案外簡単に思い出すんじゃないかな」

「そ、そうですか」

　たまはホッとした表情を浮かべた。

「じゃ、じゃあ、何か思いつく事がないかどうか、聞いてきます！」

　そう言って、再び朋ともの所へ飛んでいく。

　たまが去った後を見ながら、賀か茂もは改めてため息を漏らした。

「それにしても……。たまちゃんもかなり抜けてるほうだけど、その百倍くらいトロそうだよな、あの子……。パスポート偽造してまで帰ってきた理由を忘れるか、普通……？」

「まあ、あれは仕方あるまい」

　たまと入れ替わりに入ってきたアブデルが言った。

「あ、アブデル。仕方あるまいって……？」

「俺おれもちょっと『見て』みたのだが、どうやら彼女、こちらに渡ってくる途中でレテの川の水を口にしてしまったらしいのだ」

　椅い子すに腰を下ろしながら、やれやれと呟つぶやくアブデル。

「え？　レテの川っていったら、ギリシャ神話の忘却の川？　何でまたそんなものを？」

「うむ。彼女は明け方、川かわ面もの靄もやに紛まぎれて漕こぎ出してきたようだが、どうやらその時に水蒸気となったレテの水を吸い込んでしまったらしい。幸い少量だからほとんど問題はないようだが、肝心の未練が何かを忘れてしまうとはな……」

　アブデルはやれやれと頭を振った。

「だけど、あの子が渡ってきたのは、レテじゃなくて三さん途ずの川なんじゃ……？」

「いや、それはそうなのだが、日本でギリシャ神話が広く紹介されるのに連動して、レテの川もその流れを変えていってな。今では東アジアの冥めい府ふとギリシャの冥府が国境を接する辺りで、レテの川は三途の川に合流しているのだ」

「そんなとこまで現世の様子が反映されるのか……」

　賀茂は呆あきれたような感心したような複雑な気持ちで息を漏らした。

　それから食事の支度が整ったところでたまと朋を呼びに行き、みんなで少し遅めの昼食を摂とった。




　食べ終えると、さっそくたまが切り出した。

「あの、賀茂さん。さっきともちゃんに、色々聞いてみたんですけど」

「ああ、うん。何か思いつくもの、あった？」

　賀茂が朋に目を向ける。

「ん……、ちょっとだけ……」

　朋ともは体を縮ちぢめ、小さくうなずいた。

　たまがすかさず口を添える。

「えっと、とりあえずですね、提出し忘れてた宿題のプリントと、読みかけの漫画と、それからクリア寸前で止まってるゲームの三つを思い出しました」

「宿題と漫画とゲーム……？」

　思わず聞き返す賀か茂も。

　朋が無言でコクリとうなずく。

　たまが元気よく言った。

「それで、まずはそれからあたってみようと思うんですけど、どうですか？」

「どうですかって、どうだろ……。宿題のプリントって……」

　賀茂はちょっと返事に困ったようにアブデルを見た。

　その視線を受けて、アブデルが腕を組みながら言う。

「うむ。まあ最初はとりあえずそこから始めればいいのではないか？　確かにその程度の事でわざわざ密航までするとは思いがたいが、些さ細さいな未練が積み重なって大きくなっている場合もありうるからな」

「あ、そうか。それは確かにあるな」

「それに、たとえ全然関係なかったとしても、現世の事物に触れる事で思い出が甦よみがえりやすくなる可能性は高い。どちらにしろ、思いついた事は片っ端からあたっていくという方針で構わんと思うが」

「そうだな。幸い今は冬休みで、時間はたっぷりあるし」

　賀茂はうなずくと、たまと朋に顔を向けた。

「じゃあ、最初はその辺から試してみるか。ともちゃんの家にプリントとか取りに行かないといけないけど、外出出来そう？」

　朋に向かって尋ねる。

「ん……。多分……」

　言葉少なに朋はうなずいた。

「よし。それじゃ、早いほうがいいだろ。今から行こうか」

　食べ終わった食器を洗い終えると、外出の支度をして賀茂たちは家を出た。




　玄関から出て数歩も行かないうちに、前方から見慣れた顔がやってきた。律りつ子こと真ま央おの二人連れだ。

「やっほーみんなー。新年おめでとー」

　律子が手を振りながら近づく。

「あ、律りつ子こさん。おめでとうございます」

　たまが元気よく挨あい拶さつを返す。

　賀か茂もが尋ねた。

「こんな正月の一日からどうしたんだ？」

「幽ゆう霊れいの子、どうしてるかなーと思って見に来たの。昨晩はロクに話も出来なかったしね」

「私は遊園地に行きたかったのに……」

　律子の隣となりでブスッとすねた顔をする真ま央お。

「まあまあ。遊園地なんていつでも行けるけど、幽霊なんて成仏されたらそれっきりよ。優先順位はどー考えたってこっちでしょ」

「遊園地だって倒産したらそれっきりだよ」

「お馬ば鹿か。遊園地なんて倒産しても他ほかがあるけど、肉眼で見える幽霊に出会えるチャンスなんて一生でどれだけあると思ってるの。人との出会いは一いち期ご一いち会え。もっと自分の人生を大切にしなさい」

　強引に真央をたしなめてから、律子はたまたちの姿を見回して尋ねた。

「ところで、みんなして出かけるとこだった？」

「あ、はい。今からともちゃんのお家うちに行くところです」

　朋ともを手で示しながらたまが答える。

「家に行くっていっても、ちょっと荷物取りに行くだけだけど」

　賀茂が口を添えると、ざっと簡単にいきさつを説明した。

　説明を聞き終えた律子が、少々呆あつ気けに取られた顔で賀茂に聞く。

「……っていうか、わざわざ偽造パスポート手配してまで密航してきた理由を忘れるって、もしかしてアホ……？」

「あ、アホって本人の目の前で……。と、とにかくそんなわけだから、せっかく遊びに来てくれたのに悪いけど、また後で」

　賀茂はそう言うと、たまたちを促して歩き出した。

　律子が慌ててついてくる。

「あ、ちょっと待った。面おも白しろそうだから私も行く」

「面白そうって、プリントとか取ってくるだけだぞ？」

「いや、だからそれが面白そうじゃん」

「え？　何で……？」

「何でって、だって赤の他人の賀茂くんとかたまちゃんが部屋に上げてもらえたとしても、親御さんの前で机回りとか漁あさるわけにはいかないでしょ？　ってことは、プリントとか取ってくるためには、家の人に気づかれないようこっそりと忍び込むしかないじゃない。見つかったら間違いなく泥どろ棒ぼう扱いで警けい察さつ行き！　無防備な一般市民の家に潜入とはいえ、やっぱちょっとワクワクしない？　『スパイ大作戦！』って感じで。セコムとか加入しててくれたら、難易度上がってもう最高っ！」

　くはぁっ、と白い息を吐きながら親指を立てる律りつ子こ。

「難易度ってな……」

　賀か茂もは呆あきれたように言った。

「そんな事しなくても、ともちゃん本人が取ってきたらすむだろ。ついでにちょっと両親に挨あい拶さつでもしてきてさ」

　それを聞いた真ま央おが、ちらっと朋ともを見た。そして、珍しく真剣な顔になる。

「ごん。……それ、やめといたほうがいいよ」

「え？　何で？」

「だって……、ごんたちは慣れてるから平気かもしれないけど、普通の人が幽ゆう霊れいとか見たら絶対パニックだよ？　それにもし驚おどろかなくても、身内が成仏出来ずに幽霊になってるの見て喜ぶ人なんているわけないよ」

　自分の経験に重ね合わせて、真央は少し視線を落とした。

「会いたい気持ちは分かるけど……。でもせっかく会いに行ったって、怖がられてお坊さんとか呼ばれて、結局追い返されちゃうのがオチだよ。そんなの、お互いに嫌な思いするだけだし、絶対後悔すると思う。わざわざ辛つらい思いしに行く必要なんてないよ。その子のお父さんやお母さんだって可か哀わい相そうだよ」

「あ、それは確かに……。一理あるな……」

　ハッとしたように考え込む賀茂。

　それを見て、真央は勢い込んでうなずいた。

「でしょ？　だから幽霊の実家なんてつまらなそうなとこ行くのやめて、遊びに行くならもっと楽しいとこにしよ。黄よ泉み売うりランドのタダ券あるんだよ。元がん日じつから三日間特別サービスで、絶叫マシン系の乗り物全部半額なんだって。ほら！」

　チケットを扇状に広げて見せると、印刷された乗り物を指差す。

「これこれ！　すっごく怖いらしいよ。なんか普通のフリーフォールとかの二倍の速さで落下するヤツで、これ乗って心臓止まった人もいるんだって！」

「……真ま面じ目めな話してると思ったら、結局遊園地に行きたいだけか」

　迂う闊かつにも真央の話になるほどとうなずいた自分に、賀茂は軽い敗北感を覚えた。

「真央には悪いけど遊園地はまた今度。なんかビザなしだと一週間しか現世にいられないらしいから、ともちゃんの未練もそれまでに晴らさないと」

　きっぱりとそう言うと、同意を求めるようにたまと朋のほうを向く。

　だが朋は、たまの服を引っ張りながら、じっと訴えるような目で見つめた。

「え？　どうしたの？」

　たまが尋ねる。

　朋ともは、たまにしか聞こえないくらいの小さい声で呟つぶやいた。

「……絶叫マシン……」

「絶叫マシン？　乗ってみたいの？」

　コクリ。小さくうなずく朋。

「……ずっと心臓弱くて……乗った事なかったから……」

「あ……」

　たまはうなずくと、賀か茂もに向かって言った。

「あの、賀茂さん。ともちゃん、絶叫マシンに乗ってみたいそうです」

「え？　あ、そうなの？」

　ちょっと予想外の言葉に驚おどろく賀茂。

「はい。ずっと心臓が弱くて、そういうのに乗った事がなかったからって」

「そうか。それじゃ、どうしようかな……。今日は遊園地に行く事して、プリントとか取りに行くのは明日に回す？」

「うん！　それがいいよ。じゃあ黄よ泉み売うりランドに決定！」

　真ま央おが嬉うれしそうに仕切る。

　朋もそれで異存がない事を確認すると、みんなは駅へと向かった。




　電車に乗り込むと、律りつ子こは隣となりの吊つり革に摑つかまった朋ににこやかに声をかけた。

「ともちゃん久し振り。昨日はいきなり石ぶつけてごめんねー。大丈夫だった？」

　そう言うと、手を伸ばして朋の前髪を搔かき上げる。

「お？　全く傷跡残ってないわね？　幽ゆう霊れいってこういうモンなの？」

　親指でおでこをぐりぐりする律子。やがて満足そうにうなずく。

「うん。女の子の大事な顔を傷物にしたら責任取らなくちゃ、とか思っておねーさんドキドキしちゃったけど、どうやら大丈夫そうね」

「……？　……？」

　ほとんど初対面なのにいきなり馴なれ々なれしい律子に、朋は戸惑いの目を向けると、怯おびえたようにたまの背中に隠れた。

　しかし律子はお構いなしに、朋が移動した分だけ距離を詰める。

「そういや自己紹介してなかったわね。私はたまちゃんの親友の佐さ々さ木き律子。律りつちゃんって呼んでくれてオッケーよ。よろしく」

　そう言うと、握手を求めて右手を差し出す。

　しかし朋は、律子の勢いに怯えたように、ギュッとたまの服を摑んだまま動かない。

　それに気づいたたまが、慌てて律子に注意した。

「あの、律りつ子こさん。ともちゃん、結構人見知りするほうなんで、その、なんていうかもう少しソフトに……」

　律子はちょっと意外そうな表情を浮かべる。

「え？　ソフトにって、ごめん。私の言い方、何かキツかった？　単にフランクなだけのつもりだったんだけど」

「あ、いえ、キツいってわけじゃ……。ただその、フランクな事自体はいいと思うんですけど、最初からあんまり気さくすぎると、逆に怖がっちゃう人もいるんで……。ともちゃんみたいなおとなしい子は特に」

　言われて律子は朋ともの怯おびえた目に気づく。そして反省するように頭を搔かいた。

「そっか。言われてみりゃ確かに、フランクならいいってもんでもないわよね。シャルルマーニュも、ザクセン人からは大いに恐れられてたっていうし」

「いやあの、シャルルマーニュって『フランクな王』じゃなくて『フランクの王』なんじゃ……」

　賀か茂もが一応律義にツッコんだが、律子は無視して朋のほうへ向き直る。

「ええとそれじゃ、初めから仕切り直して……」

　コホンと一つ咳せき払ばらいすると姿勢を正す。

「わたくし、こちらの桂かつらたまさんの友人で佐さ々さ木き律子と申す者でございます。実は朋さんがお亡くなりになられた時、僣せん越えつながら焼香に参らせていただいたりいたしたのですけれど、こうして面と向かってお話しするのは、これが初めてでございますわね。以後、よろしくお見知りおきを」

　そして深々と頭を下げた。

「……？　……？」

　朋は再び困惑した顔でまばたきすると、救いを求めるようにキョロキョロと他ほかの面々を見回す。しかし周囲もどうしていいやら分からない。困ったように曖あい昧まいな笑みを浮かべるか、精々で手を振って『無視しろ』とジェスチャーしてみせるくらいだ。

　頭を下げたままじっと返事を待っていた律子だが、相変わらずの朋の怯えた態度にイライラした調子で言った。

「あーもうっ！　お上品に礼れい儀ぎ正しく下手に出てもダメなわけ？　っていうか、この私の何がそんなに怖いってのよ全く！　ねぇ、賀茂くん？」

「……中学生時代に某ぼうフルコンタクト空手の大会に飛び入り参加して優勝してるとことか、結構怖いと思うけどな」

　目を逸そらしながら呟つぶやく賀茂。

　なにやら律子が怒っているらしいと見て、たまが弁解に入る。

「あ、あの律子さん。ともちゃんって、元々無口でおとなしい子なんで……」

　律りつ子こはイライラした調子のまま眉まゆをしかめる。

「無口？　昨日は墓場で自分から声出してたじゃん。番号かけた時に、言われてもないのに自分から『六』って。ありゃ一体何なのよ？」

「あ、あれはだからつまり…………何なんでしょう？」

　たまは首を傾かしげて朋ともを見た。

「ともちゃん確か、最初だけは声をかけて気づいてもらわないと駄目、とか言ってたよね……？」

　たまに確認されて、朋はビクビクしながらうなずく。

「あの……、最初は声をかける事になってるの……。だから……」

「声をかける事になってる……？」

　律子に尋ねられて、ビクッと動きの止まる朋。

　たまが二人を仲介するように、間に入って朋に聞いた。

「あの、それってつまりどういう事？」

　朋は律子のほうをチラチラと窺うかがいながら、たまに向かってたどたどしく説明する。

「あのね、最初はね、霊れいは体もないし声も出せないから、人には分からないの。だからね、まず初めに心に話しかけるの……」

「心に……？」

　たまの問いに、コクリとうなずく。

「そう。……それでね、聞こえたって思った人がいたら、次に話しかけた時はちゃんとした声になるの。それで、その声がちゃんと届いたら、こうやって見えるようになるの……。地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつ様が言ってた……」

「へー、そうなんだ。でもなんでそうなるの？」

　律子が不思議そうに質問する。口調はすでに十分穏おだやかだ。

　だが朋は、律子をチラッと見ると、怯おびえたように黙だまり込んだ。

　それを見て律子はイライラと頭を搔かく。

「ああああもうっ！　何でそんなに怖がるかなー？　いいわよ。じゃあ、ともちゃんに聞くのはあきらめて、賀か茂もくん！　なんでそうなるのか、四百字以内で分かりやすく説明しなさい！」

　律子はそう言うと、再び賀茂に振った。

「よ、四百字以内で……？」

　賀茂はいきなり指名されて、慌てて考え込む。

「ええと、まず……、心に語りかけるって事は、相手の心に作用するって事だろ。で、影えい響きようを与えると、その分実在性が増す。『声が聞こえたはず』って意識させるとか、自分の存在に気づかせるとか。存在するって事は、他ほかの物との影響関係にあるって事で、影響関係が強かったり、たくさんの物と影えい響きよう関係にあればあるほど、実在性は増すから。あ、この場合の『存在』は、物に限らず価値があるとか概念があるとかいう場合も含めての『存在』ね。そして実在性が増すと、注意されやすくなる分、影響力も増す。何かいるはずだ、って集中されてるほうが、聞き取ってもらいやすくなるから。で、そうやって影響力が増すと、次に語りかけた時はちゃんと耳に聞こえる『音』として聞かせやすくなる。『音』は空気の振動で物理現象だから、『音』として認識させるのに成功すれば、更に実在性が増す……って感じでフィードバックを繰くり返せば、弱い霊れいでも肉眼でも見えるほどの実在性を持つ事があるんだ。……ってとこで四百字ピッタリ？」

「んー、字数はオーケーだけど、分かりにくかったからボツ」

　あっさりそう切り捨てると、律りつ子こは再び朋ともに向かった。

　そして、一つ大きく息をしてから、出来るだけ優しく尋ねる。

「とにかく、そうやって目に見える姿で化けて出るためには、自分から声をかけなきゃいけなかったってわけね？」

「…………」

　朋はやはり無言だったが、コクリと小さくうなずいた。

「やった！　私の質問にうなずいたわよ！　ついにコミュニケーション成功！　どうよ！」

　律子は、上気した顔でガッツポーズしながらみんなの顔を見回す。

「なんか、どんな相手とも即座に仲良くなれるムツゴロウさんの偉大さが、改めてよく分かった気がするな……」

　賀か茂もが投げやりな返事を返した。

　やがて電車が目的の駅に着き、賀茂たちはゾロゾロと黄よ泉み売うりランドへと向かった。
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「ぅおおおぉぉぇえぇえぇえぇ……」

　ジェットコースターから降りたたまは、降り口に備えてあるバケツに滝のように嘔おう吐とした。すでに今日三度目である。もはや胃の内容物は空っぽになり、出てくる物は胃液のみだ。

「……大丈夫？」

　朋ともが心配そうにたまの顔を覗のぞき込む。

「だ、大丈夫……。ぜん……全然平気……」

　真っ青な顔のまま、たまは無理やり笑顔を作った。

「そ、それより次は何に乗る……？」

　フラフラと階段の手て摺すりにすがりながら、たまは朋を見る。

　前を歩いていた真ま央おがはしゃいだ声で振り向いた。

「これ面おも白しろそうだよ！　『ジャイアント・スインガー』だって」

　園内ガイドマップを広げて目を輝かがやかせる真央。

　真央の隣となりから律りつ子こが覗き込む。

「んー？　スインガーっつったら、遠心力でぐるぐる回る、空飛ぶブランコみたいなやつ？　子供の乗り物じゃん。それに、ジャイアントって言うほどデカくなさそうよ？」

「だけどこれ、椅い子すに座るんじゃなくて、バンジージャンプみたいに逆さ吊づりになって回るんだって。絶叫度、五つ星だよ。ほら」

　真ま央おの示した紹介写真には、足を固定され、頭を外に向けた状態でブンブン振り回される客の様子が写っていた。

「ああ。『ジャイアントスイング』だから『ジャイアント・スインガー』か。この考案者、プロレスとか好きそうね」

　納得したようにうなずく律りつ子こ。

　話を聞いていたたまが、青ざめた顔をますます青くする。

「今そんな物に乗ったら、私は間違いなく死にます……」

　その時、朋ともがたまの服を引っ張った。

　たまは反射的に強がった笑顔に戻る。

「あ、うっ、うそうそ！　平気。全然平気よ。じゃ、じゃあ、次はこれにする？」

　しかし朋は、無言でフルフルと首を振った。

　そしてポツリと一言。

「……疲れた」

「え？」

　朋は下り階段の最後の一段を降りると同時に、フラリとバランスを失った。

「わわっ！　ともちゃんっ？」

　慌ててたまが抱き留めたが、そのまま一緒に体勢を崩す。

「危ない！」

　気づいた律子が素早く反応する。そして。

　たまは朋を抱きかかえたまま、ドテンと地面に倒れ込んだ。

「たまちゃん！　大丈夫？」

「律子さん……。どうせ反応するなら、避よけるんじゃなくて受け止めてほしかったです……」

　駆け寄ってきた律子に、たまは後頭部をプルプル押さえながら呟つぶやいた。

　下で待っていた賀か茂もとアブデルが、様子に気づいて駆けつけてきた。ちなみに賀茂とアブデルが乗り物に乗らずに待っていた理由は、金がないからである。月々の小遣いさえもらっていない賀茂は、正月といえどもお年玉とは無む縁えんの世界に暮らしているのだ。下手へたに無駄遣いをしたら、家に帰る電車賃がなくなってしまうのである。

　そんな話はともかく。

「どうした？」

　賀茂が尋ねる。

「あ、あの、ともちゃんが急に倒れちゃって……」

　たまは体を起こすと、ぐったりしている朋の上体を抱きかかえた。

　アブデルが心配そうな声を出す。

「いかん。顔色が真っ青ではないか……」

「って幽ゆう霊れいだし元からだろ、それは」

　律義にツッコんでおいて、賀か茂もは手を貸そうとしゃがみ込んだ。

「とにかく、そこのベンチに寝かせよう。アブデルも手伝って」

　賀茂とアブデルが二人で朋ともをベンチに運ぶ。

「だけど、どうしたんだ急に……」

　目を閉じたまま苦しそうな表情の朋を見て、賀茂が首を捻ひねった。

　たまも心配そうに首を傾かしげる。

「分からないです。急にフラッと……」

　そこへ律りつ子こが缶かんジュースを抱えてきた。

「ほい。取りあえず何か水分摂とらせておいたほうがいいわよ。こっち冷たいヤツで、こっちはホットね」

「あ、ありがとうございます」

　たまはお礼を言って缶を受け取ると、軽く朋を揺さぶった。

「ともちゃん」

「………」

　しんどそうな息とともに、薄うすく目を開ける朋。

「大丈夫？　律子さんがジュース買ってきてくれたけど、飲めそう？」

「ん……」

　微かすかに唇を震ふるわせて、朋はうなずいた。

「じゃ、ちょっと体起こしたほうがいいね」

　たまは朋の頭のほうに座ると、脇わきに手を入れて抱き起こした。そしてそのまま支えてやる。

「温かいのと冷たいの、どっちがいい？」

「温かいほう……」

「分かった。じゃ、えっと……、あの、賀茂さん。すみませんけど、これ、開けてあげてくれますか」

　たまが賀茂にホットコーヒーの缶を渡す。

　賀茂はプルタブを開けると、朋に手渡した。

「はい。熱そうだから気をつけて」

「ん……」

　朋は小さく会釈しながら、両手で缶を受け取る。そして、コクンと一口飲み込んだ。

　ところが次の瞬しゆん間かん。朋の座っているすぐ真下から、飲んだはずのコーヒーがボタボタとこぼれ落ちた。

「ん？」

　賀茂、アブデル、律子、真ま央おは、同時に目を見合わせる。

「……すり抜けた……？」

　賀か茂もが驚おどろいた声を漏らす。

「どうでもいいけど、あの位置から漏れてくると、なんかおもらしみたいよね……」

　律りつ子こが本当にどうでもいい事を呟つぶやいた。

　たまも気づいて、賀茂やアブデルのほうを向く。

「あの、今の一体……？」

　アブデルがかがみ込んで朋ともの様子を『見る』。そして眉まゆをしかめた。

「……どうやら、霊れい力りよくが落ちて実体化した体を維持出来なくなってきている。上半身の表面部分はともかく、内臓や腰から下がスカスカになってしまっている。病弱な身で、無理をしすぎたようだな」

「体を維持出来なく……。そ、それで飲んだコーヒーは体を通り抜けちゃったんですか。でも、どうして急にそんな……」

　たまの問いに、アブデルは苦々しく答えた。

「……今気づいたが、彼女の首にかけていたまじないの麻あさ紐ひもがなくなっている。多分そのせいだ」

「あ！　いつの間に……」

　言われてたまは朋の首回りを見る。朋も手をやって初めて気づいたらしく、小さい声で、

「あ……」

　と呟いた。

「乗り物に乗っている時に落としたのだろう。魂の飛散を防いでくれる物が何もない状態で、日中からこの人込みに揉もまれたのがマズかった。異界の者と触れ合えば誰だれしも多少は消耗するものだが、昼間からこれだけの数の生きた人間を前にすれば、普通の健康な幽霊でも消滅しかねん」

　園内の人込みを眺めて、アブデルは痛恨の極みといった表情を浮かべる。

「もっと早く気づくべきだった。俺おれの不注意だ。すまん」

「あ、アブデル義兄にい様が謝あやまる事じゃ……。それよりどうしたら……」

　不安を目に湛たたえてアブデルを見上げるたま。

「とにかく、まずは魂の飛散を食い止める事。そして後は安静にして霊力の回復を待つ事だ。それしかない」

　アブデルはそう言うと、賀茂を呼びつけた。

「賀茂よ。弱った霊に俺の力を直接使うのは危なすぎる。お前の母親が施した、あの術は使えるか？」

「簡単な術だから出来ると思うけど、麻紐がないと……」

　賀茂は困った顔で答える。

「そうか。ならやむをえん。他ほかにお前が使えそうなもので、魂をつなぎ止める術はないか？」

「うーん……。思いつくのっていったら、身固めの術くらいしか……」

「よし。やれ」

「え？　こ、こんな場所で？」

　何故なぜか少し赤くなりながら問い返す賀か茂も。

「何を戸惑っている？　恥ずかしい前振りの儀ぎ式しきでもあるのか知らんが、どうせ誰だれも見ておらん。それより一刻を争うのだ。さっさとやれ」

「しょうがないなぁ……」

　賀茂は渋っていたが、仕方なく朋ともに近づいた。

「それじゃちょっと失礼……」

　呟つぶやくと、いきなりガバッと覆おおい被かぶさるようにして抱きすくめる。

　朋の体が、緊きん張ちようで一いつ瞬しゆん固くなったのが分かった。

　リラックスするのを待って、口の中で呪じゆ文もんを唱え始める。

　その瞬間。

「いきなり何をするこのスケベ野郎！」

　突然賀茂は後頭部をアブデルに思いきり張り飛ばされた。

「な、何をするって、そっちこそいきなり何を……」
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「何をもクソもあるか！　彼女がおとなしくて逆らえんのをいい事に、よくもこんな昼間っから不ふ埒らちな猥わい褻せつ行為を……！」

「わ、猥褻行為って、これは身固めの術っていって、こうやって自分の体を結界にして相手を守るという……」

「ほう……？　自らの体を結界にして、とな？　という事はキサマ、家に帰るまでずっと抱きついたままでいるつもりかっ！　ふざけるな、この色情狂め！」

　アブデルは強引に賀か茂もを朋ともから引きはがす。

「色情狂って、自分からやらせといて……」

　賀茂は味方を求めるように他ほかの面々を見回した。しかし、

「まぁ、いきなりアレはちょっとセクハラよね」

　と律りつ子こ。

「うん。人前であんなふうに抱きつくってのは、ちょっとどうかと思ったよ」

　真ま央おがうなずく。

「………」

　たまは後ろで密ひそかにちょっとむぅっとした顔で見ていたが、賀茂と目が合うと赤くなって目を逸そらした。この中では一番鈍いはずのたまから見ても、問題のありそうな図だったらしい。

「くそ～……。だからやりたくなかったんだ……」

　賀茂は叩たたかれた後頭部を押さえながら、報われない顔で愚ぐ痴ちった。

　アブデルはそんな賀茂は無視して、真剣な調子に戻る。

「とにかく、これ以上病状が悪化せんうちに、なるべく早く帰るほうが良さそうだ。まだこの遊園地に思い残す事はあるか？　あるならさっさと片づけてしまおう」

　朋はしばらくアブデルを見つめた後、園内マップを指差した。

「じゃあ、ここだけ……」

　アブデルが示された箇所を見る。

「ん？　お化け屋や敷しきか。なになに、『門松は冥めい土どの旅の一里塚！　お正月特別企画、あの世巡りツアー。黄泉よみの国、八大地じ獄ごく、賽さいの河原などをリアルに再現』……」

「また新年早々なんて悪趣しゆ味みな煽あおり文句を……」

　脇わきから覗のぞいた賀茂が、冒頭の一文を読んで呆あきれた声を出した。

「ともちゃんはこういうの好きなほうなの？」

　律子がちょっと意外そうに聞く。

　だが朋はフルフルと首を振った。

「え？　じゃあ何で？」

「これ……」

　朋は、解説文中に書かれた『賽の河原』の文字を指でじっと示す。

　賀か茂もが覗のぞき込んでうなずいた。

「ああ、なるほど。自分の普ふ段だん暮らしてるとこがどんなふうに再現されてるか見たいわけか。何となく分かる気もするな」

「よし。では最後にそこを回って帰るとしよう」

　アブデルがそう言うと、下半身が弱って歩けない朋ともを背負って立ち上がる。

　そしてみんなは、正月特別企画中のお化け屋や敷しきへと向かった。怖がりのたまは正直行きたくなかったが、朋の成仏のためでもあり、怖がる様子を見て楽しみたい律りつ子こに強引に引っ張られた事もあって、同行せざるをえないのだった。
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「オルァ！　そこのガキ、なに手ぇ休めとんじゃコラ！　娑しや婆ばに残ったお前らの両親は追善供く養ように追いまくられて、朝から晩までお前らのせいで嘆きっぱなしなんやぞ！　分かったらさっさと石積まんかい！」

　地じ獄ごくの獄ごく卒そつに扮ふんしたガラの悪い男が、怒鳴り散らしながら金棒で石塔を崩して回る。更には、やめてくれと縋すがる子供までも無慈悲に蹴けり飛ばして罵ののしる始末。

「何じゃワレ？　自分が罪のない被害者やとでも思っとんのか？　お前ら、お母かんの腹ん中で十か月も寄生して、生まれてくる時も散々苦しませといて、更に生まれたら生まれたで、お乳の出が悪いとか、早よおむつ取り替えろとか目め茶ちや苦く茶ちや暴れて困らせといてやな、苦労かけるだけかけて何もお返しせんうちに死にくさりおって、それで被害者気取りか？　ああン？　調子乗んのも大概にせぇよコラ！」

　ぐりぐりと腹部を足で踏みつける獄卒。子供の口から、断だん末まつ魔まに近い悲鳴が上がった。

　特別企画、地獄巡りツアーの中の、賽さいの河原の区画である。賀か茂もとアブデルは金がないため外で待ち、朋ともは律りつ子こが背負っている。

　薄うす暗ぐらい石だらけの河原で暴れる獄卒と、あちこちから響ひびく子供の泣き声に、真ま央おが血の気の引いた顔で囁ささやいた。

「うっわ～……。親より先に死んだ子って、こんなトコ行かされんの……？　私、死ななくて良かったー。ミケに感かん謝しやだね……」

　真ま央おには、死にそうなところを飼い猫ねこに救われた経けい緯いがあるのだ。今の真央の体は、もともとは飼い猫ミケの物なのである。

　たまがやはり青い顔で混乱したように呟つぶやく。

「と、ともちゃん、こんなとこにずーっといたの……？　そ、それも、わた、私のせいで……？」

　目の前の惨さん劇げきへの恐怖と、自分の罪過への呵か責しやくで、朋ともを見る目に涙が浮かんだ。

　律りつ子こに背負われた朋が、小さく首を傾かしげる。

「でも獄ごく卒そつさん、私が知ってるのとちょっと違う……」

「そ、そうなの……？　でも、お昼前にお家うちで聞いた時、『残された親がどれだけ悲しんでると思っとるか』って怒られるって……」

「うん……。厳きびしくて怖い人いっぱいいるし、『ダメだダメだ、こんな塔は駄作だぁーっ！』とかってしょっちゅう塔を壊こわしてるけど、でも……、あんなひどい事言わない……」

「あ、そうなんだ……」

　少し安心するたま。

「うん。その代わりね、手抜きしてるとすごく怒られる。『こんなの作って、本当にやる気あるのか』って……。親の供く養ように石塔を作るんだから、ちゃんとお父さんお母さんへの感かん謝しやの気持ちが籠こもってないとダメだって……」

「厳しくも愛情溢あふれる熱血教師って感じね」

　律子が感想を述べた。

　朋はコクリと無言で同意する。

「じゃあ、この賽さいの河原の展示って、実は結構いい加減？」

「ん……」

　ちょっと考え込んでから、朋は答える。

「……でも、怒ったらすごく怖い。鉄の棒で殴られた子もいたし。それと、河原には家も何にもなくて野の晒ざらしなのも一緒……」

　見渡しながら朋が言う。

「の、野晒しって、じゃあ、この石だらけのゴツゴツした河原にそのまま野宿？」

　たまは驚おどろいた顔で朋を見た。

　朋はコクリとうなずく。

「そう。だから、雨とか雪が降った時とか辛つらいの。肺炎とかになった子もいた……。あと、ご飯ないからみんなお腹なかぺこぺこ……」

「野晒しで食べる物もないって、そんなの死んじゃうじゃん」

　律子がツッコむ。

「ん……、でも、もう死んでるから……」

「あー、それもそっか」

「それに、地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつ様が助けてくれるし……」

「地蔵菩薩？　どれ？　あそこに並んでるお地蔵さんの事？」

　展示の角に置かれた六地蔵を指差しながら真ま央おが尋ねる。

　朋ともは残念そうに首を振った。

「……もっと大きいし、カッコいいおじさん……」

　キョロキョロと見回して、地蔵菩薩役の人間か人形でもないかと探したが、どこにもそんな物は見当たらない。朋はちょっと不服そうに無言でふくれた。

　たまが思い出したように口を挟む。

「確か、賽さいの河原の子供たちのために、親代わりになってくれてるんだったよね」

「うん。『パパ』って呼んでるの。すごくいい人……」

　朋はたまの言葉に、嬉うれしそうにはにかんでみせた。

「……女の子に『パパ』って呼ばせて喜んでるって、そのオッサン……。ともちゃん、騙だまされてるわ……」

　律りつ子こが遠い目をして同情するように呟つぶやいた。




　朋たちが中でそんな会話をしている頃ころ、賀か茂もとアブデルは朋の落としたまじないの紐ひもを探して園内を回っていた。

「……ええっと、最初にここでバイキングに乗ってたから、この時はまだ首にかかってたはずだよな……」

　船の形をして振り子運動を繰くり返す巨大な乗り物を前にして、賀茂は『眼め』を『開く』。

「朋が乗ったのは、およそ一時間半前のはずだ。客の入れ替えが頻ひん繁ぱんなので『見』落とさないよう気をつけろ」

　アブデルが賀茂に言う。本当なら自分で『見た』ほうが早いのだが、一応守しゆ護ご霊れいとして、折を見ては修行中の賀茂を指し導どうしてやったりもしているのだ。

　賀茂はアブデルの言葉にうなずくと、慎重に過去を遡さかのぼっていく。

「……あ。いた」

「見つけたか。紐は『見え』るか？」

「うん。まだちゃんとかかってる」

「よし。では、この乗り物の過去の系列から朋の首にかかっている紐の系列に『眼』を移せ。そして紐がそこからどこへ行ったかを探るのだ」

「ちょっと待って……。ええと、よし……」

　乗換駅で路線を変更するように、紐の因果連れん鎖さの系列に『眼』を移す。そして、今『見て』いる時点から紐がどういう変へん遷せんを辿たどったかを追っていく。

　どうやら最初のバイキングでは、朋ともの首から落ちてはいない。

　二つ目に乗ったフライング・カーペットでも異常なし。

　最後のジェットコースターで、途中逆様になったまま一時停止する所があった。そこから再び動き出した時、紐ひもが首から外れるのが『見え』た。そのまま紐は風に煽あおられて、少し離れた植え込みに引っかかる。

「よし。落ちた場所、『見え』たぞ」

　賀か茂もは園内マップを取り出して、霊れい視しで見えた紐の場所を確認する。

「えっと……、こっちか」

　アブデルを連れて、小走りで向かう。

　大体さっき『見た』植え込みの場所に着くと、再び『眼め』を開いて周辺一体を見渡す。あの紐は賀茂の母の霊気が籠こもったまじないの紐だから、その霊力の影えい響きようで周囲の因果連れん鎖さが微妙に歪ゆがんでいるはずだ。霊力は、通常の因果関係を無視して事物に直接影響する力だからである。

　そして、その歪みを探すほうが、紐を霊視して『見た』光景と一致する場所を探すよりも早い。

　賀茂は霊力による微かすかな歪みを見つけて呟つぶやいた。

「あそこか……？」

　ガサッと植え込みを搔かき分けて近づく。しかし、途中で賀茂は手を止めた。まじないの紐の輪にしては霊気が強い。しかも、その元になっている物が二つもある。ちょっと落ち着いて、改めて『眼』を凝こらしてみると、どうやら人か何かの姿をしていて、二人は互いに話し合っているらしい。

　アブデルが後ろから近づいて、賀茂に声をかけた。

「賀茂よ。こっちに引っかかっていたぞ」

　例の紐を賀茂の首にかけてから、様子に気づいて尋ねる。

「どうした？　何かあったか？」

「あ、いや。何かってわけじゃないけど、そこの植え込みの陰にちょっと妙な二人組が……」

「植え込みの陰に怪しいカップルだと……？　それは是非とも『見て』おかねばならんな」

　アブデルは賀茂の『見て』いるほうへ『眼』を向けた。

　そしてすぐさま賀茂に向かって小さく叱しかりつける。

「こっ、この馬ば鹿かモン！　ふ、二人とも男ではないか！　何を『見て』いるのだキサマは！」

「い、いや、っていうか、もうちょっとよく『見ろ』って。二人とも何か結構強い霊気に覆おおわれてて、どうも普通の人間じゃないみたいな……」

「何？」

「もうちょっとで正体『見え』そうなんだけど……」

『眼』を凝らして霊気の覆いを一いつ生しよう懸けん命めいかいくぐりながら賀茂は呟く。

　その脇わきから、アブデルが再び『眼め』を向けて一いち瞥べつした。

　その顔が、一いつ瞬しゆん真剣になる。

「……賀か茂もよ」

「ん？　どうした、アブデル？」

　警けい戒かいするような囁ささやき声に、賀茂は真剣な顔で答えた。

　アブデルは男二人に顔を向けたまま、声を潜ひそめて言う。

「奴やつらの正体だが、どうやら地じ獄ごくの獄卒どもだ……」

「じ、地獄の獄卒って……。まさか、ともちゃんの密航を追って……？」

「まだ断定は出来ん。もう少し接近するぞ。奴らの会話が聞き取れるくらいまでな。気づかれんよう気をつけろ」

　アブデルと賀茂は、そっと茂みを乗り越えて、男二人のすぐ側そばまで近づいた。

　間近で見ると、腰布だけの半裸姿に、手には金棒を持って、それだけ見ればいかにもな格好である。しかし片割れはその姿に眼鏡めがねをかけ、髪形はきっちり七三分けにしてポマードで固めている。もう一人はもう一人で、ロレックスの時計をはめ、足にはピカピカに光らせたエドワード・グリーンの革かわ靴ぐつだ。

　賀茂とアブデルは、息を潜めて男たちの会話に耳を傾けた。




「……まぁったく、地上に派遣するならするで、こっちの生活費くらいは閻えん魔ま庁のほうで面めん倒どう見てほしいよなぁ。ねえ、山やま口ぐちさん」

　ロレックスの男が口を開く。

「確かにな、神かみ成なりくん。『向こうでの暮らしはちゃんと手配してある』なんて言ってたのに、まさか住み込みのバイトを手配してるとはな。俺おれも予想外だったよ。大方、普段やってる事だから楽だと思われたんだろうな」

　眼鏡七三の男がため息混じりにうなずいた。

　ロレックス男は空を見上げてぼやく。

「本物の地獄のエリート獄卒であるウチらが、何が悲しくて遊園地で獄卒役のバイトせにゃならんのよ？　はー、やってらんねぇ」

「かといって、逆らってどっか飛ばされてもたまらんからなぁ。ウチのガキ、今度小学校に上がるし、今まで以上に頑張って稼かせがないと……」

「あー、家庭持ちは辛つらいっスよね、その辺」

　シュボッと煙草タバコに火を点つけるロレックス男。ふう……、と一服してから、再び口を開く。

「ところで山口さん。話変わるんスけどね」

「何だい、神成くん」

「地上の人間どもって、もしかして俺らの事、ただの悪者とか思ってるンすかね……？」

「どうした、いきなり」

「いや、だってホラ、朝に研修受けた時、言われたじゃないスか。とにかく石積んでるの見たら無慈悲に打ち壊こわせって」

「ああ、アレな……」

「しかも、石の積み方とか指し導どうしたらダメって、何なんスかアレ？　そんな事してたら石塔なんて永久に完成しないじゃないスか。ねぇ？」

「仕方ないさ。どうせ地上の奴やつらからすれば、地じ獄ごくの獄卒なんて無慈悲な鬼と一緒だからな。石を崩すのは、完成を邪じや魔ましてるとでも理解してるんだろ」

「けどこっちは仕事でやってんのに、趣しゆ味みで苛いじめてるとか思われたらマジ報われないッスよ。誰だれがああいう間違ったイメージ広げるのかなぁ……」

「ま、大方アレだ。厳きびしくされた子供の霊れいなんかが逆恨みして、盆や正月に里帰りした時に遺い族ぞくに吹き込むんだろうな。あるいは、酷ひどい目に遭あっている自分をアピールして同情を買いたいとかさ。ガキの時分にゃよくある事さ。神かみ成なりくんだって、一つくらい身に覚えはあるだろう？」

「そりゃまあ……。けど、厳しくするのだってアレですよ。遺のこしてきた親の供く養ようだから、不格好な石塔造ったら、その子の親への気持ちもその程度って事になっちまうから、そしたらその子も親も可か哀わい相そうだから、だからちゃんとしたいい石塔造らせてやりたいって思って指導してんのに。それを苛いじめとか何とか言われたら、こっちだってやってらんないッスよ。そう思いませんか、山やま口ぐちさん」
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「フッ。若いな、神かみ成なりくん……」

　熱くなるロレックス男を前に、眼鏡めがね七三は笑った。

「人にどう思われようと、俺おれたちはちゃんと子供とその親の冥めい福ふくに貢こう献けんしてる。これは事実だよ。自分に与えられた仕事をキチッとこなせばそれでいい。他人の目なんかに振り回される事はないさ」

「そりゃ、そうッスけどね……。報われねぇなぁ……」

　不服そうにロレックス神成は黙だまり込む。

「……けど、話戻してここの遊園地の事ッスけど」

「なんだい」

「いや、つまりその、なんつーか、俺は自分の仕事に誇り持ってるんスよ。死んじまった子供とその家族が、せめて冥土では幸福になれるようにって……。なのに、その自分の仕事のイメージを汚すような真似まねを、自分の手でやらなきゃいけないって、スッゲー屈辱ッス。そう思いません？」

「まあ、ここでは彼らが上司だからな。従うしかないよ」

「って、山口さん平気なんスか？　よく我慢出来ますね？」

「仕事に誇りを持ってるから我慢するのさ。クビになったりしたら、俺たちがこっちに派遣された本来の任務にも支障を来きたすだろう？　プロの獄ごく卒そつとして、そっちのほうが我慢出来ない」

「そりゃ……」

「とにかく、一刻も早くあの密航少女を見つけて連れ帰ろう。そうしてさっさと、この世とおさらばする。それが一番さ」

「まぁ、そうッスけど……。でも何であんな、無害そうな人間の小娘の身柄なんて？　密航して悪さしてる奴やつらなんて、他ほかにもたくさんいるのに……」

「これは閻えん魔ま大王直々の極秘指令なんだ。上は上で、何か事情があるのさ。考えるのはお上の仕事。俺たち下は動くのが仕事。だろ、神成君。余計な詮せん索さくはしないで、与えられた任務を果たす事だけ考えるようにしよう」

「まぁ、山やま口ぐちさんの言うとおりッスけど……。あれこれ考えたって、所詮俺たちなんて組織の歯車に過ぎませんからね」

　ロレックス神成はつまらなそうに呟つぶやくと、どこからか手配写真を取り出して眺めた。

「西さい園おん寺じ朋とも、か……。石塔造りも終わって後は成仏するだけだってのに、何を血迷って現世に密航なんて……」

　握られた写真には、内気そうな朋の顔がはっきりと写っていた。




「……見えたよな、今の写真……」

　賀か茂もが小声でアブデルに囁ささやく。

「うむ。やはり目的は彼女か。しかし奴やつら、閻えん魔ま大王直々の命令で動いているだと……？」

「そういえばともちゃんの偽造パスポート、全すべての印とサインが閻魔大王の物だったらしいんだけど。彼女に騙だまされて密航に手を貸して、後になってから気づいて揉もみ消しに来たとか、そういう事情かな……？」

　賀茂の問いに、アブデルは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「むぅ。地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつとして彼女に『パパ』と呼ばせていたというし、今回の密航はむしろ、全てヤツのお膳ぜん立だてによるものだと思っていたのだが……。それに第一俺おれの知っている閻魔大王は、そのような事でいちいち揉み消しに来るような器うつわの小さい男ではない。好みの美少女のためとあらばいかなる超法規的措置もためらわず、それがために国内外の秩序が乱れようとも決して後悔することはないという、まさに男の中の男なのだ」

「……それは男の中の男っていうより、ただの色狂いの暗君じゃないのか……？」

　思わず賀茂はツッコむ。

　だがアブデルは、厳きびしい調子で賀茂を戒めた。

「何を言うか。目先の些さ事じに囚とらわれず、この世において最も価値あるものをきちんと見抜いて最優先させるヤツの統治は、まさにプラトンの理想とした哲人統治と言えようが。人間ごときの矮わい小しような知性で、神仏の行いを軽々しく断じてはならん」

「あー、そう……」

　賀茂は適当に受け流す。それから真ま面じ目めな顔に戻って言った。

「それよりどうしよう？　未練がまだ残ってるうちにあいつらに見つかって、連れて帰られたりしたら、それこそ成仏なんて出来なく……」

「うむ。彼女の思い残した未練が何なのかはっきりするまで、奴らに見つからんよう警けい戒かいする必要があるな」

「むしろ思い切って、ここで不意打ちかけて追い返しちゃうってのは……？」

　賀茂の提案を、アブデルは首を振って退けた。

「いや、駄目だ。向こうはただの妖よう怪かいの類たぐいではなく、一応あの世の官吏だからな。あいつらを叩たたき返したところで新しい職員が派遣されてくるだけだろう。それに下手へたをすれば組織全体を敵に回してしまうかもしれん。それくらいなら、顔を覚えたあの二人を泳がせておくほうがいいだろう」

「そうか。でも、見つかっちゃったらその時は……？」

「安心しろ。仏教文化圏に分類される日本では、キリスト教系の熾し天使であるこの俺の立場は外交官。そして俺の私邸たるあの家は、外交官特権によって霊れい的に治外法権だ。地じ獄ごくの獄吏である彼らとて、俺の許可なくして立ち入る事は出来ん。家から出ない限り、問題はない」

「え……？　『俺おれの私邸』って……？」

　さらっと口走ったアブデルの言葉に、賀か茂もは一いつ瞬しゆん引っかかる。

　だがアブデルはそれには取り合わずに話をまとめた。

「とにかく、お化け屋や敷しきから出てきたらみんなに事情を話して、出来るだけすぐに家に帰ったほうがいいだろう。体調も心配だしな」

　二人は音を立てないように、そっと植え込みから出ると、お化け屋敷の出口へと向かった。

　みんなが出てくると、朋ともの首に拾ってきたまじないの紐ひもをかけ、再びアブデルが彼女を背負って遊園地を後にした。




　地元の駅に着いたところで、律りつ子こが提案した。

「ところでさ。行く時に言ってたプリントとかやりかけのゲームとか、どうする？　ともちゃんがご両親と顔合わすつもりがないんなら、元気余ってる人間で今から取りに行ってもいいかなー、って思うんだけど」

「あ。明日にするよりそのほうが早いですね。どうしましょうか」

　たまが一同を見回す。

　遊び足りない真ま央おが律子の顔を見て即答した。

「私、行ってあげてもいいよ。屋根に上ったりとか、得意だし」

「うん。忍び込む事になった場合は真央ちゃん使えるかもね。他ほかに行きたい人は？」

　賀茂が言う。

「ボクも行ってもいいけど。アブデルは？」

「俺も構わんが、ともちゃんを家に連れて帰らねばならんからな……。体調も不安だし、電車でも話したが、追っ手の獄ごく卒そつがいつ現れるか分からん」

「そうだな。たまちゃんはどうする？」

「えっと、私は多分足手まといになりそうなんで、本屋さんでともちゃんが読みかけの漫画の続きを買って帰ろうかと……」

　律子はそれを聞いてうなずいた。

「うん。それはまあ、妥当な判断かもね。時間の節約にもなるし。ちなみに読みかけの漫画って？」

　朋のほうを振り向いて尋ねる律子。

　朋は小さく呟つぶやいた。

「……カラスの仮面。……五十巻までしか……」

「カラスの仮面っつったら、今出てるだけで百二十巻だっけ？　って事は残り七十冊？　たまちゃん、そんなに一人で持てる？」

「ちょ、ちょっと無理っぽいですね……」

「よし。そんじゃプリントとゲームは私と真ま央おちゃん。漫画はたまちゃんが買って賀か茂もくんが荷物持ちについてったげなさい。で、あぶでる様はともちゃんを連れてお帰りになると。そんな感じで決まりね。んじゃ、明日あしたの朝に持ってくわ」

　律りつ子こはそう言って別れかけてから、ふと気づいて朋ともを振り返った。

「あ、そうそう。そのプリントって何の宿題？　あと、どの辺に置いてあるか、大体の目安でいいから教えてくれる？　それとゲームって、メモリーだけ抜いてきたらいいのかしら？」

「プリントは世界史の……。多分、教科書立ててあるとこにファイルが……」

「おっけ。んで、ゲームのほうは？」

「えっと……」

　朋は問いかけるような視線を賀茂に送った。

　それを受けて賀茂が答える。

「あ、ウチってゲーム機ないから、本体ごと持ってきてくれないと使えないかも。ついでに接続用のコードも……」

「え？　賀茂くんアンタん家ち、今時ゲーム機一台もないの？　いつの時代の人間？」

「貧乏なんだよウチは。小遣いも自分で稼かせがなきゃならないのに、そんなもん買ってる余裕ないって……」

「つーか、まさかテレビのチャンネル、ガチャガチャ回すヤツじゃないでしょうね？　画像が乱れたら、上辺右隅を斜め三十度の角度で打つと直るとか。古すぎて外部接続端子付いてないなんて言わないでよ？」

「それは一応大丈夫だけど。新しいの、拾ったばかりだし……」

「拾ったって……？」

「え？　粗大ゴミで……」

　賀茂はキョトンとした顔で答えてから、律子の怪け訝げんな目に気づく。

「あ、ああ、いやその、たまたま新品同然のが捨ててあったから、もったいないと思って……」

「……ごんももう狐きつねじゃないんだから、いい加減ゴミ漁あさりなんてやめたほうがいいよ」

　いつも馬ば鹿かにされてるお返しとばかりに、真央が呆あきれた顔で言った。

「ま、とにかくテレビは大丈夫なのね。それさえ確認出来ればいいわ。それじゃ、明日プリントとゲーム機持って賀茂くん家ち行くから。よろしく」

　律子が仕切って、一同は別れた。




　その日の晩、朋の布団が敷しかれている賀茂家の居間である。

　夕食も終え、たまは朋と二人で話していた。

「どうだった？　初めて乗ったジェットコースターの感想は？」

　たまが尋ねる。

　朋ともは布団に上体を起こして、小さく微笑ほほえみながら答えた。

「ん……どきどきした……」

「楽しかった？」

「うん。もう絶叫マシンは満足した……」

「そう。良かった」

　たまはそれを聞いてホッと安あん堵どする。

「それで、どう？　少しは未練減った……？」

「ん……。分かんないけどあんまり……」

　少し表情を曇くもらせて首を振る朋。

「そう……。戻ってきた理由とは、関係なかったのかな……」

　たまも残念そうに呟つぶやく。

　ちょっと沈ちん黙もくした後、朋が逆に聞き返す。

「たまちゃんはどうだった？」

　たまと二人きりなら、自分からでも喋しやべるらしい。

「え？　私？　私が何？」

「たまちゃんもああいうの初めてって……」

「あ、うん。初めて乗ったけど」

「楽しかった……？」

「楽しいっていうより……、すごく怖かったよー……」

　思い出して青ざめると、はぁー……、と大きく息を吐く。

「私ももう、絶叫マシンに思い残す事はないよ。一生乗らなくてもいいや……」

　朋が心配そうな声を出した。

「あの……、乗るの嫌だった……？」

「え？」

「ゴメンなさい……。無理させちゃった……」

　申し訳なさそうにうつむく朋を見て、たまは慌てて取り繕つくろった。

「あっ、ううん。気にしないで。も、もともと、一生に一度くらいは乗ってみたいと思ってたし、ともちゃんのおかげで、いい機会になったから」

　そう言うと、とっとと話題を変える。

「そ、それより明日は、取ってきてもらったプリント、先生の家まで届けて、ついでに買ってきた読みかけの漫画も読んじゃって、後はゲームもさっさとクリアして……。どれかが当たって成仏出来るといいね」

「ん……。ありがと」

「お礼はいいよ。だって、ともちゃんにはちゃんと成仏してほしいし……。あんな賽さいの河原にまた戻っちゃうなんて、やっぱり……」

　遊園地で見た、荒涼とした石だらけの河原を思い出して、たまは一いつ瞬しゆん顔を曇くもらせた。

　しばし沈ちん黙もくが流れる。

　ややあって、朋ともがポツリと切り出した。

「あの、たまちゃん……」

　たまは慌てて笑顔を作って顔を上げる。

「何、ともちゃん？」

「あのね……、今日、帰りに聞いた話……」

「帰りに聞いた話って、賀か茂もさんとアブデル義兄にい様が言ってた……？　獄ごく卒そつさんがともちゃんを追ってきてるっていう……？」

　コクリと朋はうなずいた。

「見つかったら、やっぱり……帰らないと駄目……だよね……」

　寂しそうな不安な目で呟つぶやく。

　たまは元気づけるように朋の手を取った。

「大丈夫だよ。賀茂さんとアブデル義兄様が絶対に守ってくれるから。心配いらないよ。安心して」

　しかし朋は首を振る。

「……でも密航とか悪い事したの、私のほうだから……。庇かばったりしたら、その人まで悪い人になっちゃう……」

「あ……。そ、そっか……」

　たまは困った顔で考え込んだ。

「じゃ、じゃあ、見つかっちゃったら獄ごく卒そつさんたちに事情を話して、一週間だけ待ってもらうとか……？」

「……聞いてくれるかな……」

「ちゃんとお話しすれば、きっと分かってくれると……」

「ん……、でも……、それだったら現世に渡ってくる時にどうしてお話ししなかったのかって怒られそう……」

「あ。そ、そうだね……」

　再び困って考え込む。

「じゃ、じゃあとにかく、獄卒さんに見つからないように朋ちゃんはお家うちに隠れてて、それで読みかけの漫画とか未練になってそうなものは、朋ちゃんが思いつくごとに私が持ってきてあげる。他ほかにもやりたい事とか、何でも。それでどうかな？」

「え……？」

「アブデル義兄にい様が言ってたでしょ？　このお家にいる限り、獄ごく卒そつさんたちは入ってこれないんだって。なんとか条約でそう決まってるって。だから、そうすれば絶対に安心だよ。ね？　出かけたい場所とかがあったら、ちょっと無理だけど」

「うん……。でもそれじゃ、たまちゃん大変……」

「平気だよ。それにともちゃんも、日中から出歩いてたくさんの人に接したら、また今日みたいに体調悪くなっちゃうかもしれないし。出かけずにすませられる事なら、出来るだけお家で安静にしてたほうがいいと思うの」

「ん……。そうだね……」

　遊園地で迷惑をかけた事を思い出したのか、朋ともは心苦しそうにうつむいた。

「とにかく、今夜は買ってきた漫画読んで楽しんでて。プリントとゲームは、明日律りつ子こさんたちが持ってきてくれるし。他ほかにも思いついたものは何でも言ってみて。メモと鉛筆、ここに置いておくから。ちゃんと成仏するためなんだから、絶対に遠えん慮りよしちゃ駄目だよ」

「……迷惑かけてゴメンね。……ありがと」

「ううん、気にしないで。とにかくまた明日ね。おやすみなさい。隣となりの部屋にいるから、何かあったらいつでも呼んで」

　たまはそう言うと、戸のほうに向かった。

「おやすみなさい。ありがと……」

　囁ささやくような声で朋は答えると、枕まくら元もとに積まれた漫画を一冊手に取った。




　たまが出てきたのに気づいて、食堂で熱いお茶を飲んでいた賀か茂もが声をかけた。

「あ、たまちゃん。ともちゃんの体調、どう？」

「あ、賀茂さん。そうですね、遊園地の時に比べたら、かなり落ち着いてると思いますけど……」

「そうか。良かった」

　賀茂はちょっと安あん堵どする。

　そして、急きゆう須すを手元に引き寄せた。

「たまちゃんもお茶飲む？　淹いれようか？」

「あ、いえ。せっかくですけど、眠れなくなるといけないですから。ありがとうございます」

　たまはそう言うと、コップに牛乳を注いで賀茂の向かいに座った。

「それはそうと、今日はお疲れだったね。ジェットコースターとかお化け屋や敷しきとか、苦手な物ばっかりで大変だったでしょ」

「あ、はい。乗り物、酔いまくってしまって……。一回乗るごとに戻してたせいか、お風ふ呂ろの前に体重計ったら二キロも減っちゃってました……」

　たまはぐったりした顔を浮かべる。

「さっきともちゃんとも喋しやべってたんですけど、絶叫マシンはもういいです。あんな怖いもの、二度と乗らないです。今日でもう、一生分乗り尽くしました……」

　賀か茂もはちょっと苦笑する。

「そんなに苦手なら、ボクらと下で待ってても良かったのに」

「でも、私が一緒に乗らないとともちゃんが……」

　たまは真ま面じ目めな表情になってテーブルを見つめた。

「律りつ子こさんや真ま央おちゃんとはまだ初対面で、ともちゃん、すごく緊きん張ちようしてましたし……。もし絶叫マシンに乗りたいっていうのがともちゃんの未練だったとしても、緊張して楽しめなかったら成仏出来ないんじゃないかって思って……。だからちょっとくらい無理してでも頑張ろう、って……」

「そっか……」

「それに、ともちゃんが死んじゃったのも、賽さいの河原なんかに行かされたのも、元はといえば私のせいですから……。今更何したって遅いですけど、成仏してあの世で幸せになれるんなら、少しでも協力したくて……。こんな事、何の償つぐないにもならないですけど、それでも……」

　たまはコップを両手で握り締しめる。

「……今日、お化け屋や敷しきで賽の河原を再現した様子見てきました。ゴツゴツした石だらけの河原で、野の晒ざらし状態で暮らしてるそうです。雨とか雪とか降っても、それを避さける所なんてないって言ってました。風邪かぜ引いたり凍えて病気になる子もたくさんいるそうです。ともちゃんは『お地蔵様がいるから大丈夫』なんて言ってましたけど、ともちゃんの体でそんなとこ平気なわけないですし、あんな所に戻っちゃうのだけは、絶対に避さけたいんです」

　たまは決意を込めた声でそう言うと、ぐっとコップの牛乳を飲み干した。

　賀茂は黙だまってうなずく。それから尋ねた。

「で、今日の遊園地で少しは未練なくなったのかな？　何か言ってた？」

「あ、それは……残念ながら、絶叫マシンは未練と全然関係なかったみたいでした。今日は、ただの怖がり損でした……」

　とほほ……とため息をつくたま。

「やっぱりなぁ……」

「明日こそはちゃんと見つかるといいんですけど、未練」

「うん。でもまあ、まだ残り六日もあるし、のんびり行こうよ。あんまり焦って余裕がなくなると、思い出せるものも思い出せなくなっちゃうしね」

「そうですね……」

　たまはうなずいてみせたが、その表情からは思いつめたような色が消えなかった。
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　次の朝、約束どおり律りつ子こがやってきた。

「ちわ～っす。約束のブツ、届けにきたわ……」

　迎えに出た賀か茂もにそう挨あい拶さつをした律子は、珍しくやつれた顔をしていた。

「どうしたんだ？　何かやたらと生気ないけど？　嫌な初夢でも見た？」

　一応正月二日らしい話題を振る賀茂。

　だか律子はダルそうに手を振った。

「あー、いや、っていうか昨日寝てないから。ともちゃん家ちでちょっとミスしてさ。自分家のほうに逃げたりして素性ばれると嫌だから、取りあえず正反対の方向にダッシュして、そっからぐるーっと海岸線沿いに遠回りして帰ってきたの。で、シャワー浴びて着替えだけしてきた」

「ミスって……？」

「目的の物を入手して、外が暗くなるのを待っていざ脱出って時にね、真ま央おちゃんの馬ば鹿かがうっかり通行人に見つかったのよ。そいつら、今時の都会人には珍しく、しつこく追っかけてくるからさ……。久々に長距離走ったから疲れたわ……」

　律子はやれやれと首を振った。

　賀茂は少し同情した調子で言う。

「そりゃ大変だったな。で、真央は？」

「疲れて寝てる。あの子、持久力あんまりないしね。途中で力尽きて寝るもんだから、私が家まで担かついで帰ったのよ。ホント世話が焼けるわ……」

　ため息をつきながら律りつ子こは紙袋を差し出した。

「それより、はいこれ。ゲーム機本体とあの家にあったソフト全部、それから世界史のプリント一式。ついでにノートと教科書も持ってきた」

　賀か茂もに手渡すと、靴くつを脱いで奥へ上がる。

　朋ともの寝ている居間の戸をがらりと開けて、律子は声をかけた。

「おはよ～。調子はどう？」

「………」

　朋は昨日同様に無言で、ぼーっと律子を見上げた。そのとろんとした目の下には、真っ黒な隈くまが出来ている。

「あれ？　どしたの朋ちゃん？　昨日より更に顔色悪いわよ？」

　律子はちょっと驚おどろいた顔を浮かべてから、賀茂のほうを向く。

「あれから何かあったの？」

「……期待に溢あふれる顔じゃなくて、心配そうな顔しろよ。そういう事聞く時は……。まあともかく、特に何もないけど。ただ、朋ちゃんも寝てないらしい」

「え？　具合悪いのにダメじゃん。何やってたの？」

「漫画……」

　朋は呟つぶやくと、傍らに積み上がった漫画を指差した。

「何？　一晩中ずっと読んでたの？」

　コクリとうなずく朋。

「ダメよ、ちゃんと休きゆう養よう取らないと。っていうか、そんなに面おも白しろいの、それ？」

「ん……、それもあるけど……」

「けど、どしたの？」

「……早く読まないと、日にち足りないから……」

「ああ、そっか。一週間しか猶予がないって事は、あと残り六日だしね。たとえそれが未練の正体だったとしても、読み終わらなかったら成仏出来ないだろうし」

　律子の言葉に、朋は無言で同意した。

　それから残念そうに付け加える。

「でも、これも違うみたい……」

「違うって、思い残した未練の正体じゃないって事？」

「………」

　朋は無言でコクリ。

「まぁ、常識的に考えたら当然って気もするけどね。たかが漫画の続きごときでわざわざあの世から密航してくるヤツなんて……」

　そこで律りつ子こはふと思い直したように言葉を切った。

「………いるか。去年の冬のビッグサイト動員数からいけば、日本の全人口の〇・五パーセントくらいは。三日間の累計だけど」

　顎あごに手を当ててボソッと独り言。

　だが、すぐに顔を上げて話を続けた。

「で、一応昨日言ってたプリントとかゲームとか持ってきたけど、どうする？　その様子じゃ、一いつ旦たん寝たほうが良さそうな気もするけど。それにこれも、忘れた未練の正体にしちゃあまりにショボいし、やらなくたって関係ない気もするけどね」

「……やる。……せっかく取ってきてもらったし……」

「やるって、どっち？　宿題のほう？　それともゲーム？」

「んと……じゃあ、先にプリント……」

　眠そうな目で紙袋を受け取ると、中から分厚いファイルを取り出した。

　それを見て賀か茂もがちょっと懐なつかしそうに呟つぶやく。

「このファイル……。世界史の受け持ち、あの大おお橋はしか。戦史マニアの」

「ああ、あの『世界の覇は権けんを握るのは常に力のある蛮族だ』ってのが口くち癖ぐせだったアイツね」

　律子が懐かしそうにうなずく。

　賀茂は去年の受け持ちの教師を思い出してちょっと顔をしかめた。

「教科書使わないで全部自作のプリントで授業だったからなぁ。『一日一枚、一年で三百六十五ページの本になります』、とかほざいて。ファイルしきれなくて困るんだよな。アレ」

「そう？　私、結構好きだったけどな。平和主義の今の日本で、敢あえて戦史ばっかり取り上げるこだわりが。それと、数学のプリントと違って捨てずに取っておくから、授業中に描かいた裏の落書きが後で読み返すと日記代わりになって、何だか切ないノスタルジーなのよね」

「なのよね、って、授業中に落書きなんかするなよ」

「え？　でも普通するでしょ。世界史の記述の裏に自分の一年間の歴史が重なるって、何だかとてもロマンチックな話じゃない？　ね、ともちゃん」

「……ん」

　突然話を振られて朋ともは少し戸惑ったが、プリントから顔を上げると黙だまってうなずいた。

「ほら。朋ちゃんもこう言ってるじゃない。それとも賀茂くんにはこういう雄大な歴史ロマンってのは分かんないかー？」

「別にいいけど。そんなもん分かんなくても……」

　賀茂はどうでもよさそうに返事をしてから、朋に目をやった。

　無言でプリントに向かう朋だが、一晩寝ていないだけあって、頭がコクリコクリと眠そうに揺れ動く。やがて首の筋肉が弛し緩かんして、カクッとコタツの上に突っ伏した。ゴトンとすごい音がする。

「ああ、だから一度寝てからにしたらって言ったのに」

　賀か茂もは朋ともをきちんと布団に寝かせてかけ布団をかけてやると、律りつ子こを促して居間を出た。




　食堂の椅い子すに腰かけながら律子が部屋を見回す。

「そういや、あぶでる様とたまちゃんは？」

「アブデルはちょっとみきさんのバイト先まで行ってる。例の亀き卜ぼくで、何か未練の手がかりが占えないかって」

「亀卜って、例のミドリガメをバラしてやるやつね？」

「うん。っていうか普通はミドリガメなんて小さいのは使わないけどな……。それでたまちゃんのほうは、ともちゃんが書き出した『未練候補リスト』を持って色々探しに」

　賀茂は、お茶とせんべいを出しながら答えた。

「未練候補リスト？　何それ？」

「ともちゃんが、何かやりたい事とか欲しい物で思いつくのを、片っ端からメモってもらったんだって。数打ちゃ当たるだろうって感じで」

「ふーん、なるほど。で、どんなん出たの？　思春期の女心の未練としては？」

　出されたせんべいを遠えん慮りよなくバリバリいわせながら、興きよう味み深そうに尋ねる律子。

　賀茂はちょっと困ったように頭を搔かいた。

「うーん、それがどうもなぁ……。バケツいっぱいのチョコパフェを食べてみたいとか、『二百三高地』のディレクターズ・カットが観たいとか、そんなのばっかりで、ホントにそんな未練で戻ってきたのかどうか……」

「そりゃ絶対に違うわね」

　即答で否定する律子。

　賀茂も困惑を隠そうともせず、首を捻ひねる。

「うん。どうも様子見てると、『何も思いつかないでいるとみんなが困るから、頑張って無理やりでっち上げました』って感じが強くて……」

「あー、確かに。何かそういう間違った気の回し方しそうなタイプよね、あの子」

「そうなんだよな。でもそれしか手がかりないし、現世の物に触れてるうちに、ヒョイと記き憶おくが戻ったりする可能性を期待してるんだけどな……」

　賀茂はそう呟つぶやいて、湯ゆ吞のみを啜すすった。

　律子が言う。

「でも私の睨にらんだところでは、あの子が戻ってきた理由って、そんな個人的なチャチいモンじゃないわよ」

「え？　個人的なものじゃないって？」

　唐突に切り出した律子に、問い返すような視線を向ける賀か茂も。

　律りつ子こは身を乗り出すと、声を潜ひそめた。

「私の山勘だと多分、ものすごいトップシークレットに属する事だと思うの。たとえば、閻えん魔ま大王のスキャンダルにまつわる話とか、そういう類たぐいの。下手へたしたら政変とか起こりかねないような、それくらいの規模を予感してるわ」

「な、なんだいきなり？」

「まあ聞いてよ。まず一つ目に注目したいのが、肝心の未練だけピンポイントで忘れてるって事。しかも度忘れとか、嫌な記き憶おくだから思い出さないように抑圧されてるとかってんじゃなくて、何か忘れさせるような物を口にしてしまったんでしょ？　これがまず怪しいと思わない？」

「怪しいかな……？　話を聞いた限り、不ふ慮りよの事故だと思ったけど。レテの川の水蒸気なんて普通うっかりするだろ？」

「だけど送り出したのって地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつってヤツでしょ？　あの世の事なんて知り尽くしてるはずなのに、ちょうど靄もやが発生する時間帯を見計らって、その中を渡らせるなんて、うっかりミスのはずがないわよ。これは狙ねらってやったと見るのが正解だと思うわ。記憶を消すのが目的だったのよ、きっと」

「ん？　確かに、そこはちょっと妙だな」

　賀茂はちょっと考え込んだ。

「ともちゃんはともかく、地蔵菩薩にはレテの水蒸気は分かっててもおかしくない。っていうより、分かってないほうがおかしいよな……？　言われてみたら、わざとやった可能性も……？」

　それを見て律子は勢いに乗る。

「でしょ？　んで次に、ともちゃんみたいなおとなしい子に、わざわざ獄ごく卒そつ二人も派遣してくるってのが大おお袈げ裟さすぎると思うの。しかも賀茂くんが盗み聞きした話だと、閻魔様直々の密命を受けてきてるっていうじゃない？　単なる密航者の取り締しまりじゃない、極秘任務なのよ。これも、どう考えても怪しすぎるでしょ？」

「うん、それは確かにちょっとな……。閻魔大王直々の命令で追ってきたってのは、アブデルも首傾かしげてたし」

「でしょ！　つまり私が思うに、多分ともちゃんは、地蔵菩薩をパパと呼んで愛人暮らししてるうちに、何かどデカい秘密を知っちゃったのよ。それも、一刻も早く地上に伝えないとマズいような、巨大な陰いん謀ぼうを。そして、そのために記憶を消された。更に迫りくる追っ手！　何だかサスペンスの香りがプンプンしてこない？」

　椅い子すを蹴けって立ち上がる律子。興きよう味み本位の野や次じ馬うま根性に火が点ついたらしく、眠そうだった目がらんらんと輝かがやいた。

　急に高まった律りつ子このテンションに押されて、賀か茂もは椅い子すの背にへばりつきながら言う。

「確かに妙な点がたくさんあるのは認めるけど、そこまで行くとさすがに何か飛ひ躍やくしすぎてる気が……」

「あン？　私の推理に文句あんの？」

「んー、っていうかその憶おく測そく、ともちゃんのイメージと全然そぐわないし」

「若いわね。女を見た目の印象だけで判断したら火傷やけどするわよ」

　律子が演技たっぷりにフフっと笑った時、玄関で誰だれかが帰ってきた音がした。

「ただいまー。買ってきましたよー……」

　疲れ切った声の主はたまである。

　手にした袋を引きずって、賀茂たちのいる居間へと入ってくる。

「遠くて寒くて疲れました………」

「お帰んなさい。確かに外、寒いわよねー。はいこれ」

　律子がそう言って、賀茂の淹いれたお茶を手渡す。

「律子さん。今朝けさは早いですね」

「まあね。んで、何買ってきたの？」

「あ、ええとですね、ともちゃんがスイカが食べたいって言ったんで、それを探して……」

「へ～。冬にスイカなんてあんの？」

「はい。温室でボイラーを使って栽培してる農家さんがあって、少ししか作れないから卸先とかも予あらかじめ決まっちゃってたんですけど、無理言って一つだけ売ってもらってきました。用事があるから欲しかったら朝一番に取りに来いって言われて、始発の電車で行ってきたんですけど、あんな時間帯の電車に乗ったのって初めてですからなんだかドキドキしました」

　そう言って笑うたまだが、目の下に黒々と隈くまが出来ている。

　それに気づいて律子が尋ねた。

「たまちゃんもなんか眠そうね。やっぱ早起きして始発で出かけたりしたせい？」

　賀茂が答える。

「っていうか、たまちゃんもロクに寝てないからな。ともちゃんの具合が悪くなったらすぐ分かるようにって、ずっとこの部屋で待機してたから。交替で看みててあげるって言ったんだけど……」

「すみません……。やっぱり自分で看てないと気になっちゃって……」

　たまはちょっと賀茂に頭を下げてから、律子のほうに向き直った。

「それであの律子さん、ちゃんとプリントとゲームは持ち出せましたか？」

「そりゃもうバッチリよ。すでにともちゃんに渡してあるわ」

「やる事早いです。さすがですね……」

　感心と尊敬の入り混じった眼まな差ざしを向けるたま。

「ふふ、まあね」

　律りつ子こは得意げに豊満な胸を反らせた。

「私も負けてられないです。早くこのスイカ以外の物も集めてこないと」

　たまは意気込んだ調子で言う。

「とりあえず、まずはこのスイカの事だけでも、ともちゃんに知らせてきますね」

　居間へ駆け込もうとするたまを、賀か茂もが止めた。

「あ、待った。今、寝てるから後にしたほうがいい」

「そうですか。じゃあ、このスイカは目が覚さめた時のお楽しみですね。それじゃ私、今のうちに残りの物も探してきますっ！」

「ちょ、ちょっと休んだら……？」

　昨日から全然寝ていないたまを気遣って賀茂が言ったが、玄関を駆け出していくたまの耳には聞こえていなかった。




　その日の晩。

　賀茂は寝室で寝る支度をしながら、夜遅く帰宅したアブデルの話を聞いていた。

「……で、結局みきさんの亀き卜ぼくでも分からなかったのか」

　話を聞き終えた賀茂は、残念そうにため息をついた。

「うむ。北東の方角が良いらしい、という程度しか読み取れなかったようだ」

「やっぱり大晦日おおみそかの晩に一度占ったばっかりだし、こんな短期間で連続して占うのはキツかったかな……？　それとも得意の『お筆先』と違って、亀卜は慣れてないとか」

「それもあろうが、どうも精神が集中出来ておらん様子だったな。大晦日に占って出た、俺おれを誑たぶらかしに現れる女というのが、実はともちゃんの事だったのではないかと激しく疑いをかけられてしまった。たまちゃんに看病役を取られてしまって、近づきたいのに近づけん状態だと何度説明しても分かってくれん。説得に長引いて、結局こんな時間までかかってしまった」

「いや、そりゃ『近づきたいのに』なんて言ったら当然だろ。そういう時は普通、『たとえ近づきたくても』って仮定の表現にするもんじゃ……」

　賀茂はツッコんだが、アブデルは取り合わずに話を変えた。

「そんな事より、今日から少しともちゃんの警けい戒かいを強めるぞ。もしかしたら、襲しゆう撃げきを受けるかもしれん」

「何だ、突然？　まさか、追っ手の獄ごく卒そつに感づかれたとか……」

「いや、それはまだどうか分からんが、みきがな……」

「みきさんが？　何か亀卜に危険な兆候でも出てた……？」

　賀茂は真剣な調子になって尋ねる。

　アブデルは難しい顔で首を振った。

「いや、そうではない。ただ、あのみきの様子だと、ともちゃんへの嫉しつ妬とに駆られて、今夜辺り生いき霊りようとなって祟たたり殺しに来るかもしれん。要注意だ」

「は……？」

　カクッと力の抜ける賀か茂も。

「まあ、ヤキモチを焼く妹というのも、これはこれで可愛かわいいものなのだがな」

　アブデルは惚のろ気けるような調子で困ってみせた。

　そこへ、、賀茂の母・裕ゆう子こが呼びに来た。

「アブデルさん。是これ雄おちゃん。お客様が来てるわよ」

「客？　こんな夜遅くに誰だれ？」

「さぁ？　神かみ成なりさんと山やま口ぐちさんっておっしゃったかしら。見た事のない男の人二人連れだけど」

「男二人？　神成と山口って、もしかして……」

　賀茂が思わずアブデルを振り返る。

　アブデルも真剣な顔つきに戻った。

「うむ。遊園地で見たあいつらか」

「玄関で待たせるのもなんだから、上がってもらったわ。食堂のほうにお通ししてお茶だけ出しといたから、早く行ってあげなさいね。母さん、もう寝るから」

　そう言って、さっさと寝室へ引き籠こもる裕子。

　賀茂が慌てて起き上がる。

「食堂に通したって、そのすぐ隣となりがともちゃんの寝てる部屋じゃないか！　マズいぞ！」

　アブデルと一緒に急いで食堂へ向かうと、そこにいたのはやはり遊園地で見たあの二人だった。七三眼鏡めがねの山口と、ロレックス神成である。さすがに今は腰布一枚の半裸ではなく、二人とも折り目正しいスーツ姿だ。ただ、仕立ては良さそうだが、どこか心持ちヨレヨレな印象も受ける。

　同じ部屋にいたたまを相手にお茶話などをしていた二人は、アブデルの姿を見ると席から立ち上がった。

「初めまして。夜分遅く申し訳ありません。山口と申します」

「神成です」

　二人は揃そろって、礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。

「アブデルだ。こちらはパートナーの賀茂。用件を聞こう」

　ぶっきらぼうに言って、アブデルは椅い子すに腰かけた。賀茂もぎこちなく会釈してから、アブデルの隣に座った。

「あの、私はどうすれば……？」

　たまがキョロキョロしながら賀茂に尋ねた。

　賀か茂もは一いつ瞬しゆん考えた。たまは一応、朋ともに関した事では家の中で一番の関係者だ。退席させるのは妙である。かといって、無防備な性格そのままに迂う闊かつな事を喋しやべられても困る。

「ボクの隣となりに座って。ただし、余計な口は利かないこと。いいね」

　賀茂は小さい声で厳きびしく言いつけると、自分の隣の椅い子すを引いた。

　相手二人も着席すると、年長者の七三山やま口ぐちが切り出した。

「ええ……、すでにお分かりかと存じますが、我々は現世の者ではありません。あの世で獄ごく卒そつなどをやっている者なのですが」

「！」

　たまの顔色が強こわ張ばる。賀茂はそれに気づくと、そっとたまをつついて素知らぬ振りをするよう合図した。

　アブデルが、あくまで平然とした口調で相あい槌づちを打つ。

「うむ。獄卒か。それで？」

「その我々が現世に派遣された理由なのですが、実は極秘の指令を受けて、さる少女の身柄を追っているのです」

「極秘の指令を、そのように軽々しく部外者に漏らしてよいのか？」

「いえ、部外者であれば漏らしません」

「というと？」

「……こちらに今、正月で帰省してきた霊れいが一人いらっしゃいますね？」

「さあな。答える義務はないが」

「いいえ。いらっしゃるはずです。名前は西さい園おん寺じ朋。これが写真です」

　山口はそう言うと、懐ふところから写真を出してテーブルに置いた。

「……！」

　再び声をあげそうになるたま。賀茂が慌てて手で制す。

「……知らんな」

　アブデルは一いち瞥べつして、素っ気なく言った。

「知らないはずは……」

　そう言いかけた七三山口を遮って、アブデルは逆に問い返す。

「ところで君たちは、誰だれの命令で彼女を追っているのだ？　また、その目的は？　動いている人間は君たち二人だけか？　聞かせてくれれば、事情次第では、こちらとしても協力することもやぶさかではないが」

　探るような目つきで、アブデルは目の前の二人を見つめた。いかにも、相手の情報を引き出したがっているのが見え見えだ。だが、向こうは仮にも密命を受けて動いている身。こんなに直接尋ねられても答えはしまい。

　七三山口は、チラッとロレックス神かみ成なりと目を交わす。そして、眼鏡めがねを押さえて慎重に答えた。

「……彼女を知らないとあれば、そちらは無関係な第三者。申し訳ありませんが、ご質問にお答えする事は出来ません」

　予想どおりの答えが返ってくる。

　だがアブデルは、それを聞いてニヤリと笑った。

　そして椅い子すから立ち上がる。

「そうか。まあ残念だが、我らが『無関係な第三者』であるのなら、君たちがここにいる理由はあるまい。お引き取り願おうか」

　そう言われて、アブデルの問いが誘ゆう導どうだった事に七三山やま口ぐちはハッと気づいた。守秘義務に囚とらわれて、こんな単純な引っかけにあっさり嵌はまってしまった自分に、七三山口はそっと歯ぎしりする。

　だが、自分の口から相手を無関係だと宣言した以上、ここは退出せざるをえない。そもそも、異教圏の使節であるアブデルの私邸は、国際条約上不可侵が原則なのだ。出ていけと言われたら、出ていくしかないのである。

「もし彼女の居場所を摑つかんだ際には、ご一報ください。これが連絡先です」

　促されるままに退出しながら、玄関で別れ際、七三山口はそう言って名刺を手渡した。

「あと、一つ注意しておきますが、彼女が存在する確たる証拠を摑んだ暁には、身柄確保のためのあらゆる手段が我々には許可されています。無論、超法規的措置も含めて。彼女を見つけてもくれぐれも匿かくまったりなさらないように」

　ハメられたお返しのように、脅しのような事を言って釘くぎを刺すと、七三山口とロレックス神かみ成なりは丁寧にお辞じ儀ぎをして去っていった。

　不安そうな顔で賀か茂もの裾すそを握り締しめていたたまを軽くなだめて、賀茂とアブデルは寝室へ引き返した。
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　それから二日後、一月四日である。

「これも駄目だったか……」

　ゲームクリア後に現れる、クレムリン宮殿に上がる花火を見ながら、賀か茂も、アブデル、たまは、落胆のため息をついた。

　たまがあちこち駆け回って集めてきた『未練候補』を片っ端から消化して、一番最後に残ったのがこのファミコン版テトリスである。だが、その最終面クリアを果たした今も、朋ともが成仏しそうな気配は微み塵じんも感じられなかった。

　傍らには、スイカの皮やビデオテープ、バケツいっぱいのチョコパフェの食べ残しなどが散乱している。

　たまが搔かき集めてくる先から不眠不休で消化した『未練候補』リストだったが、本来の未練は一つも含まれていなかったようだった。

「……見事に全部無駄骨だった上、貴重な一日を丸ごと潰つぶしちゃいましたね……」

　たまが、ガクーっとうなだれる。

「……ともちゃんが来てから、今日で四日目……。もう、滞在出来る期間の半分なのに……」

　夜は家で朋の看病に終われて眠らず、日中は休まずに出かけて朋の未練候補をコンプリートしてきたたまである。ただでさえ疲労しているところに、ガックリと激しい落胆に襲おそわれて、腑ふ抜ぬけたように床にへたりこんだ。

　落ち込むたまを気遣うように、賀か茂もが朋ともに尋ねた。

「何か、もう他ほかに思いつく事ってないかな……？」

　朋は小さく首を振る。

「……もう、思いつかない……」

「今朝けさから色々やってみて思い出した事とか……」

「……何にも……」

「そうか……。しょうがないな」

　賀茂は困って頭を搔かいた。

　朋は小さく謝あやまる。

「ごめんなさい……」

「謝る事じゃないけど……」

　賀茂はそう言ってから、困惑しきった顔で腕組みした。

　朋が、疲れた目でぼんやりと呟つぶやいた。

「眠い……」

　朋は朋で、たまが集めてきた『未練候補』を不眠不休で消化してきたのである。疲れるのは当然だ。

　賀茂たちは、朋を寝かせてゾロゾロと部屋を出た。




　食堂のテーブルに着くと、アブデルが顎あごに手を当てて切り出した。

「……結局あの未練候補は残念ながら無駄に終わったわけだが、しかしよく考えてみれば当然なのかもしれんな」

「当然って……？」

　賀茂が尋ねながら、お茶を淹いれようとしたたまを押しとどめて、自分で急きゆう須すを取る。

　アブデルは賀茂に目を向けて説明した。

「生前やり残した事を思い出せといっても、一番肝心の未練にまつわる記き憶おくが欠落しているのだろう？　ならば、ともちゃん自身が自力で明確に思い出せるものは、かえって本来の未練とは無関係なものだと見なしたほうが正しいのかもしれん。そうは思わんか？」

「そっか。本人に思い出させようとするよりも、むしろ周囲の人の記憶とかに頼ったほうがいいのかもな」

　賀茂は納得してうなずくと、たまの顔を見た。

「それじゃ、たまちゃん。何かない？」

「え？　わ、私ですか？」

　突然話を振られて戸惑うたま。

「生前のともちゃんを知ってるのはこの中ではたまちゃんだけだし」

「あ、そ、そうですね。けど、ともちゃんの未練……。いきなり言われても、う～ん……、何でしょう……？」

　たまは困ったように首を傾かしげた。

「いきなりズバリ当てろってわけじゃないけど、生前のともちゃんの様子とか会話とかを思い出して、そこから未練になってそうなものを思いつかないかな」

「生前の様子……ですか……。今と一緒でおとなしい子で、割と淡々とした性格でしたけど……。未練になってそうなものですか……」

「たとえば具体的に『こんなことして過ごしてた』とか、『こういう事をやりたがってた』とか……」

　頭を捻ひねるたま。

「そうですねぇ……。そういえば、絵を描かくのが得意でしたけど」

「あ、そうなんだ」

　意外な事実に、賀か茂もはちょっと感心する。

「はい。ともちゃん、すごく器用だったんですよ。入院してる時も、窓から遠くを眺めて、雲とか風景とか色々描いてました。見てみますか？」

「見てみますか、って、今手元にあるの？」

「あ、えっと、あの世界史のプリントのファイル、あの裏にたくさん鉛筆の落書きが……。枚数が多いから、練習用の落書き帖ちようにって。一日一枚を目標にして、授業中に色々描いてました。ちょっと取ってきますね」

　たまはそう言うと、居間からプリントの束を取ってきた。

「ほら、こんなふうに」

　ファイルを広げると、プリントの裏を見せる。

「勝手に見ちゃっていいのかな。結構恥ずかしがったりしそうだけど……」

　そう言いつつも、賀茂は受け取って隣となりのアブデルと一緒に見てみた。

　鉛筆描きのデッサンだが、歴史上の人物の肖像を模写したようなものや、文化遺い産さんを描いたものなどが、かなり写実的に描かれている。

「上手だな……」

　賀茂は感心して目を見開いた。授業中にこれだけのものを描いていたという事は、授業はさっぱり聞いていなかったに違いないが、それはそれとして大したものである。

「これだけ描けたら、やっぱ将来は画家を目指してたりしたのかな……？　一枚くらい大作を残したいとか、そういうのが未練になってる可能性は……」

「どうでしょう……？　絵はただの趣しゆ味みって言ってましたけど……」

「あ、そうなのか。じゃあ、それは関係ないかな……」

　呟つぶやきながら、賀茂はプリントをめくった。

「後のほうになってくると、風景画が多いな。よく分からないけど、美術史とかの流れの関係なのか……？」

「あ。それは多分、入院してからの絵だと思います。窓から見た景色が……」

「ああ、なるほど。しかしこれ、表のプリント何にもやってないな……。未練としてこれを真っ先に思いついたって事は、やっぱプリントそのものじゃなくて、裏の絵のほうを無意識に考えてたんだろうな」

　パラパラとめくっていると、ふとこれまでと雰囲気の違う絵が現れた。

「ちょっと待て、賀か茂も！」

　アブデルが鋭するどく言った。

「ん……？」

　思わず賀茂は手を止める。

「どうした？」

「いや、この絵……。少し気になるところが……」

「気になるところ……？」

　賀茂はアブデルに倣ならって、プリント裏のデッサンを眺めた。

　これも風景画には違いないが、病室の窓から見た町並みの景色ではなく、どこかの山奥の眺めだ。それに、想像だけで描かいたのか、他ほかの絵と比べて細部がやや曖あい昧まいである。言われてみれば、確かに少し異質だ。

「どこの景色だろ？　日本の山奥っぽいけど」

「あ、それ、ともちゃんの田舎いなかの景色です」

　たまが口を出した。

「ともちゃんの田舎？　何でたまちゃんが知ってんの？」

「あの、それ、病院でともちゃんが田舎の話をしながら描いた絵なんです。お正月の七日に毎年花火をやる風習があるそうで、お天気次第では空気中の小さい氷に花火の光が反射して、すごく綺き麗れいなんだそうです」

「空気中の小さい氷？　ダイヤモンドダストか。ってことはかなり寒い地方なんだ」

　賀茂が確認すると、たまは思い出したようにうなずいた。

「あ、はい。そうです。ずっと北のほうだそうです。すごく山奥で、雪のせいで交通の便が悪くて、七日にそれを見ると三学期の始業式に間に合わないから、ともちゃんは幼稚園の時に一度しか見た事がないそうですけど。でもその時には、運良くそういうお天気に恵まれて、すごく綺麗だったって……。それで私が一度見てみたいって言ったら、冬までにはきっと退院してるから、そしたら一緒に見に行こうねって……。だけど結局、そのままともちゃんは出てこれなくて……」

　そう言ってから、たまはハッとした。

「もしかしてともちゃん、その時の約束を気にして……？」

　呟つぶやいて、賀か茂もとアブデルの顔を見る。

　アブデルが真剣な表情でうなずく。

「そうか……。この絵に付着していた記き憶おくの断片は、彼女の幼稚園当時の姿だったか。小さすぎると思ったがどうりで……」

「いや、あの、アブデル。分かってると思うけど、幼稚園はさすがにヤバすぎだぞ……」

　一応念を押してから、賀茂はたまに向かってうなずいた。

「けど確かに、その約束が未練になってる可能性は高いかも。そもそもともちゃんがたまちゃんのとこに現れたって事は、未練もたまちゃん絡みだって考えたほうが自然だし」

「そ、そうですか？　やっぱりそれじゃ、その約束が……」

「うん。それに今思い出したけど、最初に未練って何か尋ねた時にさ、『たまちゃんが……』とか『たまちゃんを……』とか言ってたろ？　その事も考えると、たまちゃんと関係する何かだって事は間違いないんじゃないか？」

「そ、そういえば……。それに考えたら、ともちゃんが初めて出てきた時も、花火見てる時でしたよね！」

　たまの口調が少しずつ興こう奮ふんしてくる。

　アブデルが駄目押しのようにうなずいた。

「そうだな。東北の田舎いなかの花火なら、みきの占いに出た、北東の方角というのとも一致する」

　たまの中で、思いつきが確信に変わった。

「じゃっ、じゃあちょっと、ともちゃんに確認を……！」

　勢いよく椅い子すから立ち上がる。

「そんな焦らなくても……。それにともちゃん、さっき寝たとこだし」

「で、でも、早くしないと、片道三日かかるって言ってましたし、今日はもう一月四日で、七日までぎりぎりしか残ってないです！」

　たまはそう言うと、大急ぎで隣となりの居間へ飛び込んでいく。賀茂とアブデルもそれを追うようにして後に続く。

　たまは朋ともの布団の脇わきにしゃがみ込むと、体を軽く揺さぶりながら急せき込むように声をかけた。

「ごめんともちゃん！　寝てるとこ悪いんだけど、急ぎなの。お願い。ちょっとだけ起きて！」

「んん……」

　ちょっと眉まゆをしかめてから、眠そうな目を開ける朋。

「………？」

　顔をたまに向けると、小さく口を開いて声にならない問いを発する。

　たまは勢い込んで言った。

「あのね、ともちゃん。さっき思い出したんだけど、前に私、ともちゃんと約束したよね？　元気になったら、二人で一緒にともちゃんの田舎いなかの花火を見ようって。憶おぼえてる？」

「え……と……」

　まだちょっとボーっとした様子で朋ともはたまを見つめていたが、やがて数回まばたきすると、ハッと思い出したように小さく目を見開いた。

「花火の、約束……？」

　それを見てたまは早口でまくし立てる。

「それでね。もしかしてともちゃんの未練ってその約束じゃないかなって……。どう思う？　あの、もしそうだったら、今日はもう四日だし、急がないと花火の日に間に合わないかもしれないし、それで無理やり起こしちゃったんだけど」

「ん……」

　布団の中でしばらくもぞもぞしてから、朋は体を起こした。

　そして、囁ささやくような声で呟つぶやく。

「……分かんない」

「わ、分かんない……？」

「その約束かもしれないけど、違うかもしれない……」

「その約束かもしれないけど違うかも……？」
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　たまは戸惑ったように朋ともの言葉を繰くり返した。

　それを見て、朋も申し訳なさそうにうつむいた。

「ごめんなさい……。戻ってきた理由、やっぱり思い出せないの……。ずっと、頑張ってるんだけど……」

「そうなの……。そういえば、そう言ってたよね」

「うん……。だから、私には、分かんない……。その約束かもしれないけど、違うかもしれない……」

「………」

　たまはしばし沈ちん黙もくした。助言を求めるように賀か茂もに目をやる。

「どうしたらいいんでしょう……？　ともちゃん、自力で思い出せないだけじゃなくて、聞いても分からないなんて……」

「どうしたらって、うーん……」

　賀茂が困ったように腕を組む。

「ともちゃん本人が分からない以上、ボクら周囲が判断せざるをえないんだろうけど……。賭かけだなぁ……」

　明確な判断を避さけるように、賀茂は目線を逸そらした。下手へたな事を言って間違いだったら、責任は取りきれない。人一人の成仏がかかっているのだ。

　しばし、沈黙が続いた。

　たまはしばらく黙だまって考えていたが、やがて決然と顔を上げた。

「行きましょう！　賀茂さんが言うように、ともちゃんが分からないなら私たちが判断するしかないです。だとしたら、この中でそういう責任を負うべきなのは、ともちゃんの直接のお友達の私ですし、私はさっき言ってた事とか考えて、やっぱりこの約束に間違いないって思います。だから、私の責任で、やっぱり行きましょう！　行かせてください！」

　断固たる口調でそう言うたま。

　思わず賀茂は余計な事を尋ねる。

「たまちゃんの責任でって、だけどそれでもし違ったら……」

「その時は、悪いのは全部私のせいです。私の勝手な判断のせいだって事で構わないです！」

「いや、だけどたまちゃん一人に全部背負わすわけには……」

　せめて、話し合って決めたという体裁を取って、責任のかかり方を分散させたい。賀茂としてもその約束が本命だろうと半ば確信しているが、万が一違った時に、たま一人に責任を背負わせるのは余りに酷だろう。

　その時、朋が小さく呟つぶやいた。

「私も……、花火、行きたい……」

「え？」

　一同の視線が朋ともに集まる。

　朋は突然集中した視線に少し戸惑ったが、たまの顔を見ながら続けた。

「戻ってきた理由かどうかは分かんないけど、私、たまちゃんにあの花火見せたい……。約束、ちゃんと守りたい……」

　たまはちょっとの間、黙だまって朋を見ていた。

　だが、我に返ると慌てて立ち上がった。

「分かった！　じゃあ、決まりだね！」

　賀か茂もたちのほうに顔を向ける。

「今から切符買ってきます。すぐ帰ってくるから待っててください！」

　そう言うと、大急ぎで自分の部屋へ上がる。そしてコートを羽は織おり、財布を摑つかむと、バタバタと玄関へ向かった。

「行ってきます！」

「ああ、ちょっと待った、たまちゃん。あのさ……」

　賀茂が声をかける。

「すみません。急ぎますから、帰ってからにしてください！」

　そう言い残して一人駆けていくたま。

　開け放たれた玄関からたまの背中を見送りながら、賀茂はボソッと呟つぶやいた。

「……切符買って帰ってきて、それからまた出るよりも、支度整えてから切符買ってそのまま電車に乗り込むほうが、手間が一度ですむ分早いんだけどな……」




　しかし結局、その日は朋が二度寝してしまい、出発は翌日の昼まで持ち越しとなった。

　次の日、追っ手の目を欺くためにアブデルが朋に変装を施してから、昼過ぎ頃ごろに賀茂たちは家を出た。
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「暑～……」

　北上する東北新幹線の車中で、賀か茂もは首筋の汗を拭ぬぐった。

「現地は寒いだろうからって厚着してきたけど、この車内、暖房効きすぎ……」

　セーターの首回りを引っ張って、ぐったりした表情を浮かべる。

　それからちょっと真剣な顔に戻って、賀茂はそっと車内を見回した。

　そして小さく安あん堵どすると、背もたれにもたれる。

「どうやら獄ごく卒そつたちの姿は見えないみたいだな。一安心か」

　アブデルがうなずいた。

「うむ。出発地点の駅で捕まらなければ、車中では当面安全だろう。次の乗り換えまではくつろげるな」

　そう言うと、向かいの席でアイスクリームを食べている朋ともに言った。

「もう変装を解いてもいいぞ」

　朋は言われたとおり、おとなしくレース飾りの付いたカチューシャを外す。

　賀茂は、アブデルお手製のメイド服に身を包んだ朋を見て、そっとため息を漏らした。

「変装っていうか、コスプレだけどな……。何か余計目立つ気が……」

　その言葉に、朋は隣となりのたまへ不安そうな顔を向けた。

「これ……、変……？」

　エプロンのフリルを指先でつまみながら、恐る恐る尋ねる。

　たまは大急ぎで首を振る。

「全然変じゃないよ。すごく可愛かわいい」

「ホント……？」

「ホントに。私もそんなの着てみたいくらい」

　それを聞いてアブデルがニヤリと笑った。

「……よし。その言葉さえ聞けば、たまちゃんにメイド服を部屋着として与えても、賀か茂ものヤツめに文句を言われる筋合いは最も早はやない。帰ってからが楽しみだ」

　おおよそ二時間半弱で、最初の乗換駅の盛もり岡おかに到着する。

　そこで乗り継ぎ時間の関係上一時間近く待たされてから、東北本線に乗り換えた。

「……思ったより接続が悪かったな」

　窓越しに日の暮れかけた空を見ながら、賀茂は小さく舌打ちした。

「こんなに時間ロスしてちゃ、いつ追いつかれるか分かんないな」

　不安そうな賀茂を安心させようと、たまが明るい調子で言う。

「でも、獄ごく卒そつさんたちは五時頃ごろまでは遊園地でバイトですから、きっと大丈夫ですよ」

「そう思いたいけど、向こうだって一応何かの手段でこっちの様子は観察してるだろ。ともちゃんが動いたって知ったら、バイトなんてほったらかして追っかけてくるんじゃないかな。本来こっちが本業なんだし」

「あ、それはそうかも……」

　俄にわかに不安そうな顔になるたま。

　その時突然車両の連結口のドアが開き、二つの人影が入ってきた。二人はまっすぐ賀茂たちのいる座席に近づく。

　そして、通路側に座っていたたまの頭を片手で摑つかんだ。

　ビクっとして振り向くたま。

　そのたまに向かって、人影はニッと笑った。

「やっと追いついた」

「律りつ子こさん？　それに真ま央おちゃんも？」

　たまは思わず目を見張ると、大きな声を上げた。

「ど、どうしてここに……？」

「どうしてって、だってともちゃんが現世に戻ってきた理由が分かったって聞いたからさー。それで追っかけてきたの。一応私らもプリントとか取ってきたりして協力したし、部外者ってわけでもないでしょ？」

「みんなで旅行に行くのに一言も誘ってくれないなんて、水くさいよ、ごん」

　真央が拗すねたように口を尖とがらせる。

　不平を言われた賀か茂もが、困ったように言った。

「だけど旅行っつったって遊びじゃないからな……。それに昨日突然決まった話だし、割と急ぎの用件だし……」

　たまが律りつ子こに向かって話を戻す。

「ところであの、聞いたって、だ、誰だれにですか？」

「賀茂くん家ちのお母さん。遊びに行ったらちょうど入れ違いでね。わざわざ最短で追いつける乗り継ぎルートまで占ってもらっちゃった」

　律子はそう言って、通路を挟んだ隣となりの座席に座った。その向かいに真ま央おも腰かける。

「それで、はるばる東北まで遠征するって、具体的にどんな理由なの？」

「あ、まだ実は確定ってわけじゃないんですけど、その、花火を見に……」

「花火？　そんなもん、大晦日おおみそかの晩にも見たじゃん。年とし増ま園えんのヤツ。ともちゃんだって、あの花火を誘ゆう導どう灯とうにして現世に渡ってきたんじゃないの？　マジでそんな理由で？」

「あ、いえ、本当にそれが理由かどうかはまだ分からないんですけど、とりあえず最有力候補って事と、ともちゃん自身も見に行きたいって言ってるんで……。ね？」

　たまは隣の朋ともを振り返る。

「………」

　コクリ。

　朋は無言でうなずいた。

　それを確認してから、ざっとかいつまんで事情を説明するたま。

「なるほど。そうやって聞いてみると、プリントとかゲームのクリア画面とかも、無意識のうちに田舎いなかの花火とつながってた可能性が強いわね。やっぱそれが未練の正体なのかしら？」

　律子はうなずいてから、ふと考え込むように顎あごに手を当てた。

「でもそうすると、獄ごく卒そつの皆さんとのサスペンスはどうなんの？　わざわざそんな些さ細さいな約束を妨害しに来るとは思えないけど……。それともその花火大会に何か隠された秘密が……？」

　問うような視線で朋を見つめる律子。

　しかし朋は困ったような表情で首を傾かしげると、顔を伏せた。

「あー、ごめんごめん。本当の理由に関係ある事は、失われた記き憶おくだから分かんないんだったっけ」

　律子は軽く謝あやまると、気を取り直すように言った。

「まあ、無事に未練が断ち切れた暁にはその辺の記憶も戻るだろうし、当面は成仏してもらう事に専念しますか」

　それから一行は、真央が持ってきたトランプでインディアンポーカーをやりながら、駅までの時間を潰つぶした。




　その日の晩は駅の近くのターミナルホテルで一泊し、次の日、一日二便しかないバスに乗って雪の山道を低速で延々と揺られた。窓には雪が張りついて、外の景色はさっぱり分からない。その晩は車内で眠り、七日の夕方頃ごろ、ようやく朋ともの田舎いなかへと続く道の入り口に到着した。

「ぐぎゃあああぁぁぁぁぁ……っ！」

　バスを降りた途端、凍いてつくような寒風に吹きつけられて、真ま央おが叫び声を上げた。

「きゃああ……っ！」

　今度はたまが悲鳴を上げた。ぶかぶかのコートが風を孕はらんで、吹き飛ばされそうになったらしい。賀か茂もが慌ててたまの手首を摑つかまえる。

　冷たい上に雪を含んだ風は、剝むき出しの顔に当たると文字どおり痛い。特に、耳などは千切れそうである。真央の毛の生えた猫ねこ耳に、一同の羨せん望ぼうの眼まな差ざしが集まった。

「……とりあえず、この先にともちゃんの故郷があるんだね？」

　賀茂が、強風に搔かき消されないよう大きな声で確認する。

　朋は寒さに身を縮ちぢめながらうなずいた。

「よし。じゃあ、行こう」

　すでに日が傾きかけている上に、積もった雪が風に舞い上げられて、数メートル先の視界もない。そんな中を賀茂が『眼め』を開いて先せん導どうし、はぐれないよう全員で手をつないで進んでいく。しんがりはアブデルが務めた。

[image: ]

　風が強いだけでなく、深く積もった雪に足を取られて、歩みは遅々として進まない。

「寒いよ、寒いよぉぉっ！」

　真ま央おが泣き声を上げた。

　それに続いて律りつ子こが叫ぶ。

「しょーたいちょーどのーっ！」

　先頭の賀か茂もが思わず振り返る。

「どうした？　何だその『小隊長殿』って！」

「いや、何となく。こういうのって、『ゆーきーのしーんぐーん』って感じするでしょ？　雪中行軍ごっこ」

「アホか！　縁えん起ぎでもない真似まねすんな！　シャレにならんっつーの！」

「賀茂さん！　ちょっと待ってください！　ともちゃんが！」

　今度はたまが声を上げた。

「どうした！」

「疲れて歩けないって……！」

　それを受けて律子の声が響ひびいた。

「寝るなーっ！　寝たら死ぬぞーっ！」

　続いて、風に混じってパンパンとビンタの音。

「ちょ、ちょっと律子さんっ！　乱暴しちゃ駄目ですっ！」

「冗談だって。ホラ、ともちゃん。疲れたんなら、おねーさんにおぶさってみ？」

「ああっ！　そんないきなり手を離したら……っ！」

　そんな調子で苦労しながらも、何とか一つ峠とうげを越えた。

　その途端、さっきまでの暴風がウソのように鎮しずまった。

　海風の関係か、斜面によって風の吹き方がまるで違うらしい。まるで別の山に来たような豹ひよう変へんぶりに少し戸惑いつつも、賀茂はホッと一息ついた。

「ちょ、ちょっとここらで休きゆう憩けいするか……」

　振り返って全員いる事を確認する。

　気がつくと、空はもう暗くなり、無数の星が瞬またたいていた。たいした距離でもないのに、思った以上に時間がかかったらしい。

「ともちゃんの具合は？」

　賀茂が律子に向かって尋ねる。

「ん？　疲れただけじゃない？　大丈夫っぽいけど」

　そう言いながら、背中におぶった朋ともを降ろす。

　朋はぐったりした様子で雪の上に座り込んだが、以前の遊園地でのように実体化が弱まったりはしていないようだ。

「後どれくらいで着く？」

　賀か茂もが尋ねると、朋ともはおよそ二百メートル前方のカーブを指差した。

「あそこ曲がったとこ……」

「あそこか」

「曲がったとこに、ちっちゃい洞ほら穴あながあるの……。そこだと雪積もってなくて、座って見れる……」

　その時、少し離れた所でドーンという音がした。花火だ。すでに始まったらしい。

　全員が、ハッとしたように音の方向を見る。だが、この位置からでは斜面に遮られて見えない。

「よし。じゃあ、後もう少しだ。頑張ろう」

　賀茂に促されて、朋は律りつ子こにすがりながらよろよろと立ち上がった。

　そして再び歩き始めた時、最後尾で後方を警けい戒かいしていたアブデルが賀茂を呼び止めた。

「待て賀茂！　来たぞ！」

「来たって？」

「奴やつらだ！　ええい！　後少しのところで！」

　一同に、一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちようが走った。

　たまがうろたえた声を出す。

「や、やっとここまで来たのに……。どうしましょう……！」

「たまちゃんは、ともちゃんと一緒に先に行って！　ボクとアブデルで食い止める！」

「わ、分かりました！　ともちゃん！　早く！」

　たまは朋に肩を貸すと、さっき指差していた場所を目指して歩き出す。

　律子が困ったように言った。

「こ、こういう場合って、対決シーンと成仏シーン、どっちの見物を優先させるべきなのかしらっ？」

　賀茂たちとたまたちの間でキョロキョロしながら悩む事数秒。

「……ともちゃんの成仏は、花火が未練かどうかはっきりしてない以上、出来るかどうか不確定。だけど対決は今から絶対ここで起きる。って事は、冷静かつ合理的かつ客観的に判断して、私はここにとどまるべきって事ね。よし！」

　律子がそう判断して、逃げようとした真ま央おの手を摑つかんだ時、峠の向こうから男が二人現れた。

　風で七三の乱れた眼鏡めがね男・山やま口ぐちと、雪で自慢のエドワード・グリーンをドロドロにしたロレックス神かみ成なりだ。

　二人は金棒を登山杖づえ代わりに斜面を下ってくる。

「……やはり……、貴方あなたが匿かくまっていましたね。……アブデルさん」

　肩で息をしながら、眼鏡男・山口が非難するような目をアブデルに向けた。

「先日も申しましたが、彼女の存在を確認すれば、身柄確保のために我々にはあらゆる権限を行使し、あらゆる行動を取る事が許可されています……。貴方あなたに与えられたアグレマンを剝はく奪だつする事も、受けペルソ入れナ・ノがたン・グい者ラータとしてキリスト教文化圏へ帰っていただく事も、それ相応の裁きの場に召しよう還かんする事だって出来る……」

　そう言いながら、七三を手で直して息を整える。

「ですが、貴方は閻えん魔ま大王の知己だと聞き及んでいます。事を荒立てないためにも、そして仏教圏とキリスト教圏の天界における友好関係を損なわないためにも、今ならまだ見逃しましょう。そこをどいて、彼女の身柄を引き渡してください」

　七三山やま口ぐちはそう言うと、太くて重そうな金棒を片手で軽々と持ち上げ、アブデルに向かって突きつけた。

「それは出来ん相談だな」

　アブデルはにべもなく断った。

「彼女を引き渡せと言うのなら、その罪状を聞かせろ。まずはそれが筋だ。お前たちは何故なぜ彼女を追っている？」

「そんな事は我々の関知するところではありません。我々はただ、与えられた任務を忠実に実行するだけ。彼女の身柄を確保し、あの世へ連れ帰るようにとの命令以外、一切の余計な事情は聞いておりません」

　賀か茂もが口を挟む。

「あの、もう少しだけ待ってやってくれませんか……？　あの花火が終わるまででいいんです。あの花火を見る約束を友達としてて、今あの子、自分の残した未練ってそれじゃないかと……。それにどうせ、今夜の零時でパスポートの期限も切れて、あの世へ戻るんだし……」

「それでは意味がない」

　七三山口は眼鏡めがねをかけ直しながら即座に却下した。

「我々の任務は、我々の手で彼女を拘束しあの世へ連れ帰る事です。彼女に自力であの世に戻られては、任務は失敗だ。だが、私は失敗するわけにはいかない！　子供を私立に通わせるためには、今より減給されるわけにはいかないのです！」

　そう言うや否や、七三山口は賀茂目がけて金棒を振り下ろした。

「……っ！」

　間一髪で、アブデルが賀茂を突き飛ばす。その直後、賀茂の立っていた地面が、激しい振動とともに深く抉えぐれた。

「すごい馬ば鹿か力……。っていうか、子供を私立にって……？」

　賀茂たちが怯ひるんだのを見て、七三山口は鋭するどく声をかける。

「今だ！　神かみ成なり君！　ここは任せて先に行け！」

「けど一人で平気ッスか!?　この人ら、マジ強いッスよ？」

「余計な心配はいい！　俺おれたち二人のうちどちらかが彼女を拘束して連れ帰れば、それで任務は達成なんだ！　俺の事は気にするな！」

「山やま口ぐちさん……！　分かったッス！」

　ロレックス神かみ成なりが、賀か茂もたちの脇わきを抜けていく。

「いかん！　律りつ子こ！　ヤツを止めろ！　あの世送りにして構わん！」

　七三山口と対たい峙じしながらアブデルが指示を飛ばす。

「お任せあれ！」

　律子は雪煙を巻き上げながら、ロレックス神成を追った。

「それじゃ私もっ！」

　真ま央おが律子の後に続く。

　七三山口が、再び賀茂目がけて金棒で打ちかかる。賀茂を仕留めれば、アブデルの力は引き出せなくなると分かっているのだ。

　再び間一髪で金棒をかわす賀茂。すかさず体勢を整えて、アブデルの霊れい力りよくを自分の中へと集中させる。

「熾し天使アブデルの名において命ずる……」

「させるかっ！」

　唱える暇を与えまいと、七三山口は矢継ぎ早に攻こう撃げきを繰くり出す。

　賀茂はアブデルの霊力を引き出しかけたままの状態で、あたふたと逃げ惑う。いくら強力な熾天使の力を使えるといっても、賀茂自身はただの人間に過ぎないのだ。地じ獄ごくの獄卒である七三山口とは、スピードもパワーも差がありすぎる。

　際どいところで攻撃をかわすこと十数回、賀茂は雪に足を取られて転倒した。

　すかさず七三山口は金棒を振り上げる。

「もらった！」

「わっ！　ちょっとタンマ！」

　賀茂は思わず口走った。

　その瞬しゆん間かん。すでに引き出しかけていたアブデルの霊力が、一気に七三山口の魂を直撃した。そのままその場に硬直する七三山口。賀茂の口走った「タンマ」に従わされたのだ。

　賀茂は息を切らしながら立ち上がった。

「……な、何か、ものすごくかっこ悪い勝ち方……」

　ゼェゼェ言いながら、情けない顔で呟つぶやく。

　それから慌てて律子のほうを見ると、すでに勝負はついていた。

　鼻血を噴ふいて気絶するロレックス神成を引きずって、律子は息も切らさず戻ってくる。

　その隣となりで、真央が不満そうな顔をしてついてくる。

「律りつちゃん一人でやっつけちゃって、つまんないの……。っていうか律ちゃん、スカートでかかと落としはやめたほうがいいよ。パンツ丸見えだったよ、さっきの」

「まあまあ、それもフェイントのうちよ。必殺パンチラかかと落とし！　お泊りだからって念のため[image: 穿]はいてきた勝負パンツが、思わぬところで役に立ったわね」

　気楽な調子で笑う律りつ子こ。

「……コイツ、ホントに人間か……？」

　二人の会話を聞きながら、思わず本気で疑いたくなる賀か茂もだった。

「とにかく、一応これで決着ついたな。後は花火が終わるまで待って……」

　気を緩ゆるめかけた賀茂に、アブデルが鋭するどい口調で注意した。

「まだだ！　まだ一人、こいつらとは比較にならん巨大な霊れい力りよくを持った奴やつがいる……！」

　そう言って、峠とうげのほうを警けい戒かいするアブデル。

「そこだ……！　来るぞ！」

　アブデルがそう言うと同時に、一陣の風が巻き起こった。積もった粉雪が舞い上がり、一いつ瞬しゆん視界が閉ざされる。

　そして雪の向こうから、朗々たる声が厳おごそかに響ひびいてきた。

「……死し出での山路の裾すそ野のなる、賽さいの河原の獄ごく卒そつども。年端も行かぬ幼子を、あの世で責むるに飽きたらず娑しや婆ばまで追ってきたるとは、見逃しがたき所業なり……」

　雪の中から、声とともに一歩一歩人影が近づいてくる。そして、錫しやく杖じようを突き宝珠を持った僧そう形ぎようの男がその威容を現した。

「非道無慈悲の悪鬼ども！　その鉄棒を振り上げて、子らの成仏せんとする望みを砕くと申すなら！　仏如によ来らいの威神の力を承りて一切の業悪の衆生を救抜せんとする、大慈大悲の地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつが相手を致そうぞ！」

　そう大喝すると、大仰な身振りで見得を切る。

　それを聞いて、賀茂たちは一瞬ポカンと固まった。

「獄卒どもって……。今更言われてもな……」

　賀茂は脱力しながら呟つぶやくと、傍らに金かな縛しばり状態で立ち尽くす七三山やま口ぐちおよび、その足元に転がされたロレックス神かみ成なりを横目で見る。

　全く反応がない事に気づいて、地蔵菩薩は悦に入った決めポーズを解いてちゃんと前を見た。

　そして驚きよう愕がくに目を見開く。

「なっ？　山口に神成！　ウチの超エリートキャリア獄卒が、何でやられておるんじゃっ？」

　動転しながら傍らに目を移した地蔵菩薩は、更に一層驚おどろいた声を上げた。

「なぁぁっっ！　あ、アブデル殿？　なっ、何ゆえ貴殿がこんな所にっ？」

　そのままその場に硬直する。

　アブデルも驚いた様子で問い返す。

「地蔵菩薩、否、閻えん魔ま大王よ……。貴公こそ何故なぜここに……？」

　地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつこと閻えん魔ま大王は、狼ろう狽ばいしたように顔を赤らめた。

「わ、ワシはその、あの世で贔屓ひいきにしておる子がじゃな、現世の未練を晴らそうとはるばるこの地へとやってきたから、それを見守るために……。パスポートもワシが手配してやって、その……」

「やはりあのパスポートは貴公自ら手配したものだったか。だが、一つ確認したいのだが、あの獄ごく卒そつ二人を差し向けたのも、やはり貴公の指図ではなかったのか？　無論、地蔵としてではなく閻魔としてであろうが……？　わざわざ現世へ渡らせておきながら、何なに故ゆえ……？」

「い、いや、だからそれはじゃな、病弱な彼女が未練を晴らす道半ばで臥ふせったりしてはイカンと思って、監視のために……」

「だがその割りに、一週間以内に連れ戻せと命じたり、身柄を確保するためにあらゆる手段を許可すると言ってみたり、まるで彼女が成仏するのを妨げようとしているかのようではないか？　かといって先ほどの登場ではまた、部下たちの行動と敵対して成仏を手助けするような事を言ってみたり……。どうも言動が一貫性に欠けるが？」

　賀か茂ももアブデルの顔を見ながら言う。

「あ、成仏を妨げるような事っていえば、ともちゃんが現世に渡る時、わざわざレテの川との合流地点を、しかも靄もやの発生する時間に渡ってこさせたのも、ちょっと疑問なんだけど……。まさかうっかりって事はないだろ……？　って、これは律りつ子こが以前言ってたんだけど」

「うむ。確かにそれも妙だな。閻魔大王、否、地蔵菩薩よ。一体どういう事なのだ？」

「いや、それはその、つまり……」

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、必死で言葉を探す閻魔大王。

　だが、どんな言い訳も許さないアブデルの目にじっと見み据すえられて、観念したように白状した。

「……確かに、朝靄となったレテの水を吸い込むように仕向けたのは、ワシが狙ってやった事。上手うまい具合に、肝心な記憶を忘れはせんかと……。未必の故意じゃった。またあの二人に、彼女を連れ戻すよう命じたのもワシじゃ」

「何でそんな事を……？」

「自分の未練が何かも分からず、更に、密航者として追っ手を差し向けられては、まず自力での成仏は望めまい。そうして、彼女の成仏がどうしようもなく絶望的になったところを見計らい、最後の最後に満を持して、颯さつ爽そうと助けに入るつもりだったんじゃ……。業務が忙しゅうてあまりしっかり様子を見ておらなんだが、まさかアブデル殿の庇ひ護ご下に置かれておったとは……」

「颯爽と助けにって、要するに自作自演で……」

　賀茂は呆あきれて呟つぶやいた。

　閻魔大王は、うつむいて悲しそうに顔を歪ゆがめた。

「成仏して天国や極楽へ行ってしまったら、最も早はやワシが面めん倒どうを見てやる事もなくなるし、パパと呼んでくれる事ももうなくなる。じゃからその前に、最後にもう一度だけ、あの子にいいところを見せたかったんじゃ！　あの子が成仏してしまう前に、最後にもう一度だけ、あのはにかむような笑顔で『パパありがと』って囁ささやいてもらいたかったんじゃあぁぁっっ！」

　そう言うと、地面に四つん這ばいに突っ伏して男泣きの涙に暮れる。

「ほ、本物のアホか……？」

　聞いていた賀か茂もと律りつ子こと真ま央おは、呆あきれて言葉もない。

　しかし。

　ただ一人アブデルは、激しい勢いで感涙に咽むせび泣いた。

「分かる！　分かるぞその気持ち！　病弱娘が最期の言葉に擦かすれ声で囁く『ありがと』こそは、史上最凶の泣き萌もえ台詞せりふ！　その言葉で人生を締しめくくる事で初めて、病弱娘は自己の完成を見るのだ！　彼女の魂の成就のために、自らの名を汚す事も躊躇ためらわず手を尽くした貴公こそ、真の漢おとこと呼ばれるにふさわしい……！」

「おお、アブデル殿……。貴殿ならばきっと理解してくれると信じておった……！　ありがたい……！」

　がっしりと固く抱き合う二人。

　その後ろで律子が不満を爆ばく発はつさせた。

「閻えん魔ま大王まで出てきて、いよいよ本格的にすごい陰いん謀ぼうでも露ろ見けんするかと期待したのに、何なのよ、この下らない真相は？　こんなもののためにはるばる雪中行軍してきたっていうの？　ふざけんな！　貴重な冬休みの三日間と電車賃を返せーっ！」

　八つ当たりに蹴けり飛ばされた木の幹が、メリメリと音を立てて倒れる。

　そんな律子を見ながら、真央は寒そうに肩を抱いて不満そうに呟つぶやく。

「こんな寒いとこまで無理やり連れてこられた私は、律りつちゃんなんかよりもっと被害者だよ……」

　その隣となりで賀茂は、倒れた獄ごく卒そつ二人を眺めてため息を漏らした。

「……どうでもいいけど、今回一番可か哀わい相そうなのは本当はこの二人だよな……」

　閻魔大王の自作自演の片棒を担がされた上、ただひたすらにやられ損な役回り。せめて子持ちの七三山やま口ぐちには、学費の足しに臨りん時じ手当くらい支給してやってほしいと、心から願う賀茂だった。
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　賀か茂もたちと閻えん魔ま大王らが話に一段落した頃ころ、たまと朋ともは花火を正面に見み据すえる斜面に並んで腰を下ろしていた。

　打ち上げられた花火が、人ひと魂だまのように尾を引きながら空へ昇る。上空で開いた花火は、空気中の氷晶によってプリズムのように乱反射され、虹にじのような朧おぼろな光の暈かさが花火を取り巻くように大きくかかる。この土地の寒冷な気候が生み出した、不思議で独特な光景だった。

「ね？　きれいでしょ……」

　朋は上気した顔で花火を見上げると、息を潜ひそめるようにそっと囁ささやいた。そして、たまの同意を求めるように首を傾かしげる。

「うん……。きれい……」

　ある種幻想的な輝かがやきを残して夜空の闇やみへ消えていく花火を見つめたまま、たまは心を奪われたように呟つぶやいた。

　派は手でな仕掛けなどはなく、単発のワレ物が一つずつ静かに上がるだけ。だが、真っ暗な山間の村でひっそりと打ち上げられる花火の神秘的な光景は、身を引き締しめる雪山の冷気と相あい俟まって、見る者をどこか厳げん粛しゆくな気持ちにさえさせた。

　しばらく二人は黙だまって花火に見とれていた。

　冷たい夜風の中にじっとしていたせいで、体が少し冷えてきた。

　たまはぶるっと身み震ぶるいすると、くしゅんと小さくくしゃみした。

「……大丈夫？」

　朋ともが不安そうに尋ねる。

「あ、うん。大丈夫だよ。じっとしてたから、ちょっと冷えちゃったみたい」

　たまは慌てて笑顔を見せると、ふっと我に返った。そして、朋の顔に真っ直すぐ向き直ると、恐る恐る口を開く。

「それで、どう……？」

「ん……？」

　朋はキョトンと小首を傾かしげる。

　その朋に、たまは不安そうな声で尋ねた。

「成仏……出来そう……？」

「…………」

　朋は答えにくそうにうつむいた。その小さな頭が、そっと左右に揺れる。

　それを見たたまの目に、大きな落胆の色が浮かんだ。一いつ瞬しゆん小さく息を吞のみ、やがてその口元から、堪こらえきれなくなった吐息が長々と白く漏れる。

「……違ったんだ……」

　うなだれて呟つぶやくたまの声が、微かすかに震ふるえた。

　朋はたまに倣ならうようにうつむくと、消えそうな声で謝あやまった。

「ごめんなさい……。せっかく頑張ってくれたのに……」

「あっ、ううん。ともちゃんが謝る事なんてないよ……」

　慌ててたまは首を振る。

「私のほうこそごめんなさい。見当違いな事言って、貴重な時間を何日も無駄にさせて……。今からじゃもう、ホントの未練なんて……」

　時計を見た。夜の八時四十分。十二時になれば、朋は嫌でもあの世へ帰らなければならない。残されたわずか三時間半弱で、朋の本当の未練が探せるとは思えなかった。

「花火の事なんて、未練かどうか分かんないって、ともちゃんも言ってたのに……。私、花火の約束なんて余計な事、思い出さなきゃ良かったのに……。家でおとなしく未練探ししてたら、もしかして見つかってたかもしれないのに……」

　たまは自責の念に駆られて目を伏せた。

「……ごめんなさい。どうして私、いつもこんなのばっかり……。ともちゃんが入院した時も私、何にも分かってなくて、少しでもともちゃんの役に立ってるつもりで、勘違いして、毎日毎日……。あんな事したらともちゃん、ますます悪くなるだけだったのに、私……。ごめんなさい……」

　唇を嚙かむたまの目に、涙が滲にじんだ。

「たまちゃん……あの……」

　気遣わしげに朋ともは何か言いかけたが、たまは膝ひざに顔を埋めてしまった。その肩が小刻みに震ふるえる。

「私、その事ちゃんと、ともちゃんに謝あやまりたくて……。ずっと、こうやってちゃんと直接ごめんなさいって言いたくて……。でも謝ったって今更だし、だから少しでもともちゃんの成仏の役に立ちたくて、お詫わびって言ったらそれくらいしか思いつかなくて……。なのに結局私、また一人で空回りして、ともちゃんの大事な時間を無駄に潰つぶしただけで……」

　そこで声を詰まらせると、たまは袖そでで涙を拭ぬぐう。

「ごめんなさい……」

　それだけ言って、たまは黙だまり込んだ。

　朋はしばらく黙ってその様子を見ていたが、やがて申し訳なさそうにポツリと呟つぶやいた。

「……あの、たまちゃん……。ゴメンね」

「え……？」

　たまが不思議そうに、涙で濡ぬれた顔を上げる。

「あの……ゴメンって……？」

「お見舞いの事……」

　今度は朋が視線を逸そらした。

「私が噓うそついてたから……。たまちゃんが来たらいつも私、元気な振りして、それで『たまちゃんが来てくれたら元気が出る』とか言ってたから……。だからたまちゃん……」

　うつむくと、指先を弄いじりながら寂しそうな横顔を向ける。

「……騙だますつもりじゃなかったの……。たまちゃん、いつもすごく心配そうな顔してたから、ちょっとでも安心させたくて……。あんまり心配かけちゃったら、遊びに来てくれなくなるんじゃないかって、それが不安で……。そんなふうにたまちゃんが苦しむ事になるなんて、思ってなかった。ゴメンね……」

　囁ささやくように言って、朋は目を伏せた。

　たまは口を開いたが言葉が浮かばず、そのまま無言で首を振る。

　ちょっとの間、お互い沈ちん黙もくした。

　やがて朋は、沈黙したまま顔を上げ、ぼんやりと花火を見つめた。

　たまもそれに倣ならうように、黙って花火を眺める。

　花火のほうを向いたまま、朋が再び口を開いた。

「……たまちゃん」

「何？　ともちゃん」

　たまは朋の横顔に目を戻して、じっと言葉を待つ。

　朋は夜空を眺めながら、懐なつかしそうに静かな微笑を浮かべた。

「……私ね。毎日たまちゃんがお見舞い来てくれて、楽しかったよ……。その日あった嬉うれしかった事とか、最近夢中になってる事とか、ちょっと失敗した話とか……、そういうの聞くの、すごく楽しみだった。毎日来てくれたから、退屈しなかったし寂しくなかった……。たまちゃんの幸せを分けてもらえたみたいで、お話してる時間だけは、私までなんだか幸せになった気持ちだった……」

「………」

　たまは朋ともの横顔を見つめたまま、何も言えずに黙だまり込む。

　朋は、そっとたまのほうに振り向いた。そして、たまの目を見つめる。

「ありがと……。そのお礼言うの、忘れてた……」

　そう言うと、朋ははにかむように笑った。

「……これが未練の正体だったら、今ので成仏なのにね」

「………」

　たまはつられるように曖あい昧まいな笑みを浮かべたが、やはり何も言えず、目を潤うるませたまま朋の瞳ひとみを見つめた。

　しばらく二人は黙っていたが、やがてたまは、あきらめきれない様子で口を開いた。

「ともちゃん」

「……？　何？」

「まだ、……まだ日にち変わるまで時間あるし、ともちゃんの未練が何だったのか、もう一度……」

　朋はそれを聞くと、微笑したままフルフルと首を振った。

　そして、表情にちょっと寂しげな色を交えて呟つぶやく。

「あのね……。もう、未練とか成仏とかはあきらめよ……」

「え……、で、でも……」

「今からじゃどうせ、もう間に合わないから……。それより、また前みたいにお喋しやべりしよ」

「だけど……、成仏出来なかったらともちゃん、ずっとあの賽さいの河原に……」

「うん。……でも、平気だよ。石積みはもう終わってるし、地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつ様もいてくれるし。それより、せっかくこの世に戻ってきたんだから、帰る時間まで少しでも楽しい思い出を作って、向こうに持って帰りたいの……」

　そう言って、控え目な微笑ほほえみを浮かべる。

「だから……。ね？」

　たまは戸惑ったが、朋の笑顔に押されてうなずいた。

「……うん」

　二人はその場で、互いに向き合うようにちょっと座り直した。

　朋が洞どう窟くつの壁かべにもたれるようにして、口を開く。

「それじゃ……、そういえば私、自分のあの世での暮らしは話したけど、たまちゃんの最近の様子って全然聞いてなかったね」

「そういえば……」

「聞いていい？」

「うん」

「じゃあね、何から聞こうかな……」

　楽しそうに首を傾かしげる朋とも。

「えっと、まず最初はね……」

　朋は、遠くで侘わびしげに上がる花火を横目に眺めながら、思いつくままに質問した。

　教会での一人暮らしから今の賀か茂も家に居候する事になった経けい緯い。

　日々のこまごまとした雑事。

　賀茂、アブデル、律りつ子こなど、新しい友人たちの事……。

　たまは、始めのうちは問われた事にポツリポツリと答えるだけだったが、次第に話したい事がどんどん湧わいてきて、途中からほとんど問わず語りに一人で喋しやべった。自分の漏らした妖よう気きが周囲を害していた事を初めて知った時の絶望的な気持ち、そこから自分を救い上げてくれた賀茂の言葉、その賀茂まで死なせてしまった時に支えてくれた律子の存在、賀茂が狐きつねに生まれ変わって戻ってきた時の事、兄の仇かたきとして自分を追ってきた巫女みこ少女みきとの葛かつ藤とうと和解……。

　辛つらかった事もおかしかった事も悲しかった事も嬉うれしかった事も、たまは夢中で話し続けた。朋は、たまの話に自らも一いつ喜き一いつ憂ゆうしながら、静かにじっと耳を傾けていた。




　気がつくと、いつしか花火は終わっていた。

　じっと黙だまってたまの話を聞いていた朋が、ポツリと口を開いた。

「幸せなんだね……」

「え？　私……？」

　唐突に言われて、たまは戸惑ったように自分を指差す。

「うん……」

　朋はうなずくと、小さく微笑した。そしてたまの顔をじっと見つめる。

「たまちゃん。私ね、思い出した……」

「お、思い出したって……？」

　まばたきするたまに、朋はそっと呟つぶやいた。

「戻ってきた理由……」

「ほ、ホントに……？」

　目を見開くたま。

　朋はコクリとうなずいた。

「ホント……。喋ってるたまちゃん見てたら、突然……」

　たまはそれを聞いて、反射的に腰を浮かせた。

「いっ、今からでも間に合う？」

　腕時計に目を走らせて焦る。

「あ、あと二時間もないよ！　急がなきゃ……！　それで未練って何だったの？　早く……」

「ん……。あのね……」

　朋ともは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。そしてうつむくと、小さい声で照れくさそうにボソッと呟つぶやいた。

「……たまちゃんがね、幸せそうに笑ってるとこが見たくて……」

「え……？　わ、私の……？」

　たまはキョトンとしながら問い返す。

「うん……」

　朋は静かにうなずく。

「だから……、さっき幸せそうにお友達の話してるの見て、満足した。未練、なくなった。だからもう、大丈夫……。成仏できるよ……。ありがと……」

　小首を傾かしげて朋は上目遣いに微笑ほほえんだ。

　朋の言葉に、たまは戸惑った顔で尋ねる。

「けど……、私が笑ってるとこなんて……どうしてそんなもの……？」

「ん……。あのね……」

　朋は膝ひざを抱え直すと、静かに語り出した。

「……入院してから私、たまちゃんが心の底から笑った顔って見た事なくて……、笑ってたけど、いつもどこか無理してる感じがしてて……、それが私のせいだって分かってたから、何とかしたくて……。私、前みたいにたまちゃんに元気に笑ってほしいなって、自然に笑ってる顔が見たいなって、ずっとそればっかり考えてて……」

　朋は、ちょっと恥ずかしそうに目を逸そらした。

　たまは相変わらず、意表を突かれたような顔のまま、黙だまって耳を傾ける。

　朋は、思い出を振り返るように、少し遠い目をした。

「……それでね。『絶対元気になるから、治ったらうちの田舎いなかの花火を一緒に見に行こうね』って、あの時私、ただ安心させたくて、楽しい約束したら喜んでくれるかなって思って……。私、そんな約束守れるはずないって、ホントはあの時もう分かってたんだけど……、守れないまま死んじゃったら、後でもっと悲しませちゃうって、分かってたはずなんだけど……」

　そこで朋は申し訳なさそうに目を伏せた。しばし膝に顎あごを載せて沈ちん黙もくした後、独り言のように続ける。

「……私、その事がずっと気になってて、約束守れずに死んじゃったせいで、たまちゃんが二度と元気に笑えなくなっちゃったらどうしようって、それがずっと不安で、もう一度楽しそうに笑ってるたまちゃんが見たくて、それを見て安心したくて……。この一週間の間も、たまちゃんずっと必死な顔とか無理してる顔ばっかりだったから、ますます不安で……」

　朋ともはそう言うと、穏おだやかな表情でたまを正面から見つめた。

「でも、心配する事なかった。さっき話してる時のたまちゃん、すごく幸せそうだった……。安心した……」

「うん……」

　たまは小さくうなずく。

　朋は、そんなたまに優しく微笑ほほえんだ。

「いいお友達に出会えて良かったね……」

「ありがと……」

　たまは、少し頰ほおを赤くして微笑み返した。

　だが、その表情が突然フッと曇くもった。

「けど……」

　そう呟つぶやいて、目を逸そらす。

「けど……？」

　不思議そうに朋が問い返す。

「けど、私なんかがこんなに幸せでいいのかな……」

　たまは、遠くの山の黒い影に目をやりながら、呟くように言った。

　朋は心配そうにたまの顔を覗のぞき込む。

「どうして……？　幸せじゃダメ……？」

「だって……私、時々思うの。たくさんの人を不幸にしといて、ともちゃんが死んだのだって私のせいなのに、なのに自分だけこんなに恵まれてていいのかなって……。幸せになる資格なんてあるのかなって……」

　たまは膝ひざの上に暗い顔を乗せた。

「何だか私、自分がこんなに幸せなのが申し訳ない気がして……。ホントは私、こんなに幸せになっちゃいけないんじゃないかなって気がして……。幸せでいるのが、悪い事してるみたいな気がして……」

「たまちゃん……」

　朋はしばし躊ちゆう躇ちよしていたが、やがてそっとたまの手を取った。そして、そのままじっと手を握ってから、思いきったように口を開く。

「……幸せになる資格って私には分からないけど、でも幸せになるのが悪いなんて事ないよ。大丈夫」

「だけど……。今の私、恵まれすぎ……」

「でもそれはきっと、引け目に思う事じゃなくて、感かん謝しやする事だよ……」

「感謝……？」

　顔を上げたたまに、朋ともは可能な限り力強くうなずいた。

「そう。いっぱい感かん謝しやして大事に受け取るの。自分が幸せになる資格以上に、こんなに幸せにしてくれてありがとうって。そしてね、うんと幸せになって、いっぱい幸せが溜たまったら、それをみんなにお返ししたらいいの。幸せにしてくれたお礼です、って。どうもありがとうって……」

「幸せにしてくれたお礼……」

　呆ぼう然ぜんと繰くり返すたまに、朋はニッコリ微笑ほほえんだ。

「そうだよ。せっかくみんなのおかげで幸せなのに、大切にしなかったら怒られちゃう。ちゃんと幸せでいなくちゃ」

　それだけ言うと、スッと音もなく立ち上がる。

「それじゃ私、そろそろ逝いくね。未練晴れたのにいつまでもグズグズしてて、また新しい未練が生まれちゃったら困るから……」

　その体が、薄うすく透け始めた。

「先に天国で待ってるね」

「天国……」

「うん……。地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつ様がね、約束してくれたの。無事に未練が断ち切れて成仏出来たら、そのまま天国に行かせてくれるって……」
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　朋ともは笑顔で言うと、小指を差し出した。

「だから、そこでまたお話しよ。私、待ってるから。……あんまり早く来ちゃダメだけど。約束の指切り」

　しかしたまは、差し出された朋の小指をじっと見つめると、辛つらそうに首を振った。

「でも私……、ごめんなさい……。天国に行くなんて、無理……」

　朋の顔が、心配そうに曇くもった。ちょっとまばたきしてから、不安げに尋ねる。

「無理って……どうして？」

「だって……」

　たまは口を開いて何度か言いよどんだ後、うつむいて喘あえぐように呟つぶやいた。

「私、悪あく魔まだから……。いっぱい人を不幸にしちゃった罪は、一生消えないから……」

「たまちゃん……」

　朋は言葉を失う。そして、うなだれたたまの頭を、辛そうに眺めた。

　しばらく朋は無言で立ち尽くしていたが、やがて励ますように静かな微笑を浮かべると、たまの前にしゃがみ込んだ。

「……大丈夫だよ」

　優しくそう言うと、そっとたまの頭を抱いて目を閉じる。そして、いつもどおりの小さな、しかし珍しく力強さを秘めた声で囁ささやいた。

「……これからたくさんいい事して、たくさんの人を幸せにして、それが悪い事よりもうんと大きくなったら……、たまちゃんがやっちゃった悪い事がちっぽけに見えちゃうくらい、たくさんいい事したら……、そしたらきっと、神様だって殺された人たちだって許してくれるよ……」

「………」

　たまの頭がピクリと動いた。

　朋は、たまの頭を抱いたまま、静かに続ける。

「だから、みんなの役に立つように一いつ生しよう懸けん命めい頑張って、素す敵てきなお友達がいることにちゃんと感かん謝しやして、たまちゃん自身がうんと幸せになって……、そしてその幸せをみんなに分けてあげたら……、周りのお友達にも、全然知らない人にも、たまちゃんの犠ぎ牲せいになった人たちにも、犠牲になった人の家族やお友達にも、みんなに分けてあげられたら……、そしたらきっと……」

　そう言うと朋はたまの頭から腕を離し、手を取った。そして、顔を上げたたまの目をじっと見つめる。

「私、待ってる。何年でも何百年でも、ずっと待ってる。たまちゃんなら、きっといつか来れるって信じてるから、だから……」

　握った手にキュッと力を込めて、朋はいつもの控え目な微笑を浮かべた。

　そして、目を閉じてもう一度たまの頭を抱くと、朋ともは再び立ち上がった。

「じゃあ、今度こそ逝いくね……。私のためにお正月潰つぶしちゃって、ごめんね。でも嬉うれしかった……」

　そう言うと同時に、朋の体は急速に薄うすれていった。

「ともちゃん……」

「またね……。待ってるから……。でも、あんまり早く来ちゃダメだよ……」

　朋は最後にもう一度笑顔を浮かべると、そのままスッと上空へ引き込まれるように消えていった。

　朋の消えた雪の上に、何かがパサッと落ちた。首にかけていたおまじないの麻あさ紐ひもだった。

　たまはそっと麻紐を拾い上げると、大事そうに両手で包み、暗い夜空を見上げた。

　いつしか雲は晴れ、天頂近くに朱色の星が冴さえた光を放っていた。

「私、頑張るから……。神様にもみんなにも許してもらえるように頑張って、そしていつかきっと会いに行くから。約束だよ」

　朋の名残なごりの麻紐を胸の前で握り締しめ、たまは一人呟つぶやいた。

「だから、いつになるか分からないけど、待ってて……」
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　陰から静かに様子を見守っていた閻えん魔ま大王が、得意げにアブデルを振り返った。

「どうよ？　ワシの秘蔵の病弱無口っ娘こは？　なかなかに見事な健けな気げっぷりじゃろう？」

「良かった。実に良かったぞ。年明け早々、実にいいものを見せてもらった。なんと言うかもう、あの声と口調と表情であそこまでやられると、ほとんど反則だな」

　アブデルは感激に声を詰まらせながらハンカチを濡ぬらす。そして、感に堪えないといった調子で吐息を漏らした。

「いや、しかし大したものだ。ああいうのを見ると、是非とも臨りん終じゆうの際の様子なども見てみたくなるな。直前の日記とか。さぞや切なさ爆ばく発はつで泣けるものであっただろうに」

「日記なら、ワシの手元にあるぞ」

「何と？　そんな物、どうやって入手したのだ？　まさか地上に部下を派遣して盗ませたわけではあるまいな？」

「いやなに、火葬にする際、お棺に入れて一緒に燃やしたらしくての。あの世まで届いたのじゃよ。賽さいの河原は私物持込禁止じゃから、ワシが責任者として管理しとったんじゃ。あの病弱で華きや奢しやで頼りない彼女が、死にゆく己の運命を前に、怯おびえ、あがき、絶望し、立ち向かい、やがてそれを静かに受け入れ、遺のこしていく周囲の人たちとの一日一日を大切にしていこうと決意してゆくまでの過程は、まさに涙なしでは読めん感動の泣き萌もえ文学！　一度読めば、自分も我が子に先立たれて、『短い人生だったけど、パパと過ごせたから幸せでした』とか言い残されてみたくなること請うけ合いじゃな」

「そ、そんな事を言われたら、切なくて狂い死にそうだな……！　確かに言われてみたいかもしれん！　俺おれもいつまでも独身でいるのはやめて、結婚して娘を持つ事も真剣に検討してみるべき時期だろうか……。いや、しかし！　俺としては、どうせ死に別れるなら娘よりもやはり義妹のほうが……っ！」

　煩はん悶もんするアブデルを横目で眺めながら、賀か茂もは深々とため息をついた。

「……ともちゃんの両親に聞かれたら、こいつら刺されるな……」

　あの世の住人は、死の捉とらえ方も現世の者とは違うのかもしれないが、それにしても不ふ謹きん慎しん極まりない二人の会話に頭の痛くなる賀茂だった。

　そんな地上の様子とは裏腹に、夜空の星は、故人の穏やかな魂を象徴するかのように、どこまでも澄すんだ光を瞬またたかせていた。


終









あとがき




　こんにちは、佐さ藤とうケイです。

　毎回、和風の有名な何かをもじってサブタイトルを付けるという妙なしばりを課せられておりますが、今回の元になった『雪ゆき女おんな五ご枚まい羽は子ご板いた』はさすがにちとマイナーでしたね……。

　実は最初は、『八はつ甲こう田だ山さん』から『薄はつ幸こう田山』とか考えてたんですよ。若い身空で亡くなった子が今回のメインキャラだから、薄幸って感じでよかろうとか思って。雪山で成仏する話ですから、内容ともあってるし（違）。

　でも、担当さんから「そんなんやだ。今回は綺き麗れい事な話だから、雪とかそういう単語を入れて綺麗めなサブタイトルがいい（大意）」って駄だ々だ捏こねられてしまいまして。

　それで、その辺の単語が入っているものとして、色々と候補を考えたんですが、なかなかしっくり来るのが見つからなくて。誰だれでも分かるような有名なのが。

　そこでもう、少しくらいマイナーでもいいやと開き直って選んだのが近ちか松まつ門もん左ざ衛え門もんの『雪女五枚羽子板』です。雪だし、羽子板といえば正月の風物詩ですし、それにこの歌か舞ぶ伎きで出てくる雪女っていうのは雪山に生き埋めにされた女の幽ゆう霊れいですから、色々とピッタリかなぁ……とか思ってみたり。それになんだかタイトル自体にインパクトがあるでしょ？　このタイトルなら、ちょっとくらいマイナーでも通用するんじゃないかな～、と。綺麗めなタイトルをっていう要望は完かん璧ぺきに無視ですけど……。




　まあそれはともかく。いつものように、どうでもいいような細かい話を少々。

　まずはデウス＝大だい日にちという話です。

　宣教師ザビエルさんが初来日した時に、彼らは自分たちの神を「大日」と訳したのは本当です。大日如によ来らいは宇宙の根源的存在で、かなり超越者的性格が強いので、日本人は大日如来一神教だと勘違いしたのも理由の一つっぽいんですが、とにかくその結果として、日本に渡ったばかりのキリスト教はずっと、民衆からは仏教の一宗派だと思われていました。他ほかにも教義の説明に仏教用語を多用していましたし。まあ用語については、適当な訳語が存在しなかったのですからやむをえないのですが。

　その後、「どうも大日如来は唯一神じゃないらしい」とザビエルさん自身も気づいたり、また仏教側から「異教徒のクセに仏教徒のフリすんな」みたいなクレームが来たりした事情もあって、仏教用語の使用をやめ、基本的にラテン語などをそのまま使う事になったのですが、この時にデウス（神）の当て字を「大臼」とやったらしいんですね。でも、大日と大臼って字面が似てるでしょ？　それでやっぱり「デウス＝大日」という認識は変えられず、民衆レベルの理解では、仏教の一宗派という見方は少なくとも戦国時代の間中ずっと続いたようです。

　仏教側がキリスト教を排はい撃げきしたお陰で、民衆の間でも次第に区別されるようになっていったわけですが、もしかしてほっといたら、完全に仏教化されちゃってたかもしれませんよね。結局ドミヌスの訳語の「天主」というほうが浸透しました。今でも文語訳の聖書や祈き禱とう文なんかでは、ちゃんと「天主」って言葉が使われてます。




　そして閻えん魔ま大王の正体が地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつという話です。この設定って、十世紀頃ごろの偽ぎ経きようである預よ修しゆ十じゆう王おう経きようを更に日本で勝手にアレンジした『発ほつ心しん因いん縁ねん十じゆう王おう経きよう』に、地じ獄ごくの十王の本ほん地じ仏がそれぞれ書いてあるのに拠よっているわけですが、実はこの経が出来る前に、すでに日に本ほん霊りよう異い記きで『閻魔イコール地蔵』説が出ています。それも、閻魔さん自身がズバリ言い切っています。「我を知らむと欲おもはば、我は閻えん羅ら王、汝なんじが国に地蔵菩薩と称す、是これなり」と（『日本霊異記』下巻、第九「閻羅王の奇あやしき表しるしを示し、人に勧めて善を修せしめし縁」のニ）。閻羅王というのはもちろん、閻魔王の別名ですね。サンスクリットのYamarajaの音訳で、完全な形だと閻魔羅闍（えんまらじゃ）です。このうちの羅闍はマハラジャのラジャ（王）ですから、閻魔と羅闍で単語は切れるわけです。で、前半だけを取ったら閻魔、前と後ろの一文字ずつ取れば閻羅となるわけですね。ついでに閻魔羅王という言い方もあります。でも、ラジャを「王」と意訳して、閻魔王とするのが一番すっきりしてますよね。富士山だって、「マウント・フジ」って山だけ訳しますしね。

　で、閻魔の本地が地蔵だという話に戻りますけど、十王経とか日本霊異記における閻魔＝地蔵説の元になったのは、どうも『十じゆう輪りん経きよう』ではないかとされているみたいです。十輪経は、偽経の多い地蔵経典の中で、これだけは信頼出来るとその筋では評判のお経です。

　で、そのお経の中の、地蔵菩薩が地獄で救済を誓う場面で、「あるいは剡魔王身をなし、あるいは地獄の卒身をなし、あるいは……」と言っているんですね（剡魔は閻魔の事です。音訳なので、音が合えばどんな字でもオッケーなんです）。これがどうやら、閻魔は地蔵菩薩であるという説の根拠になってるらしいです。

　でもこれって、閻魔に限らず地獄のあらゆる存在に身をやつして衆生を救うって言ってるわけですよね？　「地獄の卒身をなし」とも言ってるし。だったら、これを根拠に閻魔は地蔵だと言うんであれば、獄卒たちの正体だって地蔵って事にしないと筋が通らないと思うんですが……。閻魔さん以外の地獄の十王たちも全部、本地は地蔵菩薩って事にしないと変だし……。だけど他ほかの十王たちには他の仏が割り当てられてるし……。

　その辺、昔の人はどう考えてたんでしょうね？　まあ、どうでもいいんですけど、そんな事。って、どうでもいいとか言ってる割に、やたら長々と書いてるな……。こんなもん、読む人どれくらいいるんだろ……？




　あと、外交官特権とアグレマンとペルソナ・ノン・グラータですが。アグレマン（agr[image: e]ment）というのは、派遣しようとする大使に対する受け入れ国側からの承認ですね。これは受け入れ国側が理由の提示なしに一方的に拒否出来る事になってまして（設定上じゃなくて、実際のウィーン条約の話ですよ。第四条の２です）、拒否されるとその人を相手国へ使節として派遣出来なくなります。んで、ペルソナ・ノン・グラータ（persona non grata） と言うのは、受け入れ難い人物の事を言います。任務中にペルソナ・ノン・グラータであると通告されてしまうと、任務打ち切りになったり速攻で本国に呼び戻されます。無視して派遣国に留とどまっても、いわゆる外交官特権は使えなくなって、ただの一般人扱いになってしまいます。このペルソナ・ノン・グラータも理由を示さず一方的に通告出来るので、「外交官の公邸・私邸は治外法権だぁ～！」とか思って調子に乗って馬ば鹿かをやっていると、えらい目に遭あってしまいます。邪よこしまな理由から将来外交官を目指している人たちは、その点も考こう慮りよに入れて慎重に行動しましょうね。




　ああ、そうそう。神かみ成なり氏が律りつ子こさんに倒されたシーンは結局作中には書きませんでしたが、彼が倒される前に最期に口にした台詞せりふはもちろん「天は、我らを見放した……！」ですよ。初めに考えていたサブタイトルと彼の名前からして当然ですね。一人前の社会人として、お約束はきちんと守らなければいけません。って、今どきネタ分かる人いるかなぁ……。




　そういえば、約束で思い出しましたが……前巻のあとがきで、二度と締しめ切りは破らないとか言っておきながら、今回またもや破ってしまいました。それも、前回とは比較にならない程、大幅に……。なんて言うかもう、下手したら出版スケジュールが狂ってしまうかも、というくらいの遅れようでして……。

　でも、今回はちゃんと、こまめに食事を摂とるようにしてましたから、体重は落ちなかったですよ。ご安心ください。その代わり、徹てつ夜やが続いている状態でお腹なかが一杯になると、もう眠くなってしまって全然頭が働かなくなって………………って、もしかして今回原稿遅かったのってそのせいかっ!?

　出版予定に穴があくかと担当さんがハラハラしている脇わきで、たらふく食べて夢心地だなんて、考えてみたら我ながら随分といい身分ですよね。なんだか、えらい人になったみたいな気がしてちょっとドキドキです！　っていうか、取りあえずごめんなさい……。




　それじゃまた、次の本でお会いしませう。ちゃんと締め切り守れたら、次の本の出る予定は多分…………いや、やめとこ。約束は守らねばならないというのなら、出来ない約束は初めからしないのが賢けん明めいってもんですよね（弱気）。





佐さ藤とうケイ　
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。卒業のメドは立ってません。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。女の子らしく料理を始めてみようと思う今日この頃……。
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